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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

 

寮
室
代
る 

私
は
二
寮
七
号
室 

も
と
の
四
号
室 

 

始
（
初
）

め
て
の 

廠
内
実
習 

特 
 

記 

五 

 

月 

  

   

其

の

方

が

か

へ

つ

て 

室

長

は

小

笠

原

班

長

で

あ

る

。 

室

員

は

山

梨

の

者

、

静

岡

の

者

、

愛

知

の

者

。

色

々

な

県

か

ら

集

っ

て

来

た

も

の

ば

か

り

。 

の

四

号

室

で

あ

る

七

号

室

。

け

っ

き

よ

く

私

の

室

は

も

と

と

一 （

っ
し
よ

一

緒

）

で

あ

る

。 

 

帰

舎

し

、

副

寮

長

、

室

長

の

も

と

に

寮

室

が

か

は
（
わ
）

る

。

だ

が

私

は

又

二

寮

。

室

は

本 

舎

に

は

二

寮

や

四

寮

一

寮

等

の

室

長

さ

ん

達

□

お

い

で

に

な

る

。 

が

あ

っ

て

見

へ

な

い

か

ら

、

各

班

の

配

置

表

を

見

て

定

時

間

で

養

成

所

へ

帰

る

。

庁 

か

ら

は

廠

内

実

習

。

乙

班

は

反

対

。

私

は

機

銃

部

庁

舎

で

あ

る

。

い

ま

主

任

が

用

事 

る

で

あ

ら

う

と

思

い

な

が

ら

昼

を

ま

つ

。

甲

班

の

奇

数

学

級

は

、

昼

前

は

学

科

、

昼 

 

本

日

よ

り

□

ほ

ん

と

う

の

授

業

で

、

午

後

廠

内

へ

実

習

で

る

。

う

れ

し

い

。

企

画

員

は

何

を

す 

十
六 

信 受 

  

日 

水 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

曇
後
晴 

   

廠
内
実
習 

作
業
係
の
配
置
表
を
見
て
各
班
に
は
こ
う
ゆ
う
仕 

事
あ
る
と
お
ぼ
へ
る 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

         

作
業
主
任 

久
保
純
良 

機
銃
部
長 

堀
光
一 

特 
 

記 

五 

 

月 

主

事

先

生

の

あ

の

注

意

を

守

っ

て

し

つ

か

り

実

行

す

る

。 

  

堀

海

軍

技

術

大

佐

で

あ

る

と

知

る

。 

す

る

。

作

業

係

の

内

部

を

お

し

へ

て

も

ら

ふ

。

主

任

は

久

保

技

術

少

佐

。

部

長

は 

て

下

さ

つ

て

、

十

七

日

よ

り

二

十

三

日

ま

で

第

一

企

画

員

の

鈴

木

班

長

の

も

と

で

実

習

を 

昼

か

ら

廠

内

実

習

。

機

銃

部

作

業

係

で

主

任

代

理

の

方

に

今

後

の

注

意

を

し 

物

象

は

水

に

つ

い

て

や

る

。

数

学

は

代

数

。

武

道

は

指

導

員

を

木

銃

で

つ

く

練

習

。 

事

先

生

の

注

意

こ

れ

だ

け

。

歴

史

は

□

科

目

は

十

二

題

を

一

時

間

に

一

題

づ

ゝ

や

る

。 

か

ら

、

も

し

お

い

で

な

か

っ

た

ら

級

長

は

す

み

や

か

に

教

務

室

へ

報

告

に

行

け

。

主 

の

注

意

、

授

業

が

始

っ

て

も

各

先

生

が

用

事

が

あ

っ

て

お

い

で

な

い

時

が

多

多

あ

る 

を

た

っ

し

、

す

ん

で

入

口

に

行

、

ま

は
（
わ
）

れ

右

を

し

、

か

る

く

ゑ （

し
や

会

釈

く ）

を

し

て

帰

る

。

二

つ

目 

て

行

く

時

に

入

口

で

か

る

く

ゑ （

し
や

会

 

釈

く ）

を

し

、

用

事

の

あ

る

先

生

の

三

歩

前

の

所

で

用 

 

本

日

朝

礼

後

、

主

事

先

生

よ

り

注

意

あ

る

。

注

意

は

、

職

員

室

へ

用

事

が

あ

っ 

十
七 

信 受 

  

日 

木 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

曇
後
晴 

   

廠
内
実
習 

作
業
係
の
内
部
を
お
し
へ
て
も
ら
ふ 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

  

夜
間
訓
練 

   

特 
 

記 

五 

 

月 

夜

間

訓

練

の

時

、

終

了

後

主

事

先

生

の

公

表

に

よ

く

出

来

た

と

ほ

め

ら

れ

た

。

今

後

其

の

様

に

や

る

。

 

     

な

っ

た

の

で

あ

は
（
わ
）

て

る

。

作

業

係

ノ

辻

田

一

等

工

員

の

も

と

に

作

業

を

す

る

。 

や

る

。

昼

か

ら

の

廠

内

実

習

。

昼

食

の

途

中

に

も

う

廠

内

実

習

。

寄

宿

舎

離

し

に 

の

時

間

も

や

は

り

先

生

が

お

い

で

に

な

ら

な

い

の

で

、

一

時

間

目

に

や

っ

た

物

象

を 

へ

入

っ

た

が

、

先

生

が

お

い

で

に

な

ら

な

か

っ

た

の

で

、

花

井

書

記

先

生

に

の

話

を

聞

く

。

次 

一

番

始
（
初
）

め

て

の

材

料

、

材

料

は

何

を

す

る

授

業

だ

と

思

ひ

な

が

ら

、

第

九

教

室 

張

力

。

数

学

、

単

項

式

ト

単

項

式

の

や

り

方

、

単

項

式

と

多

項

式

の

や

り

方

を

や

る

。 

れ

る

。

授

業

は

、

物

象

一

の

分

子

現

象

の

中

分

子

力

、

分

子

ノ

集

合

能

状

熊
（
態
）

、

表

面 

 

出

勤

の

時

、

当

直

副

寮

長

よ

り

、

お

前

達

の

廠

内

実

習

に

行

く

態

度

が

悪

い

と

注

意

さ 

十
八 

信 受 

  

日 

金 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   

廠
内
実
習 

辻
田
一
□
等
工
員
の
本
に
品
物
を
駅
ま
で
運
搬 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

主
事
先
生
よ
り
、
ま
だ
職
場
を
か
へ
て
く
れ
と
い
っ
て
く
る
者

が
い
る
が
、
そ
う
ゆ
う
者
は
ぜ
っ
た
い
に
受
付
ん
と
話
あ
る
。

山
下
兵
曹
よ
り
、
本
日
二
十
時
よ
り
四
十
五
分
間
夜
間
訓
練

ア
ル
。
主
事
先
生
よ
り
、
お
ほ
め
の
こ
と
ば
い
た
だ
く
。
（
夜
間
訓
練
） 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

       

不
寝
番 

 

（
二
直
） 

  

菓
子
配
給 

特 
 

記 

五 

 

月 

 

行

進

の

様

子

を

ほ

れ
（
め
）

ら

れ

た

が

、

ま

だ

下

手

の

と

こ

ろ

が

あ

る

か

ら

も

っ

と

う

ま

く

や

る

。 

  

本

日

不

寝

番

。

二

直

に

立

つ

。 

本

日

菓

子

の

配

給

□

□

あ

る

。

一

人

頭

六

十

八
銭
。

 

天

気

に

な

っ

た

。 

い

爆

単

だ

ん

の

音

が

す

る

。

腹

は

ぺ

こ
〳
〵
。
廠

内

実

習

の

帰

り

に

は

小

雨

が

降

り

、

い

や

な 

り

、

食

事

を

し

よ

う

と

し

た

ら

総

員

た

い

ひ

に

な

り

、

壕

の

中

に

入

っ

て

い

た

ら

、

も

の

す

ご 

有

機

盾

、

各

材

料

を

や

る

。

四

時

間

の

始

に

警

戒

警

報

が

出

、

終

り

頃

に

空

襲

に

な 

お

し

へ

て

も

ら

ふ

。

工

業

材

料

の

意

義

、

工

業

材

料

、

金

属

非

金

属

、

無

機

盾 

だ

が

、

第

三

時

、

四

時

間

目

は

材

料

学

を

す

る

。

器

材

部

か

ら

山

本

中

尉

が

お

い

で

に

な

っ

て 

習

工

員

寄

宿

舎

舎

生

名

簿

を

書

く

。

本

日

は

整

備

作

業

で

、

工

務

係

の

仕

事

を

せ

る

。 

よ

と

い

っ

た

の

で

、

寝

具

の

中

へ

入

っ

た

ら

、

し

ら

づ

に

寝

て

し

ま

つ

た

。

朝

食

後

、

第

六

期

の

見 

 

昨

夜

、

空

襲

警

報

が

発

令

に

な

っ

た

の

で

総

員

起

し

だ

が

、

寮

長

が

室

に

入

っ

て

た

い

き

せ 

十
九 

信 受 

  

日 

土 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

曇
後
雨 

   

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

主
事 或

一
般
工
員
が
、
或
学
徒
と
今
度
の
見
習
工
の
行 

進
は
非
常
に
う
ま
い
と
話
し
て
い
た
と
聞
く 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

演
芸
会 

（
二
寮
誤

（
娯
）

楽
室
） 

 

牧
野
君
よ
り 

母
校
職
員
写
真 

を
も
っ
て
来
て

も
ら
ふ 

     

特 
 

記 

五 

 

月 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年

を

ふ

れ

ど

も

忘

れ

ざ

り

け

り 

 

◎

真

心

を

こ

め

て

な

ら

ひ

し

業

の

み

は 

 
 
 

明

治

天

皇

御

製 

別

課

は

総

員

軍

歌

練

習 

夜

、

二

寮

□

誤 （

娯

）

楽

室

で

演

芸

会

が

あ

る

。 

ら

は

く

や

し

く

な

っ

て

来

た

。

家

へ

手

紙

を

書

く

。

岡

崎

遠

州

へ

も

。 

 

昼

か

ら

も

身

の

回

り

の

整

理

で

あ

る

。

工

場

の

休

の

室

長

さ

ん

達

は

朝

か

ら

外

出

。

こ

ち 

を

洗

ふ

。

朝

の

中

雨

が

降

っ

て

い

た

が

、

洗

濯

を

す

る

時

分

に

な

る

と

雨

は

や

ん

だ

。 

か

ん

の

中

へ

し

ま

っ

て

お

く

。

た

ま

に

出

し

て

は

食

べ

る

。

作

業

服

と

黒

線

の

入

っ

た

シ

ヤ

ツ 

を

食

べ

た

が

、

多
（
た
く

さ
ん

さ
ん 

カ
）

食

べ

る

と

あ

ま

く

に

が

く

な

る

の

で

、

小

さ

く

き

っ

て

食

べ

、

大

豆

の

入

っ

て

い

る 

行

か

な

い

部

屋

長

さ

ん

が

、

飲

食

物

を

食

べ

て

よ

い

と

い

っ

た

の

で

、

昨

日

配

給

あ

っ

た

菓

子 

日

で

な

い

か

ら

、

実

習

に

行

く

学

級

も

あ

る

。

私

達

は

身

の

回

り

の

整

理

を

す

る

。

外

出

に 

 

本

日

養

成

所

の

休

日

で

あ

り

、

実

習

に

行

。

庁

舎

も

体

休

日

で

あ

る

。

又

或

工

場

は

休 

二
十 

信 受 

  

日 

日 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

雨
後
曇 

   

身
ノ
回
り
の
整
理 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

 

池
田
寮
長 

 

出
征 

   

特 
 

記 

五 

森
田
周
一
郎
様 

森
田
も
と 

〃 

都
築
春
二 

〃 

月 

   

す

る

。 

 

五

寮

の

池

田

寮

長

が

、

召

集

で

こ

の

養

成

所

を

立

っ

て

い

か

ら

る

の

で

、

お

送

り 

し

く

お

そ

は （

わ

）

る

。

ギ

リ

シ

ヤ

人

の

苦

労

ひ

と

□

う

□

で

な

し

。 

学

、

幾

何

学

で

あ

る

。

舟

山

教

員

よ

り

、

幾

何

学

は

ど

う

し

て

出

来

上

っ

た

か

を

だ

い

た

い

く

は
（
わ
） 

あ

る

が

つ
が
う

（

都

合

）

で

第

二

を

や

る

。

酸

化

作

用

、

酸

化

、

酸

化

物

、

酸

化

剤

。

今

度

は

数 

立

林

上

曹

の

指

揮

、

二

時

間

、

い

な

へ

銃

、

立

て

銃

。

三

時

間

目

は

物

象

で

、

第

一

で 

 

昼

か

ら

の

授

業

。

教

練

、

始
（
初
）

め

て

小

銃

を

も

っ

て

の

教

練

だ

。

な

ん

だ

か

う

れ

し

い

。 

を

掘

り

に

行

。

後

、

庁

舎

応

接

室

で

各

自

の

自

習

を

や

る

。 

ん

ば

る

。

朝

礼

後

、

奇

数

学

級

は

廠

内

に

む

か

ふ

。

第

六

男

子

寄

宿

舎

の

防

空

壕 

昨

日

の

ん

び

り

と

し

た

一

日

を

送

っ

た

。

本

日

よ

り

気

が

ひ

き

し

ま

っ

た

き

も

ち

で

大

い

に

か
（
が
） 

 

本

日

よ

り

一

週

間

、

甲

班

奇

数

学

級

が

昼

前

廠

内

実

習

、

昼

後

座

学

と

か

は
（
わ
）

る

。 

二
十
一 信 受 

  

日 

月 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

曇 

   

廠
内
実
習 

各
係
工
場
見
学 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

各
学
級
級
長
編 

 

成
式 

 

塵
紙 

 

下
太
の
尾 

配
給 

 

塵

紙

十

四

銭 

下
太
の
尾 

三
十
銭 

 

全
員 

土
肥
寮
長
よ
り 

罰
直
受
け
う
る 

     

特 
 

記 

五 

 

月 

 

 
 
 
  

為

す

べ

き

こ

と

は

即

日

之

を

為

せ 

は

り

き

っ

て

き

た

と

ほ

め

ら

れ

た

。 

 

夜

の

点

呼

の

時

、

副

寮

長

よ

り

、

お

前

達

は

二

寮

へ

入

っ

て

来

た

時

と

思

ふ

と

非

常

に 

足

が

ぶ

る
〴
〵
ふ

る

へ

出

し

て

、

ま

こ

と

に

や

り

様

が

な

い

。 

が

、

□

そ

っ

せ

ん

し

て

や

ら

な

い

と

い

っ

て

、

か
ゞ
と

（

か

か

と

）

を

上

げ

、

ひ
さ

（

膝

）

中

ば

を

ま

げ

、

約

二

十

分 

 

二

寮

号

令

台

前

で

、

一

寮

の

土

肥

寮

長

よ

り

防

空

訓

練

の

用

具

の

お

さ

め

方 

れ

ど

も

、

じ

ん

じ

ょ

う

調

査

を

す

る

。

教

務

の

方

の

さ

じ

づ

（

指

図

 

カ

）

で

や

る

。 

公

、

小

倉

先

生

に

勉

励

と

努

力

と

い

ふ

の

を

お

そ

は

る

。

第

四

時

間

目

は

武

道

で

あ

る

け 

で

総

員

た

い

ひ

用

意

。

二

寮

前

の

た

い

ひ

壕

へ

入

る

。

物

象

ニ

、

漂

白

作

用

、

山

内

先

生

。

修 

学

、

多

項

式

と

多

項

式

の

公

式

問

題

を

や

る

。

途

中

工

廠

全

般

訓

練

空

襲

警

報 

 
実

習

は

、

第

六

男

子

寄

宿

舎

の

広

場

の

防

空

壕

を

整

理

。

午

后

授

業

。

数 

る

。

又

朝

の

点

呼

の

時

、

下

□

た

箱

の

清 （

整

）

と

ん

を

各

寮

し

っ

か

り

や

れ

。 

 

山

下

上

曹

よ

り

、

廠

内

実

習

に

行 （

く

学 ）

級

は

、

朝

礼

後

右

向

け

右

を

し

て

出

発

し

て

い

け

と

い

は
（
わ
）

れ 

二
十
二 信 受 

  

日 

火 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

曇 

   

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

何
も 清

潔
に 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

 

配
給
品 

リ
ン
ゴ 

二
ツ 

石
け
ん 

    

特 
 

記 

五 

 

月 

 

何

事

も

一

生

懸

命

な

ま

け

づ

に 

   

ホ

ー

ス

の

整

理

。 

台

前

で

、

二

寮

長

以

下

総

員

軍

歌

練

習

だ

が

、

私

は

食

濯

番

で

遅

れ

た

の

で 

に

な

る

。

本

日

に

か

ぎ

り

腹

が

す

き

夕

食

ま

ち

ど

し

い

。

食

後

、

二

寮

号

令 

で

四

時

頃

帰

舎

。

私

達

の

班

長

さ

ん

は

本

日

工

場

休

で

あ

る

そ

う

だ

の

で

寮

に

お

い

で 

防

空

壕

ほ

り

だ

が

、

私

達

少

数

名

は

じ （

や 邪

魔

ま ）

だ

か

ら

汽

灌

場

の

た

き

物

の

整

理 

だ

。

す

ん

で

、

応

接

室

で

自

習

。

昼

後

、

身

の

回

り

の

整

理

だ

と

思

っ

た

ら

、

整

備

作

業

。 

本

日

の

実

習

は

、

塵

紙

箱

の

整

理

。

紙

く

づ

は

オ

ー

ト

バ

イ

□

で

利

材

の

方

へ

運

ん 

れ

た

。

実

習

に

行

。

学

級

は

二

寮

号

令

台

前

へ

整

列

し

、

た

ゞ

ち

に

出

発

し

た

。 

て

困

る

。

お

ま

け

に

下 （

下

た 駄

）

の

尾

が

切

れ

て

。

朝

礼

は

寄

宿

舎

の

甲

板

で

お

こ

な

は 

 

起

床

し

て

も

雨

が

降

っ

て

い

る

。

人

員

調

べ

も

甲

板

で

お

こ

な

は
（
わ
）

れ

た

。

食

濯

番

だ

が

、

雨

が

降

っ 

二
十
三 信 受 

  

日 

水 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   

廠
内
実
習 

塵
箱
の
整
理 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

為
す
べ
き
事
は 

即
日
此
れ
を
為
せ 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

実
習
す
る
班
が 

第
一
外
注
班
に 

代
る
。 

     

特 
 

記 

五 

 

月 

外

注

班

は

ど

う

ゆ

う

事

を

す

る

の

か

と

い

ふ

事

を

お

ぼ

へ

よ

う

。 

   

員

の

ど

う

を

つ

く

。

別

課

は

防

空

壕

の

板

を

練

兵

場

東

側

の

所

か

ら

は

こ

ぶ

。 

二

を

や

る

。

一

生

懸

命

で

や

れ

ば

数

学

は

お

も

し

ろ

い

。

今

度

は

武

道

（

石

田

先

生

）
、

指

導 

伝

来

、

工

芸

。

物

象

、

□

還

元

作

用

、

還

元

、

還

元

剤

（

山

内

先

生

）
。

数

学

（

南

先

生

）
、

公

式 

其

の

実

習

に

か

ゝ

る

。

辻

田

一

等

工

員

の

も

と

昼

か

ら

の

授

業

。

歴

史

（

小

倉

先

生

）
、

大

陸

文

化

の 

へ

材

料

を

送

り

作

っ

て

も

ら

ふ

様

註
（
注
）

文

す

る

所

）

大

あ

ら

ま

し

を

お

そ

は

り

、

た

ゞ

ち

に 

 

技

手

に

外

注

班

は

こ

う

ゆ

う

ふ
（
マ
マ
）

な

事

（

廠

内

で

出

来

な

い

各

部

分

品

を

各

民

間

の

工

場 

の

時

、

主

事

先

生

に

よ

り

注

意

あ

る

。

本

日

よ

り

、

実

習

す

る

班

が

第

一

外

注

班

と

代

る

。 

ン

カ

を

も

っ

て

い

く

事

。

一

、

敵

機

頭

上

に

あ

る

時

は

す

ば

や

く

ふ

せ

を

す

る

。

本

日

朝

礼 

一

、

警

報

の

さ

い

指

揮

者

の

命

令

に

従

ふ

事

。

一

、

空

襲

に

な

っ

た

ら

防

空

壕

の

中

へ

タ 

 

朝

礼

、

十

九

日

空

襲

に

対

し

今

後

廠

内

実

習

に

行 

者

（

く

）

は

鉄

か

ぶ

と

を

用

意

の

事

。 
二
十
四 信 受 

  

日 

木 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   

廠

内

実

習 

材
料
の
整
理
（
機
銃
兵
器
の
部
分
品
） 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

仕
事
を
さ
ぼ
る
な 

そ
っ
先
す
い
は
ん 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

明
日
給
料
支
給 

す
る
ひ
か
へ
書 

を
は

（
わ
）

た
さ
れ
る 

     

特 
 

記 

五 

 

月 

  
 
 
 
 
 

ま

さ

れ

る

仇

は

な

し

と

し

ら

な

む 

 
 
 
 

物

学

ぶ

道

に

立

つ

子

よ

お

こ

た

り

て

に 

 
 
 

明

治

天

皇

御

製 

ふ

と

な

ん

だ

か

嬉

し

い

な

ー

。 

う

れ

し

い

。

自

分

で

働

い

て

始
（
初
）

め

て

の

（

大

金

五

十

一

円

二

十

銭

）
、

明

日

い

た

だ

け

る

と

思 

方

と

で

掘

る

。

帰

舎

し

明

日

の

給

料

を

支

給

す

る

チ

ケ

ツ

ト

を

は
（
わ
）

た

さ

れ

る

。 

中

尉

が

お

い

で

に

な

ら

な

か

っ

た

の

で

、

哨

所

西

側

へ

掘

っ

て

お

る

防

空

壕

は

指

導

員

の 

昼

か

ら

の

授

業

、

物

象

（

山

内

先

生

）
、

比

重

。

数

学

（

南

先

生

）
、

公

式

３

。

材

料

学

は

山

本 

ぶ

つ

て

い

る

。

明

日

の

天

気

は

ど

う

だ

ら

う

。

何

と

い

っ

て

も

食

事

が

一

番

よ

い

な

あ

ー

。 

た

銃

架

の

組

立

工

場

の

前

を

通

過

。

非

常

に

あ

は

れ

な

も

の

。

大

陽

が

竿

を

か 

ま

で

牛

車

で

は

こ

ぶ

。

帰

り

は

牛

車

に

乗

っ

て

き

も

ち

よ

し

。

十

九

日

爆

弾

が

落

ち 

う

ま

い

と

話

が

あ

っ

た

。

廠

内

実

習

は

、

民

間

工

場

へ

送

る

機

銃

の

部

分

品

を

北

東

門 

 

朝

点

呼

の

時

、

当

直

副

舎

監

よ

り

、

お

前

達

の

集

合

状

□

た

い

は

前

の

五

期

生

よ

り

も 

二
十
五 信 受 

  

日 

金 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   

廠
内
実
習  

北
東
門
ま
で
部
分
品
を
牛 

 

車
で
は
こ
ぶ 

 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

頑
張 

 

抜
け 

が
ん
ば
り
ぬ
け 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

始
（
初
）

め
て
の 

給
料
日 

（
五
十
一
円
二
〇
銭
） 

     

特 
 

記 

五 
石
田
秀
夫
君 

月 

   

四

十

五

円

を

帰

さ

う

と

思

ふ

。 

よ
う

重

）

品

を

お

る
（
マ
マ
）

し

給

料

を

入

る

。

全

部

で

八

十

一

円

十

八

銭

で

あ

る

。

家

か

ら

か

り

た 

郵

便

を

は
（
わ
）

た

さ

れ

た

が

、

私

の

が

な

か

っ

た

の

で

力

落

ち

た

。

巡

検

後

、

班

長

が

き
ち

（

貴 

除

（

約

二

時

間

）
。

其

れ
（
マ
マ
）

後

始

め

て

の

給

料

日

支

給

う

れ

し

か

っ

た

。

入

浴

後

、

六

号

室

で 

防

空

壕

は

、

五

寮

の

北

側

で

あ

る

と

は
（
わ
）

か

る

。

本

日

は

授

業

は

や

ら

な

く

て

校

舎

大

掃 

礼

台

前

で

山

下

上

曹

に

注

意

を

聞

、

す

ぐ

た

い

ひ

を

し

た

。

私

達

三

学

級

五

班

の 

班

長

が

飲

食

物

を

少

し

の

間

ゆ

る

し

て

く

れ

た

の

で

食

べ

、

す

ぐ

寄

宿

舎

離

れ

、

朝 

二

時

三

十

分

よ

り

三

十

分

間

防

火

訓

練

あ

る

と

聞

く

。

実

習

は

昨

日

と

同

じ

昼

食

。 

石

田

秀

夫

君

に

先

先

日

手

紙

が

来

た

手

紙

が

来

た

の

で

の

返

事

を

出

す

。

朝

礼

の

時

、

山

下

上

曹

よ

り

、

本

日

十 

さ

っ

た

中

澤

芳

次

先

生

か

ら

お

礼

（

返

事

）

の

手

紙

が

つ

く

。

な

つ

か

し

い

。

又 

 

今

日

は

ぐ

っ

す

り

と

寝

れ

た

。

朝

班

長

出

勤

前

、

髙

等

一

年

の

と

き

教

へ

て

下 

二
十
六 信 受 

中
沢
芳
次
先
生 

よ
り 

 

日 

土 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

曇
後
晴 

   

廠
内
実
習
（
昨
日
と
同
じ
） 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

節
約 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

 

四 

 

十 

 

回 

 

海
軍
記
念
日 

特
攻
隊
に 

徹
せ
よ 

  

 

稲
葉
が
自
動
車 

に
は
ね
ら
れ
る 

 教
育
映
画
あ
り 

（
五
時
よ
り
） 

（
新
雪
） 

  

特 
 

記 

五 

 

月 

 

山

下

上

曹

よ

り

森

田
は

の

ど

う

さ

は

よ

し

と

ほ

め

ら

れ

る

。

又

三

日

間
。 

巡

検

な

し

。 

講

堂

に

向

ふ

。

帰

舎

し

甲

板

掃

除

取

り

や

め

、

す

ぐ

点

呼

を

し

て

し（

ゆ
う

就

）

寝

。

本

日 

よ

し

。

帰

舎

し

た

ゞ

ち

に

食

卓

番

で

食

堂

に

向

ひ

、

食

事

を

す

ま

せ

て

大

至

急

養

成 

ら

立

林

上

曹

が

、

五

時

よ

り

養

正
（
成
）

講

堂

に

教

育

映

画

あ

る

ゆ

へ

掃

除

は

は

き

掃

除

で 

し

て

下

さ

っ

た

。

物

象

、

山

内

先

生

ア

ル

キ

メ

デ

ス

ノ

原

理

。

幾

何

（

主

事

）
。

朝

礼

台

前

へ

整

列

し

た 

が

よ

く

な

っ

た

。

又

休

け

い

の

時

間

を

長

く

、

私

達

の

た

め

に

な

る

話

を

た

く

さ

ん 

「

森

田

は

非

常

に

う

ま

い

、

感

心

す

る

、

と

ほ

め

、

休

け

い

□

第

三

学

級

、

非

常

に

み

こ

み 

下

上

曹

の

指

揮

。

私

は

山

下

上

曹

は

大

す

き

だ

。

つ

け

け

ん

立

て

け

ん

の

時

、 

非

常

に

う

ま

い

。

昼

後

の

授

業

は

水

曜

日

の

教

科

。

第

一

、

二

時

、

教

練

、

山 

事

と

同

じ

せ

き

は

ん

。

お

ま

け

に

私

は

食

卓

番

で

い

そ

ぐ

。

お

か

ず

は

玉

ね

ぎ

、 

頃

よ

り

工

廠

神

社

の

例

祭

が

あ

る

。

実

習

も

先

日

と

同

じ

。

食

事

は

天

長

節

の

食 

 

本

日

は

第

四

十

回

の

海

軍

記

念

日

を

向

へ

た

。

記

念

式

を

す

ま

せ

廠

内

実

習

に

行

。

九

時 

二
十
七 信 受 

  

日 

日 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   

廠
内
実
習
（
昨
日
と
同
じ
） 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

何
事
も
せ
つ
ど
よ
く 

き
び
〴
〵
と 

 

 

国旗の絵 

56 



信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

本
日
よ
り
奇
数
学

級
午
后
廠
内
実
習 

 

昼
前 整

理
作
業 

 

先
日
配
給
品 

 

下
駄
の
尾 

（
三
十
銭
） 

 

菓
子
（
七
〇
銭
） 

石
け
ん  

 

塵
紙 

十
四
銭 

リ
ン
ゴ 

二
円
四
十
五
銭 

代
金
を
出
す 

 

特 
 

記 

五 

 

月 

も
っ
と
字
を
う
ま
く
書
く
こ
と
（
使
） 

 

 
 
 

松

本

秋

一

 

後

藤

洋

 

今

泉

照 

 
 
 
 

・
二

寮

長

 

長

谷

川

治

也

 
副

寮

長

 

名

倉

次

郎

 

甲

板

長

 

外

筏

武 
 

 

い

様

で

あ

っ

た

が

、

も

う

ふ

を

ひ

っ

か

ぶ

っ

て

寝

た

。 

又

舍

生

名

簿

を

書

か

ね

ば

な

ら

な

か

っ

た

の

で

取

り

や

め

。

夜

中

少

し

寒 

時

、

先

日

配

給

の

あ

っ

た

代

金

を

出

す

。

本

日

誤
（
娯
）

楽

室

で

自

習

を

し

よ

う

と

思

っ

た

ら

、 

帰

っ

て

防

空

壕

の

に

し
（
使
）

用

せ

る

木

を

練

兵

場

東

側

か

ら

は

こ

ぶ

。

帰

舎

し

温

習

の 

昼

食

の

大
（
多
）

い

事

。

腹

一

ぱ

い

。

午

后

は

廠

内

実

習

だ

。

第

一

外

註

班

の

倉

庫

の

整

理

。 

の

自

転

車

小

屋

を

整

理

。

二

校

舎

西

側

の

塵

箱

整

理

。

す

ん

で

昼

ま

で

休

け

い

。 

う

が

一

機

□

く

ら

い

に

退

走

し

て

い

く

の

を

見

る

。

昼

前

、

整

理

作

業

。

哨

所

東

側 

員

起

し

少

し

前

、

早

く

も

警

戒

警

報

が

発

令

に

な

り

、

大

外

の

掃

除

の

時

Ｂ

の

や

ら 

 

朝

の

空

気

を

一

杯

す

っ

て

点

呼

を

す

ま

せ

、

今

日

大

外

の

掃

除

に

出

る

。

く

り

上

り

総 

二
十
八 信 受 

  

日 

月 

出支ノ日本 曜 

日 

 

配
給
品 

 

象 気 

 

三 円 

晴 

 

六
〇 

 

廠
内
実
習 

倉
庫
の
整
理 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

ま
じ
め
で 

働
け  

清
潔 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

配
給
品 

鼻
紙 

下
駄 

     

特 
 

記 

五 
森
田
周
一
郎
様 

月 

   

習

に

行

 

者

（

く

）

が

多

い

の

で

、

明

日

武

内

君

と

相

談

し

て

い

く

よ

う

に

せ

る

。 

に

学

校

時

代

の

友

達

、

河

合

彰

宏

君

の

手

紙

が

入

っ

て

い

た

。

誤
（
娯
）

楽

室

に

も

点

呼

後

自 

り

う

れ

い
し

（

マ

マ

）

。

又

入

浴

か

ら

帰

っ

て

来

た

ら

な

つ

か

し

い

泰

彦

君

の

手

紙

が

つ

い

て

い

た

。

内 

く

な

り

だ

し

、

帰

る

時

分

に

は

小

雨

が

降

り

出

し

た

。

本

日

鼻

紙

、

下

駄

の

配

給

あ 

の

体

操

を

ぬ

き

に

し

て

た

ゞ

ち

に

食

事

に

か

ゝ

る

。

廠

内

へ

行

く

時

分

に

天

気

が

悪 

つ

、

下

と

つ

、

立

っ

と

つ

、

こ

う

さ

、

を

お

し

へ

て

も

ら

ふ

。

昼

か

ら

の

出

勤

の

学

級

は

昼 

み

な

す

み

や

か

に

こ

そ

な

す

べ

か

り

け

り

。

｣

武

道

は

戸

澤

指

導

員

の

も

と

に

直

と 

先

日

勉

励

と

努

力

の

つ

ゞ

き

、

明

治

天

皇

御

製

｢

歳

月

は

射

る

矢

の

ご

と

し

、

も

の

は 

物

象

（

化

学

）
、

山

内

先

生

、

木

炭

に

つ

い

て

、

炭

酸

ガ

ス

の

特

長
（
徴
）

は

石

灰

水

を

白

濁

す

る

。

修

公

（

小

倉

先

生

）
、 

後

、

廠

内

へ

行 

者

（

く

）

は

出

発

。

私

達

は

授

業

。

数

学

、

代

数

の

公

式

問

題

（

南

先

生

）
。 

 

き

も

ち

の

よ

い

朝

だ

。

何

も

食

事

は

一

番

よ

い

。

ラ

ッ

パ

の

音

高

く

養

成

所

に

向

ふ

。

朝

礼 

二
十
九 信 受 

森
田
泰
彦
□
君 

河
合
彰
宏
君 

よ
り 

 

日 

火 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴
後
曇
雨 

   

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

部
屋
の
整
頓
を 

よ
く
し
よ
う 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

総
務
部
長
、 

労
務
主
任
、 

養
成
所
の
授
業
の

し
ぶ
り
を
見
に
お 

い
で
に
な
る 

四
時
十
分
よ
り 

所
長
の
話 

五
月
三
十
日 

日
本
海
海
戦
の
時 

大
勝
利
を
へ
て
敵
の
ぶ

ん
ど
っ
た
舟
を
日
章
キ

に
取
り
か
へ
堂
々
と
佐
世

保
軍
港
に
め
で
た
く

が
い
せ
ん
し
た
日
で

あ
る
と
総
務
部
長 

の
話
の
中
に
す
る 

     

特 
 

記 

五 
森
田
泰
彦
君 

河
合
彰
宏
君 

月 

 
 

何

事

も

お

も

し

ろ

く

な

っ

て

や

り

よ

い

。 

山

下

上

曹

よ

り

せ

つ

ど

よ

し

と

い

は

れ

る

。

う

れ

し

い

。 

 
 

本

日

巡

検

な

し

 
 

寄

宿

舎

警

戒

当

直

（

八

直

） 

や

り

に

行

く

。

 
 

 

東

郷

元

帥

死

去 

始

め

大

ぜ

い

が

ピ

ン

ポ

□

ン

を

や

っ

て

い

る

。

点

呼

後

、

竹

内

君

と

誤
（
娯
）

楽

室

で

自

習

を 

の

な

の

か

た

に

か

ゝ

っ

て

い

る

。

帰

舍

し

食

事

。

め

し

は

多

か

っ

た

。

誤
（
娯
）

楽

室

で

は

寮

長

を 

に

工

場

を

す

ま

せ

、

養

成

講

堂

で

総

務

部

長

の

話

が

あ

る

。

見

習

工

員

の

け

つ

い

、

工

廠

は

皆

ん 

の

強

さ

、

２
、

パ

ス

カ

ル

の

原

理

を

や

る

。

数

学

は

代

数

（

主

事

）
、
平

行
線

に
つ

い
て

。

廠
内

実

習

に

行 

者

（

く

）

は
早

め 

れ

る

。

又

三

学

級

は

み

こ

み

が

よ

い

の

で

教

練

を

早

く

終

る

。

物

理

（

山

内

先

生

）
、

圧

力

の

伝

来

、

圧

力 

教

練

が

一

番

す

き

で

い

つ

も

山

下

上

曹

□

□

□

ほ

め

て

が

、

よ

く

せ

つ

ど

が

出

来

て

い

る

と

ほ

め

ら 

労

務

主

任

が

私

達

の

授

業

の

し

ぶ

り

を

見

に

く

る

そ

う

だ

。

一

、

二

時

間

目

教

練

（

山

下

）
。

私

は 

の

大

総

攻

撃

、

我

神

雷

攻

撃

隊

に

つ

い

て

の

ふ

ん

と

う

を

話

し

、

本

日

総

務

部

長

並

び

に 

長

室

の

辺

に

は

日

が

照

っ

て

い

た

。

朝

礼

の

時

、

主

事

先

生

よ

り

今

の

戦

況

に

つ

い

て

、

沖

な
は

（

縄

） 

 

本

日

の

総

員

起

し

、

少

し

早

い

様

で

ま

だ

五

時

前

で

あ

る

が

、

二

寮

号

令

台

の

前

へ

整

列

し

た

ら

一

寮 

三
十 

信 受 

  

日 

水 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

一
億
の
心
に
生
せ
よ 

大
東
郷 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

本
日
実
習
す
る
班 

が
第
二
企
画
班 

と
代
る 

外
註
班
よ
り
よ
い 

 

配
給
品 

 

せ
ん
べ
い 

 

茶
の
葉 

  

始
（
初
）

め
て 

カ
ヤ
を
つ
る 

     

特 
 

記 

五 

 

月 

    

第

一

外

註

よ

り

よ

い

。

点

呼

後

、

せ

ん

べ

い

の

配

給

あ

る
。 

で

休

む

。

授

業

後

、

食

卓

番

で

い

そ

ぐ

。

本

日

実

習

す

る

班

が

第

二

企

画

班

に

代

る

。 

数

学

（

南

先

生

）
、

一

般

乗

法

を

や

る

。

武

道

は

戸

澤

指

導

員

と

銃

架

の

お

い

て

あ

る

所 

さ

れ

る

。

授

業

、

歴

史

（

小

倉

先

生

）
、

の

ん

び

□

し

た

話

だ

の

で

ね

む

く

な

る

よ

。

物

象

、

炭

素

の

種

類

。 

中

堅

工

員

と

な

る

の

で

あ

る

か

ら

し

っ

か

り

や

れ

。

又

授

業

行

進

間

中

は （

き
み

脇

見

）

を

し

な

い

と

注

意 

朝

礼

の

時

、

主

事

先

生

か

ら

、

昨

日

総

務

部

長

の

話

が

あ

っ

た

様

に

、

見

習

行

員

は

豊

川

海

軍

工

廠

の 

の

時

、

集

合

が

お

そ

か

っ

た

の

で

甲

板

長

に

寄

宿

舎

を

二

回

回

ら

せ

ら

れ

た

。
（

罰

直

）

全

員

。 

本

日

食

卓

番

で

あ

る

が

い

そ

が

し

い

の

で

小

松

君

に

代

っ

て

も

ら

い

、

食

器

を

後

洗

に

行

。

出

勤 

て

お

り

、

甲

板

掃

除

に

な

る

と

、

副

寮

長

、

寄

宿

舎

寮

長

の

食

事

を

食

堂

へ

も

ち

に

行

。 

 

四

時

か

ら

五

時

ま

で

寄

宿

舎

警

戒

当

直

に

出

る

。

総

員

起

し

、

人

員

調

べ

も

事

務

室

に

入

っ 

三
十
一 信 受 

  

日 

木 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

授
業
行
進
間
中 

は
き

（

脇

見

み）

を
す
る
な 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

朝
礼
の
時
要
言 

を
い
ふ 

 

（
訓
練
の
月
） 

     

特 
 

記 

六 

 

月 

    

く

だ

さ

っ

た

の

で

ノ

ー

ト

を

作

る

。

今

日

は

帰

り

は

□

お

そ

か

っ

た

。

別

課

は

軍

歌

練

習

。 

長

の

い

ふ

事

を

や

り

し

て

い

た

ら

、

職

手

の

方

が

ノ

ー

ト

を

作

れ

と

い

っ

て

紙

を

も

っ

て

来

て 

陽

が

じ

り
〴
〵
と

照

り

つ

け

熱 （

暑

）

く

て

し

か

た

な

し

。

企

画

班

へ

い

っ

て

色

々

な

事

を

お

ぼ

へ

た

り

、

班 

十

分

ぐ

ら

い

早

く

す

む

。

途

中

警

報

が

出

た

が

す

ぐ

に

解

除

に

な

る

。

廠

内

へ

実

習

に

行

。

□

太 

金

属

材

料

ノ

組

織

検

査

法

、

方

法

、

色

々

な

事

を

お

ぼ

へ

る

。

時

間

は

少

し

早

い

が 

金

、

金

属

材

料

、

知

得

上

必

要

ナ

ル

元

素

名

、

合

金

の

例

、

鉄

鋼

ノ

部

、

銅

合

金

ノ

部

、 

式

・

多

項

式

単

項

式

。

材

料

（

山

本

中

尉

）
、

第

四

時

間

、

五

時

間

目

で

あ

る

。

金

属

材

料

、

合 

る

現

象

を

や

る

（

山

内

先

生

）
。

数

学

（

南

先

生

）
、

除

法

を

や

る

。

指

数

法

則

、

単

項

式

単

項 

や

を

つ

っ

た

の

で

、

総

員

起

し

十

五

分

前

に

起

き

て

た

ゝ

む

。

授

業

、

物

理

、

大

気

に

関

す 

 

六

月

一

日

で

あ

る

か

ら

朝

礼

の

時

要

げ

ん

を

ろ
う
し
よ
う

（

朗

唱

）

す

る

。

書

き

遅

れ

た

が

昨

日

か 

一 

信 受 

  

日 

金 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

曇 

   

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

働
く
者
の 姿

は
美
し
く 

 

 

（
訓
練
の
月
） 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

   

配
給
品
代
金
出 

下
駄 

せ
ん
べ
い 

二
十
銭 

茶 

八
銭 

  

特 
 

記 

六 

 

月 

 

ふ

。 

を

家

に

も

ち

に

行

に

外

出

を

許

ス

と

い

っ

た

が

、

家

に

は

な

い

の

で

他

人

と

か

は

っ

て

も

ら 

 

配

給

品

の

代

金

を

出

す

。

二

円

二

十

八

銭

。

点

呼

後

、

班

長

が

、

森

田

新

城

だ

か

ら

い

も

の

つ

る 

が

寄

宿

舎

に

帰

れ

と

い

っ

た

の

で

帰

る

。 

に

□

い

っ

た

の

で

、

く

た

ぶ

れ

も

う

け

。

実

習

を

三

時

半

に

終

り

て

帰

校

し

、

当

直

の

方 

向

ふ

。

実

習

出

勤

の

時

、

雨

が

降

り

始

め

た

の

で

か

う

も

り

傘

を

も

っ

て

い

っ

た

が

さ

ゝ

づ 

制

。

教

学

は

先

生

が

お

い

で

な

い

の

で

自

習

。

小

降

の

中

を

と

ん

で

寄

宿

舎

に

食

事

に 

此

の

時

間

は

ど

う

ゆ

う

も

の

を

す

る

か

を

話

さ

れ

た

。

修

公

、

先

の

次
（
続
）

き

、

勉

励

と

努

力

、

次

の

節 

始
（
初
）

め

て

や

る

工

場

要

項

（

神

谷

先

生

）
、

我

等

工

員

の

使

命

を

や

る

。

始
（
初
）

め

て

で

あ

る

の

で

、 

つ

い

た

ら

す

ぐ

授

業

開

始

。

物

象

（

化

学

）
（

山

内

先

生

）
。

燃

焼

、

発

火

点

、

炎

。

今

度

は

、 

り

、

少

し

立
（
経
）

っ

て

養

成

所

へ

出

発

。

雨

が

降

っ

て

い

る

の

で

と

ん

で

い

く

。

服

が

少

し

ぬ

れ

る

。 

れ

た

。

十

五

分

前

を

し

ら

な

い

ぐ

ら

い

。

雨

は

し

と
〳
〵
と

降

っ

て

い

る

。

朝

礼

は

寄

宿

舎

で

や 

 
 
 

此

頃

な

ん

だ

か

か

ゆ

く

て

ね

む

れ

な

い

。

お

ま

け

に

か

や

を

つ
て

（

マ

マ

）

い

る

か

ら

熱
（
暑
）

い

。

だ

が

よ

く

寝 

二 

信 受 

  

日 

土 

出支ノ日本 曜 

日 

  

配
給
品 

象 気 

  

二    
 

円 

雨
後
曇 

  

二
十
八 廠

内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

決
戦
最
終
段
階
に
入
る 

 

一
億
特
攻
隊
で
挺
身
せ
よ 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

演
芸
会 

あ
り 

     

特 
 

記 

六 

 

月 

 

母

の

手

紙

を

見

て

よ

く

が

ん

張

り

抜

け 

 

く

れ

た

。

お

母

さ

ん

の

手

紙

を

見

て

る

と

眼

が

う

る

ん

で

く

る

。 

寝

こ

ろ

ん

だ

り

裁

縫

し

た

り

し

て

い

る

。

昨

日

牧

野

君

に

□

た

の

ん

だ

の

を

も

っ

て

来

て 

昼

後

、

班

長

が

今

日

は

日

曜

た

か

ら

部

屋

で

ね

こ

ろ

ん

で

も

よ

い

と

い

っ

た

の

で

、 

う

ま

い

。

今

の

お

か

ず

は

菜

ば

ー

っ

か

。

時

期

の

や

さ

い

は

し

か

た

な

い

。

だ

が

う

ま

い

。 

食

事

も

早

く

食

べ

ら

れ

な

い

。

良

く

か

ん

で

食

べ

る

と

、

あ

ま

味

が

出

て

来

る

の

で 

作

っ

た

り

し

て

昼

前

を

終

る

。

昼

食

中

に

豆

柏

と

と

う

も

ら
（
マ
マ
）

こ

し

が

中

へ

入

っ

た

の

で

、 

三

寮

西

側

か

ら

な 

は

（

縄

）

を

ひ

ろ

っ

て

来

て

、

朝

晩

甲

板

掃

除

に

つ

か

ふ

。

マ

ッ

ト

を 

習

を

や

っ

た

り

、

予

習

を

し

た

り

。

洗

濯

、

パ

ン

ツ

は

い

て

い

る

と

か

ゆ

い

の

で

洗

ふ

。

又 

話

で

は

十

日

に

自

由

外

出

が

あ

る

と

い

っ

て

い

る

が

、

其

の

時

に

帰

ら

う

と

思

ふ

。

代

数

の

復 

か

へ

朝

礼

前

に

出

発

し

た

。

又

新

城

の

伊

藤

君

、

二

回

も

外

出

で

家

に

帰

る

。

昨

日

の 

 

今

日

は

な

ん

だ

か

寝

れ

な

か

っ

た

。

今

日

外

出

の

者

は

う

れ

し

い

様

で

あ

る

。

正

服

に

着 

三 

信 受 

あ
つ
ら
へ
物
の
中
よ
り

母
弟
の
手
紙 

 

日 

日 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   

身
の
回
り
の
整
理 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

身
の
回
り
を 

よ
く
整
頓
せ
よ 

 

 

印 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

日
誌
ヲ
学
級
主 

任
ニ
出
ス 

     

特 
 

記 

六 

 

月 

   

で

あ

っ

た

の

で

、

渡

辺

上

曹

よ

り

養

成

所

大

外

を

一

週

全

員

罰

直

う

け

ら

る

。 

で

物

象

、

大

気

に

関

ス

ル

現

象

、

圧

力

ト

体

積

。

集

合

の

時

、

ど

う

さ

が

か

ん

ま

ん 

ノ

一

部

分

を

や

り

、

四

時

間

目

の

数

学

（

幾

何

）

の

時

間

は

先

生

が

お

い

で

な

か

つ

た

の 

つ

た

の

で

渡

辺

上

曹

が

森

田

に

や

る

と

下

さ

る

。

物

象

、

一

、

大

気

に

関

ス

ル

現

象 

し

い

科

目

を

や

る

。

休

み

の

時

間

の

時

、

鉛

筆

（

配

給

の

）

が

落

ち

て

い

た

が

主

か

な

か 

は

廠

内

実

習

。

昼

後

教

練

。

小

銃

を

も

っ

て

の

お

り

し

け

ふ

せ

と

い

ふ

様

な

新 

は

本

工

場

へ

行

。

其

の

者

達

は

靴

が

へ

ら

ん

で

よ

い

と

嬉

ん

で

い

る

。

本

日

甲

班

は

昼

前 

様

に

整

頓

せ

よ

。

朝

礼

の

時

、

山

内

先

生

が

機

銃

部

の

二

機

の

者

で

第

三

、

四

、

五

分

工

場

の

者 

つ

外

へ

急

い

て

出

る

事

が

あ

る

か

ら

、

ま

ど

の

方

へ

机

へ

を

お

か

ず

に

か

べ

の

つ

い

た

方

へ

並

べ

る 

き

で

出

る

。

当

直

副

舎

監

よ

り

、

便

所

の

暗

幕

の

使

用

法

と

机

の

並

ひ

方

、

空

襲

の

時

い 

 

総

員

起

し

十

五

分

前

が

み

ぢ

か

か

っ

た

。

か

や

、

寝

具

を

す

ば

や

く

た

ゝ

み

、

人

員

調

べ

に

大

急 

四 

信 受 

  

日 

月 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

 

特 
 

記 

六 
森
田
ゆ
き 

 

森
田
武 

月 

本
年
（
六
期
）
度
の
見
習
工
は
た
い
ど
が
悪
い
ひ
ょ
う
ば
ん
だ
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
は
い
は
れ
な
い
で
し
っ
か
り
や
る
。 

た

い

。 

が

悪

い

と

い

ふ

ひ

ょ

う

ば

ん

だ

。

皆

も

そ

ん

な

こ

と

は

い

は
（
わ
）

れ

な

い

で

し

っ

か

り

や

っ

て

も

ら

ひ 

長

が

お

前

達

の

廠

内

実

習

の

た

い

ど

が

悪

い

。

各

部

長

会

議

の

時

本

年

（

六

期

）

の

見

習

工

は

た

い

ど 

い

る

。

夕

食

事

が

す

ん

で

入

浴

で

あ

せ

を

流

し

、

二

寮

号

令

台

前

で

号

令

練

習

。

注

意

に

、

寮 

武

道

、

石

田

先

生

、

直

と

つ

の

練

習

。

帰

舎

す

る

時

分

に

な

る

と

い

つ

も

青

年

科

が

訓

練

に

来

て 

式

÷

多

項

式

、

面

白

い

。

物

象

（

化

学

）
、

燃

料

に

つ

い

て

修

公

は

先

生

が

お

い

で

な

い

の

で

自

習

。 

昼

の

時

、

教

務

の

方

□

が

配

給

の

何

や

ら

で

用

紙

に

色

々

な

事

を

書

□

け

と

い

っ

た

。

代

数

、

多

項 

す

ぐ

出

発

。

少

し

時

間

が

遅

れ

た

の

で

か

け

足

。

電

動

車

で

工

具

を

も

ち

に

工

具

工

場

に

行

く

。 

た

の

で

あ

る

か

ら

、

皆

ん

な

の

先

輩

を

け

が

さ

な

い

様

に

務

め

よ

。

実

習

に

行

。

学

級

は 

堂

（

養

正
（
成
）

）

話

が

あ

っ

た

が

、

そ

れ

は

お

前

達

を

励

ま

し

て

よ

い

見

習

工

員

に

し

よ

う

と

思

っ

て

話

し 

廠

長

に

い

は

れ

た

の

で

、

其

れ

を

な

ほ

し

に

、

又

養

成

所

の

風

紀

を

ご

ら

ん

に

な

り

、

午

后

講 

れ

は

本

年

度

の

見

習

工

は

（

六

期

生

）

非

常

に

は （

き
み

脇

見

）

を

す

る

の

が

多

い

と

総

務

部

長

が

工 

 

朝

礼

の

時

、

主

事

先

生

よ

り

先

日

総

務

部

長

が

お

い

で

に

な

っ

た

理

由

を

い

は

れ

る

。

其 

五 

信 受 

  

日 

火 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

た
い
ど
を 

し
っ
か
り
と 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

  

西
の
海 

寄
せ
来
る
波
も 

 

心
せ
よ 

 

神
の
守
れ
る 

大
和
島
根
ぞ 

（
中
臣
祐
春
） 

 

不
寝
番 

 

一
直 

   

特 
 

記 

六 

 

月 

    

や

っ

た

き

り

。

弟

の

学

友

の

鈴

木

守

君

の

手

紙

つ

く

。 

の

み

が

多

い

の

で

消

毒

。

本

日

寝

る

の

は

八

時

半

で

あ

る

（

消

点
（
灯
）

）
。

不

寝

番

は

三

十

分

□

間 

各

部

掃

除

。

一

校

舎

西

側

玄

関

を

そ

う

じ

。

班

長

本

日

か

ら

夜

勤

。

昼

、

帰

舎

後

、

毛

風
（
布
）

に 

幾

何

（

主

事

）
、

楕

円

形

の

書

方

を

や

る

。

な

ん

だ

か

面

白

く

て

。

す

ん

で

朝

礼

台

前

へ

整

列

し 

林

の

影

で

練

習

し

（

全

員

四

名

づ

つ

）

休

け

い

。

物

象

（

物

理

）
、

圧

力

ト

体

積

ノ

関

係

（

ボ

イ

ル

ノ

法

則

）
、 

か

早

く

食

べ

れ

な

い

。

昼

後

教

練

。

渡

辺

上

曹

で

ふ

せ

お

り

し

け

の

（

小

銃

）

の

復

習

。 

操

が

一

番

す

き

。

た

の

し

い

。

食

事

、

め

し

の

中

に

も

ろ

こ

し

、

大

豆

が

入

り

出

し

た

。

な

ん

だ 

業

は

終

っ

て

は

い

な

か

っ

た

。

元

気

な

工

廠

体

操

を

す

る

。

私

は

身

を

錬

る

為

に

は

体 

用

具

倉

庫

へ

実

物

を

見

学

。

色

々

の

用

具

の

名

称

を

お

ぼ

へ

る

。

帰

校

し

て

も

ま

だ

授 

 

廠

内

実

習

の

班

、

第

二

企

画

班

が

今

日

で

最

後

の

実

習

で

あ

る

。

だ

か

ら

用

具

一

覧

表

を

も

っ

て 

六 

信 受 

鈴
木
守
君
よ
り 

 

日 

水 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

最
後 ま

で
し
っ
か
り
と 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

実
習
す
る
班
が 

第
二
外
註
班
に
代
る 

 配
給
品 

 

糸 

国
防
色 

  

黒
色 

 

献
金 

十
銭 

     

特 
 

記 

六 

 

月 

  

点

呼

後

、

糸

の

配

給

あ

り

。 

夕

食

時

の

頃

に

な

っ

た

ら

雨

は

や

ん

で

青 （

晴

）

天

に

な

る

。

入

浴

は

二

寮

一

番

。 

修

公

、

大

化

の

改

新

と

そ

の

精

神

。

化

学

、

分

子

、

原

子

。

代

数

は

方

程

式

を

や

る

。

武

道

は

止

め

、

自

習

。 

に

行

も

の

は

か

は
（
わ
）

い

そ

う

に

。

私

達

は

整

備

作

業

で

あ

っ

た

が

、

雨

が

ふ

っ

た

の

で

取

り

止

め

。

授

業

、 

を

上

げ

る

。

ご

み

中

に

針

が

一

本

お

ち

て

い

た

。

食

卓

番

も

か

は
（
わ
）

い

そ

う

に

び

し

よ

ぬ

れ

。

午

后

、

廠

内

実

習 

昼

食

事

が

す

む

と

雨

は

大

雨

と

な

り

、

部

屋

の

北

側

の

か

べ

の

辺

か

ら

雨

が

も

っ

て

来

た

の

で

畳 

新

城

警

察

の

次

せ

き

の

人

と

監

視

哨

の

副

哨

長

、

森

田

先

生

が

二

人

か

っ

ぱ

を

着

て

お

帰

り

に

な

る

。 

の

辺

ま

で

来

る

と

、

に

は
（
わ
）

か

雨

が

降

り

出

し

た

の

で

養

成

所

ま

で

か

け

あ

し

。

工

廠

正

門

の

所

へ

く

る

と 

を

つ

て

く

れ

と

い

っ

た

の

で

す

る

。

銃

架

の

辺

ま

で

く

る

と

警

戒

警

報

が

発

令

に

な

り

、

一

銃 

が

強

い

。

廠

内

実

習

は

の

第

二

企

画

班

が

第

二

外

註

に

代

る

。

係

の

人

が

と
う

（

投

し
や

射

）

板 

空

は

く

も

っ

て

い

る

。

い

ま

に

も

雨

が

降

り

そ

う

だ

。

人

員

調

べ

も

甲

板

で

す

ま

せ

る

。

今

は

風 

 

総

員

起

し

二

十

分

前

、

起

き

て

当

直

班

長

が

総

員

起

し

ま

で

の

み
、

、
を

取

れ

と

い

っ

た

の

で

取

る

。 

七 

信 受 

河
合
祥
治
君
よ
り 

 

日 

木 

出支ノ日本 曜 

日 

  

献
金 

象 気 

  

円 

雨
後
晴 

  

十
銭 

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

今
日
の
健
康
を 

感
謝 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

大
詔
奉
戴
日 

   

廠
長
の
訓
辞 

見
習
工
の
だ
ら
け
て 

 

い
る
こ
と
。 

夜
間
訓
練 

（
八
時
・
・
・
八
時
半
） 

 
 副

寮
長
よ
り 

廠
長
の
話
で 

罰
直 

  

特 
 

記 

六 

 

月 

 

廠

長

の

あ

の

訓

辞

を

聞

。

だ

ら

け

づ

に

も

っ

と

ひ

き

し

ま

っ

た

き

も

ち

で

や

る

よ

う

に

い

ま

か

ら

す

る 

 

は

さ

み

防

毒

面

を

両

手

上

に

上

げ

、

罰

直

だ

。 

し

よ

う

が

な

い

と

前

さ

ゝ

へ

底

空

飛

行

を

十

五

分

間

や

ら

さ

れ

、

升

帽

を

を
（
お
）

又

ま

た

に 

本

日

の

廠

長

の

訓

辞

を

聞

い

た

か

、

お

れ

達

が

一

生

懸

命

や

っ

て

も

お

前

達

が

だ

ら

け

れ

ば 

勤

の

帳

簿

を

新

学

級

順

に

す

る

。

本

日

の

夜

間

防

空

訓

練

の

立

つ

け

点

呼

後

、

寮

長

が 

生

の

も

と

に

物

象

の

図

を

書

く

。

第

三

、

四

時

は

材

料

。

帰

る

時

、

朝

礼

台

の

前

で

出

勤

欠 

昼

食

事

の

中

に

（

め

し

）

し

ょ

う

が

が

き

ざ

ん

で

入

っ

て

い

た

。

午

后

整

理

作

業

。

山

内

先 

お

こ

り

話

。

実

習

に

行

。

二

外

註

は

ど

う

ゆ

う

仕

事

を

し

て

い

る

か

を

を
し

（

教

）

へ

て

も

ら

ふ

。 

よ

く

な

っ

て

い

る

。
」

と

い

ふ

様

な

・

・

・

。

又

学

徒

を

し

か

っ

た

話

。

今

の

訓

話

は

工

廠

長

の 

習

工

は

廠

内

の

ど

う

さ

が

非

常

に

悪

い

。

先

日

総

務

部

長

に

い

っ

て

や

ら

せ

た

が

、

今

は

少

し 

詔

奉

戴

日

で

あ

る

か

ら

詔

書

奉

読

式

あ

り

。

マ

イ

ク

を

通

じ

工

廠

長

が

、

見 

や

を

た

ゝ

み

甲

板

へ

整

列

。

食

卓

番

開

ケ

ー

の

号

令

で

食

堂

へ

出

発

。

大 

 

総

員

起

し

十

五

分

前

も

し

ら

ず

に

寝

て

い

た

。

中

神

君

に

ゆ

す

る

り

お

こ

さ

れ

て

起

き

て

、

は

や

く

か 

八 

信 受 

  

日 

金 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

質
実
剛
健 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

今
日
の
空
襲
警 

戒
ノ
多
い
こ
と 

 

帰
舎
し
て
大
掃
除

の
み
の
多
い
事 

     

特 
 

記 

六 
鈴
木
守 

河
合
祥
治 

君 

月 

  

き

た

な

い

者

に

洗

っ

て

も

ら

ひ

た

か

な

い

と

い

っ

て

笑

す

。 

板

の

か

た

を

洗

し

副

寮

長

の

も

洗

ひ

、

そ

し

た

ら

副

寮

長

は

き

れ

い

づ
（
好
）

き

だ

か

ら 

を

見

た

ら

の

み

が

多

数

□

く

っ

つ

い

て

い

た

。

入

浴

の

時

、

後

藤

節

甲

板

、

外

筏

甲 

で

大

掃

除

。

毛

風
（
布
）

の

の

み

を

お

と

し

畳

を

上

げ

て

塵

を

取

る

。

す

ん

で

ず

ぼ

ん 

自

が

自

習

す

る

。

帰

舎

し

明

日

の

補

欠

日

課

は

水

曜

日

の

授

業

。

班

長

の

指

揮 

節

制

に

つ

い

て

、

ク

リ

ー

ブ

ラ

ン

ド

の

事

、

仏

典

、

節

制

と

理

想

。

数

学

は

各 

ら

帰

っ

て

来

た

様

だ

。

た

い

ひ

し

た

の

で

授

業

一

時

間

立

つ

。

工

場

要

項

、

海

軍

工

廠

令

、

修

公

、 

戒

警

報

が

で

出

勤

の

頃

に

空

襲

に

な

り

総

員

た

い

ひ

。

廠

内

実

習

に

行

っ

た

者

は

途

中

か 

舎

し

元

気

一

杯

体

操

を

し

、

食

事

に

向

ふ

。

今

日

の

空

襲

の

多

い

事

。

食

事

中

も

警 

な

る

。

又

空

襲

警

報

。

女

子

低

学

年

学

徒

は

、

い

や

だ

又

か

と

い

っ

て

た

い

ひ

に

出

て

行

。

帰 

取

り

か

へ

て

も

ら

ふ

。

廠

内

実

習

、

八

時

半

頃

空

襲

に

な

り

少

し

た

っ

た

ら

解

除

に 

 

此

頃

は

よ

く

寝

れ

る

。

甲

板

を

は

き

に

出

た

ら

甲

板

用

具

係

が

良

い

ほ

う

き

と 

九 

信 受 

  

日 

土 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

習
慣
は 

第
二
ノ
天
性 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

時
の
記
念
日 

 

養
正

（
成
）

講
堂 

に
お
い
て
映
画 

見
学 

天
晴
レ
「
一
新
太
助
。
」 

面
白
か
っ
た
。 

     

特 
 

記 

六 

 

月 

 

二

十

分

し

か

な

い

の

で

自

由

温

習

。 

ノ

ケ

ン

□

面

白

い

。

一

日

の

生

活

を

お

ち

つ

け

る

。

帰

舎

し

て

時

間

は

甲

板

掃

除

ま

で 

大

至

急

食

事

を

す

ま

せ

、

十

七

時

十

分

寄

宿

舎

離

レ

。

映

画

は

天

晴

レ

一

新

太

助

。

エ 

を

や

る

。

幾

何

、

双

曲

線

。

本

日

養

正
（
成
）

講

堂

で

映

画

が

あ

る

の

で

掃

除

も

十

五

分

間

。

帰

舎

し 

 

授

業

、

教

練

、

練

兵

場

で

七

学

級

と

中

隊

、

縦

隊

、

平

立

縦

隊

、

縦

隊

。

物

理

（

化

学

、

酸

、

塩

基 

佐

々

木

女

工

員

に

お

し

へ

て

も

ら

ふ

。

実

さ

い

に

や

っ

て

見

る

と

な

に

も

面

白

い

。 

壕

へ

入

る

。

実

習

し

て

い

た

ら

山

内

先

生

と

○

○

先

生

が

お

み

へ

に

な

っ

た

。

色

々

な

仕

事

を 

 

今

日

も

度

々

警

報

が

出

る

。

実

習

に

行

前

に

総

員

た

い

ひ

に

な

っ

た

の

で

、

養

成

所

の

た

い

ひ 

し

っ

か

り

や

れ

。
」

と

ほ

め

、

又

注

意

さ

れ

た

。

掃

除

は

養

成

所

教

室

の

掃

除

に

行

。 

や

か

ま

し

く

ゆ

う

か

ら

一

生

懸

命

や

る

。

そ

ん

な

気

で

は

い

か

な

い

。

勉

強

は

お

前

た

ち

の

戦

争

だ

。 

だ

ら

う

。

そ

れ

は

き

っ

と

実

習

に

行

と

き

ぶ

ん

が

み

だ

れ

る

と

思

ふ

。

寮

に

い

れ

ば

寮

班

長

が 

か

し

先

日

廠

長

よ

り

工

員

全

員

の

前

で

あ

ん

な

は

じ

を

か

い

た

。

そ

れ

は

ど

う

ゆ

う

事 

 

人

員

調

べ

の

時

、

当

直

副

舎

監

よ

り

、

お

前

達

の

集

合

状

態

は

満

点

で

あ

る

。

し 

十 

信 受 

  

日 

日 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

習 

性
ト
ナ
ル 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

本
日
よ
り
甲
班 

昼
前
授
業 

夜
中 

空
襲
警
報 

総
員
た
い
ひ 

     

特 
 

記 

六 

 

月 

  

令

に

な

り

総

員

た

い

ひ

。 

る

。

バ

リ

カ

ン

を

か

り

る

に

一

苦

労

。

寝

た

の

が

十

時

。

夜

中

に

空

襲

警

報

発 

草

取

。

別

課

、

軍

歌

に

教

練

を

や

る

。

点

呼

後

、

金

澤

君

と

誤
（
娯
）

楽

室

で

頭

を

か 

り

、

ニ

外

註

の

佐

々

木

女

工

員

の

仕

事

を

少

し

や

っ

て

帰

校

。

大

外

の

掃

除

に

農

園

の 

内

実

習

に

向

ふ

。

電

動

車

で

き

り

こ

を

そ

く

線

ま

で

一

具

か

ら

は

こ

び

、

二

時

半

ま

で

や 

い

そ

が

し

い

の

で

十

三

学

級

と

合

同

し

て

○

○

先

生

に

お

そ

は
（
わ
）

る

。

物

理

。

食

事

を

す

ま

せ

廠 

途

中

在

郷

軍

人

の

方

が

銃

が

い

る

そ

う

だ

の

で

か

し

て

あ

げ

る

。

数

学

、

幾

何

、

主

事

先

生

が 

林

教

員

よ

り

射

撃

の

事

、

立

打

、

逆

打

、

膝

打

、

伏

打

、

し

ぼ

ら

れ

た

。

悪

い

者

は

か

け

あ

し

。 

甲

班

は

昼

前

授

業

で

あ

る

。

在

郷

軍

人

の

方

々

が

教

練

に

養

成

所

へ

お

い

で

に

な

る

。

教

練

立 

一

人

で

か

っ

て

に

こ

う

ど

う

を

取

る

な

、

非

常

に

み

っ

と

も

な

い

か

ら

、

と

又

注

意

さ

れ

る

。

本

日

よ

り 

大

部

分

下

を

む

い

て

行

進

し

て

い

る

と

○

○

先

生

よ

り

注

意

さ

れ

、

主

事

よ

り

廠

内

へ

行

っ

て

も 

 

今

頃

は

教

練

等

で

く

た

ぶ

れ

る

性

か

よ

く

寝

れ

る

。

養

成

所

へ

く

る

行

進

は

下

手

だ

。

皆

ん

な 

十
一 

信 受 

  

日 

月 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

行
進
中
に 

下
を
む
く
な 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

入
梅 

     

特 
 

記 

六 

 

月 

  

し
か
た
が
な
い
。
雨
が
降
る
か
ら
。 

を

す

げ

る

。

十

二

号

は

医

務

か

ら

寝

具

消

毒

に

来

て

い

た

。

く

さ

く

て

し

か

た

な

い

。

今

日

は

た

る

く

て 

き

れ

た

の

で

、

線

路

の

か

げ

に

か

く

し

て

お

い

て

は

だ

し

で

い

く

。

帰

っ

て

配

給

の

は

な

尾 

廠

内

へ

行

く

途

中

、

哨

所

の

所

へ

い

っ

た

ら

家

か

ら

持

参

し

た

下

駄

が

両

方

う

ん

悪

く 

に

行

っ

て

偉

い

か

、

な

れ

た

か

、

外

出

も

外

泊

も

な

く

き

つ

い

と

思

ふ

が

が

ん

ば

っ

て

や

れ

。 

修

公

は

小

倉

先

生

が

休

ん

だ

の

で

花

井

書

記

の

話

。

生

活

に

つ

い

て

き

つ

い

が

な

れ

た

か

、

実

習 

塩

。

中

和

の

時

、

式

が

出

来

な

い

者

は

頭

を

も

く

ね

じ

の

木

で

二

つ

な

ぐ

ら

れ

た

。

私

は

出

来

た

の

で

よ

い

。 

習

っ

た

一

元

一

次

方

程

式

を

や

る

。

荒

木

が

い

ね

む

り

し

て

い

た

の

で

静
座

（

正

座

）

さ

せ

ら

れ

る

。

化

学

、

中

和

に 

の

だ

が

中

止

。

朝

礼

は

寄

宿

舎

で

す

ま

せ

、

小

雨

の

中

を

各

自

養

成

所

へ

出

発

。

数

学

、

高

二

・

一

で 

た

す

ぐ

た

の

で

掃

除

も

や

り

に

く

い

。

本

日

天

気

が

よ

け

れ

ば

寝

具

を

消

毒

し

に

浴

場

へ

も

っ

て

い

く 

起

し

、

人

員

調

べ

が

す

ん

で

す

ぐ

食

卓

番

開

け

、

食

事

を

す

ま

せ

て

甲

板

掃

除

。

食

事

が

す

ん 

 

昨

日

ほ

う

そ

う

の

あ

っ

た

通

り

の

日

課

を

す

る

の

だ

が

、

雨

が

降

っ

た

の

で

取

り

や

め

。

日

課

は

総

員 

十
二 

信 受 

  

日 

火 

出支ノ日本 曜 

日 ？ ハ
リ(

五
本) 

糸 

象 気 

  

一 
 
 

円 

雨 

二 一 六
〇 廠

内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

授
業
中
に 寝

る
な 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

演
芸
会 

     

特 
 

記 

六 

 

月 

 

演

芸

会

、

甲

板

長

の

話

。

お

も

し

ろ

い

。 

 

夜

、

誤 （

娯

）

楽

室

で

演

芸

会

あ

り

。 

な

物

を

箱

に

つ

め

て

帰

る

。 

用

の

事

を

話

し

て

下

さ

る

。

今

日

の

実

習

、

□

五

期

の

小

林

君

と

倉

庫

へ

い

っ

て

、

少

し

 
 

の

様 

習

を

し

て

い

た

ら

、

花

井

教

員

が

来

て

話

さ

せ

る

し

て

下

さ

る

。

時

、

所

（

場

所

）
、

位

（

身

分

）

に

つ

い

て

の

非 

四

時

間

目

、

警

戒

警

報

に

な

り

砲

台

の

方

へ

山

下

上

曹

は

行

か

ね

ば

な

ら

な

い

の

で

各

自

自 

義

、

須

知

、

軍

港

、

軍

艦

、

警

備

府

、

軍

機

保

護

法

、

其

ノ

他

。

三

時

間

目

終

っ

て

休

け

い

。 

で

し

じ

が

あ

っ

た

。

教

練

は

教

室

で

山

下

教

員

よ

り

海

軍

知

識

を

お

そ

は
（
わ
）

る

。

階

級

、

礼 

か

ら

幾

何

は

合

同

で

勉

強

す

る

の

だ

。

本

日

だ

け

教

練

は

三

、

四

時

間

目

に

や

る

と

教

務

の

方 

幾

何

、

双

曲

線

。

先

日

や

っ

た

の

で

た

や

す

く

か

け

る

。

十

教

室

で

九

学

級

と

合

同

で

や

る

。

此

れ 

 

授

業

、

物

理

、

先

生

が

用

事

が

あ

る

の

で

自

習

。

代

数

の

一

次

方

程

式

ヲ

よ

く

や

れ

る

様

練

習

。 

 

今

日

も

天

気

が

悪

そ

う

だ

。

昨

日

の

雨

で

外

は

湖

の

様

に

な

っ

て

い

る

の

で

、

甲

板

で

人

員

調

べ

。 

十
三 

信 受 

  

日 

水 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

曇 

   

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

も
っ
と は

り
き
れ 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

実
習
す
る
班 

が
兵
器
班
に
代
る 

 

自
動
車
に
し
か
れ
て

入
院
し
て
い
た 

稲
葉
死
ス 

     

特 
 

記 

六 

 

月 

   

ら

い

ま

か

ら

取

れ

と

二

寮

の

□

前

で

取

る

。

又

す

ん

で

寝

具

を

各

自

五

枚

づ

ゝ

は （

わ

）

け

る

。 

並

び

に

寝

具

を

消

毒

し

、

の

み

、

し

ら

み

が

つ

い

て

い

な

い

が

お

前

達

の

着

て

い

る

物

に

つ

い

て

い

る

か 

第

四

機

銃

工

場

、

第

三

機

銃

工

場

を

見

学

す

る

。

帰

舎

し

、

本

日

一

、

二

寮

の

部

屋 

に

豚

肉

、

玉

ね

ぎ

入

。

□

部

屋

を

消

毒

に

来

て

い

る

。

今

日

廠

内

実

習

□

の

班

が

兵

器

班

に

代

り 

一

次

連

立

方

程

式

問

題

例

を

や

る

。

武

道

、

物

を

つ

く

。

食

事

の

 

か

（

お

）

ず

は

カ

レ

ー

ラ

イ

ス

。

中 

 
 

歴

史

、

万

葉

集

と

国

民

性

。

物

象

科

学

、

塩

、

酸

性

塩

、

塩

基

性

質

。

数

学

、

二

元 

も

か

ゝ

ら

な

い

五

十

九

秒

で

あ

る

と

い

ふ

。

朝

礼

後

、

靴

の

配

給

せ

ら

れ

た

者

は

物

資

部

へ

も

ち

に

行

。 

直

副

寮

長

（

三

寮

鈴

木

）

よ

り

、

お

前

達

の

集

合

状

態

は

六

分

五

十

六

秒

か

ゝ

っ

て

い

る

、

班

長

は

一

分 

人

員

調

べ

が

す

ん

で

各

寮

五

分

間

体

操

を

し

、

そ

れ

か

ら

甲

板

掃

除

に

取

り

か

ゝ

る

。

出

勤

の

時

、

当 

並

べ

、

百

匹

に

な

っ

た

ら

甲

板

事

務

室

へ

も

っ

て

こ

い

と

大

龍

寮

長

付

が

い

ふ

。

私

は

十

六

匹

と

ら （

マ

ま マ

）

せ

た

。 

 

総

員

起

し

十

五

分

前

で

か

や

を

た

ゝ

み

、

総

員

起

し

ま

で

の

み

取

。

取

っ

た

の

み

は

紙

へ

縦

十

匹

横

十

匹 

十
四 

信 受 

  

日 

木 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   

廠
内
実
習 

工
場
見
学 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

熱
く
な
っ
た
で 

だ
ら
け
る
な 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

      

稲
葉
の
香
料 

二
〇
銭 

特 
 

記 

六 

 

月 

 

直

補

助

員

の

方

が

お

い

で

に

な

っ

た

。

甲

板

長

も

こ

ん

な

所

で

は

寝

れ

に

く

い

。 

夜

食

と

飲

食

物

を

持

っ

て

来

て

く

れ

る

。

主

事

先

生

、

副

舎

監

、

学

級

主

任

、

当 

 

食

後

、

七

号

室

六

名

、

稲

葉

の

お

つ

う

や

を

し

て

や

る

。

養

成

所

、

寄

宿

舎

か

ら 

す

ぐ

寄

宿

舎

に

帰

っ

て

、

傘

を

誤 （

娯

）

楽

室

へ

ほ

し

に

い

っ

た

ら

い

か

な

い

と

甲

板

係

が

い

っ

た

。 

は
（
わ
）

い

そ

う

だ

。

廠

内

へ

い

っ

て

も

何

も

す

る

事

な

い

の

で

、

腰

掛

て

時

間

を

ま

つ

。

帰

校

し

て 

と

思

っ

た

ら

、

い

じ

悪

く

小

雨

ふ

り

出

す

。

廠

内

へ

行

に

傘

を

さ

し

て

い

く

。

傘

が

な

い

人

は

か 

は

た

こ

が

多

く

入

っ

て

い

た

。

う

ま

い

。

食

事

、

め

し

を

少

し

多

い

と

い

い

が

。

出

勤

し

よ

う 

が

、

頭

が

ど

う

か

し

て

は

っ
（
か
）

ら

な

か

っ

た

。

後

か

ら

お

も

い

つ

て

い

み

た

ら

安

い

も

の

。

食

事 

ん

な

と

思

っ

た

ら

分

数

に

な

る

の

だ

っ

た

。

材

料

、

急

に

金

属

材

料

と

は

と

き

か

れ

た 

ら

な

か

っ

た

の

で

自

習

。

数

学

、

連

立

方

程

式

ノ

復

習

。

最

後

□

の

計

算

、

バ

カ

に

へ 

ど

に

防

諜

関

係

の

事

を

書

く

な

。

物

理

は

先

生

が

用

事

が

あ

っ

て

お

い

で

に

な 

決

戦

段

か

い

に

内
（
入
）

っ

た

。

島

民

は

皇

軍

勇

士

と

協

力

し

て

戦

っ

て

い

る

。

手

紙

な 

 

朝

礼

、

十

五

日

で

要

言

を

ろ

う

し

よ

う

す

る

。

主

事

先

生

の

訓

示

。

沖

縄

戦

々
（
線
）

は 

十
五 

信 受 

  

日 

金 

出支ノ日本 曜 

日 

  

香
料 

象 気 

  

円 

曇
雨 

  

二
〇 

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

雨
に
ね

（
ぬ
）

れ
た
り
し
て 

か
ぜ
を
引
く
な 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

  

稲
葉
の 

告
別
式 

特 
 

記 

六 

 

月 

  

 
 
 
 
 
 
 
 

み

ち

を

わ

か

ち

て 

正

し

く

も

お

い

し

げ

ら

せ

よ

教

草

男

女

の

□ 

◎

教

育

 

明

治

天

皇

御

製 

別

課

は

騎

馬

戦

を

や

る

。

私

達

の

組

は

優

秀

で

あ

る

。 

班

は

外

出

、

た

ゞ

し

電

車

に

乗

っ

て

は

い

か

な

い

。

奇

数

班

の

私

達

は

次

の

休

だ

そ

う

だ

。 

廠

内

実

習

に

行

。

僕

達

は

又

寝

る

。

皆

ん

な

が

帰

っ

て

来

て

話

に

聞

く

と

、

明

日

、

偶

数 

三

学

級

全

員

稲

葉

の

告

別

式

で

正

服

を

き

て

い

く

。

昼

食

を

す

ま

せ

、

六

名

の

外 

佐

久

間

な

ど

、

寝

れ

な

い

と

い

っ

て

洗

濯

を

し

た

り

し

て

寝

な

か

っ

た

。

私

は

よ

く

寝

れ

た

。 

皆

ん

な

出

勤

し

て

か

ら

食

器

を

洗

ひ

、

寝

具

を

ひ

い

て

寝

る

。

六

号

室

の

四

名

や

小

松

、 

寄

宿

舎

に

帰

り

食

事

を

す

ま

せ

、

総

員

朝

礼

は

甲

板

で

す

る

。

外

は

ぬ

れ

て

い

る

か

ら

。 

は

寄

宿

舎

で

は

総

員

起

し

だ

と

色

々

な

話

を

し

て

、

六

時

半

頃

こ

う

た

い

が

来

た

。 

 

霊

安

所

で

寝

て

も

少

し

も

寝

れ

な

い

。

三

時

･
･

･
･

五

時

な

ど

と

時

計

を

見

な

が

ら

、

い

ま 

十
六 

信 受 

河
合
厚
彰
宏
君 

 

日 

土 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   

部
屋
で
休
息(

稲
葉
の
夜
の
お
つ
う
や
で) 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

御
製
を 実

行 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

 

偶
数
班 

外
出 

 

奇
数
班 

大
掃
除 

又
見
廻
り 

整
理 

特 
 

記 

六 

 

月 

本

日

の

休

み

で

体

の

つ

か

れ

た

の

を

取

り

さ

り

、

明

日

か

ら

は

り

き

っ
た

一

日

を

送

れ

。 

身

の

回

り

の

整

理

は

、

私

達

に

取

っ

て

は

一

番

外

出

の

次

に

楽

し

い

も

の

だ

。 

  

練

習

。

又

此

外

出

し

た

人

達

に

絵

は

が

き

を

買

っ

て

も

ら

ふ

。 

者

、

班

全

員

各

班

長

に

び

ん

た

つ

ら

れ

て

い

る

。

別

課

、

寮

長

の

も

と

軍

歌 

な

に

も

高

く

て

買

へ

な

い

と

い

っ

て

い

る

。

外

出

し

た

班

で

時

間

に

な

っ

て

も

ま

だ

帰

舎

し

な

い 

が

ご

ま

塩

な

い

か

と

聞

い

た

の

で

少

し

上

げ

る

。

二

時

半

頃

、

八

号

室

の

四

・

五

名

が

帰

っ

て

く

る

。 

拾

ふ

。

十

時

に

終

了

し

て

、

約

一

時

間

休

息

後

食

事

後

身

回

整

理

。

外

筏

甲

板 

意

を

う

け

、

七

時

半

出

発

。

奇

数

班

は

大

掃

除

後

釘

拾

ひ

。

汽

□

か

ん

場

の

裏

で 

シ

ャ

ツ

を

洗

ふ

。

総

員

二

寮

号

令

台

前

へ

整

列

し

、

外

出

者

は

副

舎

監

よ

り

注 

意

を

し

て

い

る

。

七

時

半

ま

で

約

一

時

間

あ

る

の

で

洗

濯

す

る

。

作

業

服

、

パ

ン

ツ

、 

は
（
わ
）

っ

て

も

ら

っ

た

の

で

、

汁

を

も

ち

に

行

。

食

事

後

、

偶
（
遇
）

数

班

は

正

服

を

着

て

外

出

用 

 

本

日

遇
（
偶
）

数

班

が

外

出

だ

て

、

人

員

調

べ

後

食

卓

番

開

ケ

。

昨

日

朝

、

食

卓

番

を

か 

十
七 

信 受 

  

日 

日 

出支ノ日本 曜 

日 

  

絵
は
が
き 

象 気 

  

円 

曇 

  

一
〇 

身
の
回
り
の
整
理 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

何
事
も 敏

捷
に 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

本
日
よ
り
奇
数 

学
級
昼
前
実
習 

国
葬 

閑
院
宮 

特 
 

記 

六 
松
崎
和
夫 

原
田
太 

両
君 

河
合
彰
宏 月 

   

か

ん

ら

ん

ば

か

り

。 

て

ひ

ろ

う

。

夕

食

時

、（

かお
）

ず

か

ん

ら

ん

の

中

に

魚

が

入

っ

て

い

る

。

う

ま

い

。

今

の 

か

（

お

）

ず

は 

円

形

の

別

な

画

き

か

た

を

お

そ

は
（
わ
）

る

。

別

課

に

練

兵

場

の

方

へ

行

。

釘

を

四

本

あ 

物

理

、

線

膨

張

係

数

、

体

膨

張

係

数

、

数

学

幾

何

、

羽

田

野

教

員

よ

り

楕 

少

し

や

っ

て

休

息

。

山

下

上

曹

は

と

て

も

よ

い

。

授

業

終

り

十

分

前

頃

に

は

す

ん

で

し

ま

ふ

。 

食

事

の

時

、

金

澤

君

が

少

し

は
（
わ
）

け

て

く

れ

た

。

す

ま

な

い

よ

。

教

練

、

伏

打

膝

打

逆

打

立

打

の

復

習

、 

帰

校

す

る

時

、

正

門

や

二

工

員

寄

舎

、

養

成

所

、

正

門

に

弔

旗

が

立

っ

て

い

た

。

な

ん

だ

か

は
（
わ
）

か

ら

な

い

。 

は

出

発

す

る

。

今

日

か

ら

奇

数

学

級

午

前

実

習

。

兵

器

班

の

班

長

の

さ

し

ず

で

帳

簿

を

う

つ

す

。 

の

で

、

副

寮

長

(

当

直

)

が

本

日

の

総

員

起

し

は

五

時

半

と

い

っ

た

。

人

員

調

べ

後

す

ぐ

食

卓

番 

く

夕

焼

の

よ

う

に

な

っ

て

い

る

。

爆

弾

で

や

ら

れ

た

の

で

あ

ら

う

。

長

く

た

い

ひ

を

し

て

い

た 

 

朝

一

時

頃

空

襲

警

報

発

令

。

総

員

た

い

ひ

。

た

い

ひ

す

る

時

、

東

の

大

空

方

を

見

た

ら

赤 

十
八 

信 受 

  

日 

月 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

曇 

   

廠
内
実
習 

帳
簿
を
う
つ
す 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

食
事 

よ
く
か
ん
で 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

養
成
所
で 

ゲ
ー
ト
ル
の 

配
給 

先
の
配
給
よ
り 

も
の
は
よ
い 

値
段
も
よ
い 

値
は
三
円
九
十
銭 

六
月
分
給
料
か

ら
出
そ
う
よ 

特 
 

記 

六 

 

月 

っ
て

い
た
だ
け
。

初
（
初
）

め

て
白
い

め
し
を
見
る

。
食
後
別

課
、
軍
歌
練

習
、
ド
ッ

チ
ボ
ー
ル
。

め
ず
ら
し

く
巡
検
あ
り

。 

前

を

書

く

。

夕

食

時

、

も

ろ

こ

し

は

入

っ

て

い

な

い

。

た

ゞ

普

通

の

め

し

の

中

に

大

豆

が

入 

く

ぢ

を

す

る

。

我

あ

た

れ

り

。

帰

舎

し

甲

板

か

ら

硯

箱

を

か

り

て

来

て

あ

り

と

あ

ら

ゆ

る

物

へ

名 

教

室

で

品

物

を

は
（
わ
）

た

さ

れ

た

。

ゲ

ー

ト

ル

は

三

十

名

中

二

十

四

名

し

か

は
（
わ
）

た

さ

れ

な

い

の

で

、 

導

員

よ

り

不

成

巧
（
功
）

と

い

は
（
わ
）

れ

る

。

先

日

名

前

を

い

か

へ

た

ゲ

ー

ト

ル

帽

子

を

い

る

者

の

名

前

の

者

は 

素

結

合

手

問

題

を

や

る

。

面

白

い

。

修

公

、

交

友

。

武

道

、

き

り

込

隊

十

名

出

て

一

回

練

習

。

指 

３

問

題

２

ツ

。

先

生

が

む

つ

か

し

い

で

無

理

、

う

つ

せ

る

だ

け

う

つ

せ

と

い

ふ

。

物

理

(

化

学

)

、

分

子

値

、

元 

取

止

め

。

昼

食

、

朝

と

く

ら

べ

て

も

ん

だ

い

な

し

。

 

く

ら

い

。

授

業

、

数

学

連

立

方

程

式

の

例 

電

動

車

、

兵

器

班

長

を

書

い

て

や

る

。

帰

校

し

て

体

操

用

意

し

た

ら

、

警

戒

に

な

っ

た

の

で 

で

も

よ

い

か

ら

白

い

所

へ

画

絵

を

書

い

て

く

れ

と

い

っ

た

の

で

、

紙

へ

穴

を

あ

け

る

機

械

と 

せ

れ

る

だ

ら

う

。

実

習

に

行

。

昨

日

う

つ

い

た

帳

簿

の

裏

へ

班

長

さ

ん

が

マ

ン

ガ

で

も

何 

班

第

一

回

の

外

出

を

許

し

た

が

少

し

の

事

故

も

な

く

帰

っ

た

。

此

の

分

な

ら

外

泊

も

許 

用

意

を

し

て

い

た

。

朝

食

と

て

も

す

け

な

い

。

 

レ

ク

ラ

イ

。

主

事

先

生

の

話

、

先

日

偶

数 

今

日

時

間

が

あ

に

や

ふ

に

や

で

、

副

寮

長

の

号

笛

、

総

員

起

し

に

は

人

員

調

べ

に

出

る 

十
九 

信 受 

森
田
泰
彦
君 

 

日 

火 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

ど
う
さ
は
す
べ
て 

か
け
足
で
せ
よ 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

空
襲
に
な
っ 

た
の
で 

総
員
起
し 

五
時
四
十
五
分 

午
后 整

備
作
業 

 夕
食
後 

五
月
分
の
食
費 

十
四
円
二
十
六
銭 

特 
 

記 

六 

 

月 

 
 
 
 
 
 

二

十

時

は

甲

板

ふ

き

も

つ

ら

い

な

あ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

和

夫 

豆

。

一

生

懸

命

や

っ

た

か

い

が

あ

っ

て

う

ま

い

。

本

日

の

点

呼

二

〇

、

〇

〇

（

八

時

） 

三

ツ

、

梅

岡

君

の

母

に

大

豆

を

少

し

も

ら

っ

た

。

腹

も

ち

は

よ

い

。

夕

食

、

私

達

が

苦

労

し

て

取

っ

た

空 

た

り

し

て

時

を

ま

す

。

正

門

哨

所

へ

行

た

ら

な

ん

し

よ

で

面

会

に

来

た

福

江

の

人

達

に

に

ぎ

り

め

し

を 

室

で

ぼ

さ

ー

と

し

て

い

た

ら

事

務

の

景

山

君

と

仲

良

く

な

り

、

白

線

を

も

ら

っ

た

り

、

お

前

は

ど

こ

だ

と

聞 

内

先

生

の

所

で

絵

を

か

く

の

が

、

工

務

係

へ

来

た

皆

ん

な

と

二

時

間

休

、

後

絵

を

書

く

こ

と

も

な

く

当

直 

が

二

度

出

る

。

帰

校

し

、

食

卓

番

で

急

ぐ

。

昼

後

整

備

作

業

だ

が

、

私

と

三

井

君

は

山 

入

っ

て

来

た

事

。

実

習

に

い

っ

て

も

話

と

い

ふ

話

は

空

襲

(

豊

橋

の

様

子

)

で

あ

る

。

警

報 

分

で

あ

る

。

朝

礼

、

主

事

先

生

の

話

、

本

日

の

空

襲

に

つ

い

て

、

又

先

日

山

梨

の

者

百

名

ほ

ど 

り

で

あ

る

。

三

時

半

頃

解

除

に

な

る

。

こ

ん

な

風

で

あ

る

の

で

、

総

員

起

し

は

五

時

四

十

五 

は

始
（
初
）

め

て

空

襲

の

有

様

を

見

た

。

し （

よ
う
い

焼

夷

）

弾

の

落

る

様

子

、

新

聞

写

真

の

通 

し

だ

れ

柳

の

と

う

り

だ

。

落

ち

た

付

近

は

赤

煙

り

が

上

る

。

す

ご

い

空

襲

で

あ

る

。

私 

で

あ

る

。

防

空

壕

の

入

口

で

見

て

い

た

ら

、

Ｂ

の

や

ら

う

し （

よ
う
い

焼

夷

）

弾

を

多

百

数

お

と

し

や

が

る

。 

 

二

十

四

時

頃

、

空

襲

警

報

に

な

り

総

員

起

し

。

総

員

た

い

ひ

の

時

、

豊

橋

上

空

は

真

赤 

二
十 

信 受 

  

日 

水 

出支ノ日本 曜 

日 

  

食
費 

象 気 

  

十
四  

円 

曇
晴 

  

二
十
六
銭 

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

実
習
す
る
班
が 

機
械
班
に 

代
る 

 

二
十
時
よ
り
三 

十
分 

夜
間 

防
空
訓
練 

特 
 

記 

六 

 

月 

    

い
く
。
私
は

○上
。
帰
舎
し
別
課
、
釘
ひ
ろ
い
。
食
事
、
本
日
叶

（
汁
）

な
し
。 

武

道

、

銃

剣

術

つ

け

の

練

習

。

上

中

下

下

に

分

け

、

上

の

者

、

氏

名

を

書

い

て

指

導

員

へ

も

っ

て 

歌

を

書

く

。

化

学

、

空

襲

の

様

子

の

話

と

分

子

式

、

化

学

方

程

式

。

数

学

、

因

数

分

解

。 

は

な

い

。

授

業

、

歴

史

、

万

葉

集

。

四

ツ

の

時

期

に

分

け

、

二

期

、

柿

本

人

磨

呂

、

髙

市

黒

人

の 

が

数

箇

立

て

か

け

て

あ

っ

た

。

昼

食

は

せ

き

は

ん

。

う

ま

い

。

い

ま

は

な

ん

で

も

う

ま

い

。

ま

づ

い

も

の 

日

焼

夷

弾

が

お

ち

た

所

を

遠

望

す

る

。

豊

川

警

察

署

の

或

駐

在

所

に

落

ち

た

焼

夷

弾 

品
物

を

豊

川

倉

庫

（

廠

外

）

豊

川

病

院

の

近

く

）

へ

は

こ

ぶ

。

な

か
〳
〵
重

い

。

帰

り

に

昨 

実

習

す

る

班

が

機

械

班

に

代

る

。

向

ふ

の

人

の

さ

し

づ

で

先

輩

で

あ

る

見

習

工

の

人

と

或 

食

後

、

空

襲

に

な

っ

て

も

私

物

を

い

つ

で

も

も

ち

出

せ

る

様

に

用

意

を

す

る

。

本

日

よ

り 

 

甲

板

掃

除

は

五

、

六

班

、

養

成

所

の

掃

除

に

行

。

朝

食

の 

か

（

お

）

ず

、

お

ぼ

ろ

こ

ぶ

う

ま

か

っ

た

。 

二
十
一 信 受 

  

日 

木 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

曇 

   

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

一
、
敬
礼 

一
、
返
事 

一
、
言
葉
遣
ヒ 

一
、
不
言
実
行 

右
ヲ
良
ク
反
省
ス
ベ
シ 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

空
襲
警
報 

 

総
員
起
し 

 

 

五
時
半 

本
日
警
戒
た 

び
〳
〵
あ
る 

 

和
傘
の
配
給 

私
に
は
こ
う
も
り
が 

あ
る
か
ら
此
の
次
ぎ 

特 
 

記 

六 

 

月 

   

行
。 

も

の

た

り

ん

物

が

あ

る

と

思

っ

た

ら

、

竹

帽

を

養

成

所

へ

は
（
わ
）

す

れ

て

来

て

し

ま

っ

た

。

後

も

ち

に 

の

で

静

か

に

自

習

。

又

い

ね

む

り

を

し

た

。

私

は

少

し

数

学

の

復

習

を

す

る

。

帰

り

に

ど

う

も 

ら

此

の

次

ぎ

。

数

学

、

因

数

分

解

、

平

方

式

の

始

め

の

方

。

材

料

は

先

生

が

お

い

で

に

な

ら

な

い 

止

め

。

午

后

授

業

、

物

理

、

気

体

の

膨

張

。

す

ん

で

□

か

さ

の

配

給

。

私

に

は

こ

う

も

り

が

あ

る

か 

実

習

、

各

工

場

の

機

械

一

覧

表

を

別

紙

に

書

き

う

つ

す

。

途

中

警

戒

、

空

襲

に

な

っ

た

の

で

と

り 

み

へ

な

い

。

本

日

の

総

員

起

し

、

五

時

半

と

き

ま

る

。

朝

礼

、

神

谷

教

官

、

空

襲

に

お

い

て

の

注

意

。 

又

総

員

た

い

ひ

。

又

防

空

壕

へ

走

る

。

今

日

の

空

襲

は

豊

川

付

近

で

な

い

ら

し

い

。

火

の

手

も 

た

い

ひ

。

定

め

ら

れ

た

防

空

壕

へ

出

発

・

・

・

た

つ

と

た

い

ひ

も

と

へ

で

、

部

屋

に

入

っ

た

ら

、 

起

し

。

武

装

を

し

て

通

路

に

整

列

。

又

私

物

は

全

部

甲

板

へ

出

す

。

時

期

せ

ま

っ

て

、

総

員 

  

プ

ー

、

プ

ー

と

き

み

の

悪

に
（
い
）

サ

イ

レ

ン

が

な

り

出

し

た

。

空

襲

警

報

で

あ

る

。

総

員 

二
十
二 信 受 

  

日 

金 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

曇 

   

廠
内
実
習 
 

機
銃
部
各
工
場
機
械
一
覧 

 
 

表
を
別
紙
に
う
つ
す 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

親
し
い
中
に
も 

礼
儀
あ
り 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

明
治
天
皇 

 

御
製 

交
友 

も
ろ
と
も
に
助
け
か
は 

 

し
て
む
つ
ひ
合
ふ 

友
ぞ
世
に
立
つ 

 

力
な
る
へ
き 

 

配
給
品 

シ
ャ
ツ 

 

六
円 

特 
 

記 

六 

 

月 

 

学

友

の

松

崎

君

か

ら

返

事

の

手

紙

が

つ

い

て

い

た

。 

家

の

方

で

は

め

っ

た

に

食

へ

な

い

。

シ

ャ

ツ

の

配

給

。

灯

下

管

制

を

見

に

行

っ

て

帰

っ

て

来

た

ら

、 

身

の

回

り

の

整

理

袋

を

作

る

。

夕

食

事

、

近

頃

魚

が

つ

く

。

と

て

も

う

ま

い

。

こ

う

ゆ

う

も

の

は 

う

事

に

つ

い

て

。

数

学

、

又

も

や

先

生

が

お

い

で

な

い

の

で

各

自

が

自

習

。

帰

舎

し

、

別

科

は

雨

が

降

る

の

で 

っ

く

り

し

て

お

き

る

、

口

へ

よ

ど

が

つ

い

て

。

修

公

、

交

友

の

終

り

の

方

と

四

課

、

信

実

と

軽

信

、

信

と

い 

学

の

因

数

分

解

を

練

習

す

る

。

皆

ん

な

自

習

し

な

い

で

寝

た

者

へ

、

足

立

君

が

た

ゝ

い

て

回

る

。

面

白

い

。

び 

 

授

業

、

化

学

、

分

子

の

基

、

酸

工

業

。

工

業

要

項

。

先

生

が

自

習

し

て

お

れ

と

い

っ

た

の

で

、

数 

操

取

り

止

め

。

昼

食

事

、

魚

の

大

き

い

の

つ

く

。

毎

日

あ

ん

な

お

か

ず

な

ら

よ

い

が

な

ー

。 

次

き

を

す

る

。

二

度

も

警

戒

に

な

る

。

帰

校

後

体

操

用

意

を

し

た

ら

警

戒

に

な

り

、

体 

と

し

て

裏

に

三

河

国

一

宮

砥

鹿

神

社

と

書

い

た

の

を

ふ

ひ

ろ

ふ

。

廠

内

実

習

、

昨

日

と

同

じ 

令

台

前

で

寮

長

の

指

揮

。

甲

板

掃

除

、

大

外

の

掃

除

に

出

る

。

掃

除

中

福

宝 

い

。

朝

の

き

も

ち

の

良

い

。

人

員

調

べ

後

各

寮

五

分

間

体

操

を

す

る

。

二

寮

は

二

寮

号 

 
 
 

よ

く

く

た

ぶ

れ

る

せ

い

か

此

頃

は

良

く

寝

れ

る

。

総

員

起

し

十

五

分

前

も

知

ら

な

い

ぐ

ら 

二
十
三 信 受 

松
崎
和
夫
君 

 

日 

土 

出支ノ日本 曜 

日 

  

シ
ャ
ツ 

象 気 

  

六 
 
 
 

円 

曇
後
雨 

  

〇
〇 

廠
内
実
習 

 

昨
日
と
同
じ 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

悪
ヲ
去
リ 

善
ヲ
進
ム 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

本
日
の
授
業 

は
土
曜
日
の 

授
業
を
す 

（
教
務
係
） 

配
給
品 

靴
下 

一
〇
〇 

下
駄
尾 

 
 

布
切 

三
〇 

 
 

紙 
 

二
五 

 
 

計
一
円
五
五 

 

不
寝
番 

四
直
（
十
二
―
一
） 

特 
 

記 

六 

 

月 

    

日

は

一

時

間

授

業

や

っ

た

分

、

三

時

間

は

自

習

。

三

時

間

は

級

長

に

希

望

を

い

ふ

。 

自

習

。

又

寝

る

。

第

三

時

、

修

公

、

先

生

が

お

い

で

な

い

の

で

自

習

。

数

学

、

幾

何

、

各

自

自

習

。

今 

下

駄

の

尾

を

作

る

。

出

勤

。

化

学

、

鉛

室

法

の

原

理

、

接

触

法

の

原

理

。

工

学

要

項

は 

雨

の

降

る

日

の

下

駄

は

う

ん

が

悪

い

。

昼

食

は

多

か

っ

た

。

外

の

班

と

く

ら

べ

る

と

。

さ

っ

そ

く 

帳

面

を

作

る

。

帰

校

。

養

成

所

正

門

の

所

ま

で

き

た

ら

、

又

う

ん

悪

く

下

駄

を

両

方

切

れ

る

。 

 

廠

内

実

習

、

昨

日

書

き

上

げ

た

書

類

の

機

械

の

台

数

を

計

算

し

、

後

女

の

人

が

紙

を

く

れ

て 

出

勤

の

時

、

雨

が

降

っ

て

い

る

の

で

皆

ん

な

先

日

配

給

の

傘

を

持

て

い

く

。 

る

中

を

急

い

で

食

堂

に

行

。

今

日

の

授

業

は

土

曜

日

の

授

業

を

す

る

と

通

知

あ

る

。 

ま

で

は

、

階

段

掃

除

で

あ

っ

た

が

、

今

度

は

ま

っ

と

う

し

で

あ

る

。

本

日

食

卓

番

。

雨

の

降 

 

昨

日

か

ら

ひ

き

つ

ゞ

い

て

雨

が

降

っ

て

い

る

。

人

員

調

べ

も

甲

板

で

す

ま

せ

甲

板

掃

除

。

今 

二
十
四 信 受 

  

日 

日 

出支ノ日本 曜 

日 

 

計 

下
駄
尾 

靴
下 

象 気 

 

一 

 

一 
 
 
 

円 

雨 

五
五 

五
五 

〇
〇 

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

文
ヲ
修
メ 

 
 
 

武
ヲ
練
レ 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

甲
班
昼
前
授 

業
と
代
る 

教
練 

 

大
す
き
な
手
旗 

 

原
画 

 

文
字(

ル) 

 
 
 

ま
で 

 

甲
板
係
付
に
な
る 

  

特 
 

記 

六 
森
田
周
一
郎
様 

月 

  

豊

川

付

近

へ

こ

な

く

て

良

か

っ

た

。 

又

私

達

が

生

を

出

し

て

作

っ

た

じ

ゃ

が

い

も

、

少

づ

つ

食

ふ

は

け

て

。

夜

の

空

襲

報

、 

た

さ

れ

る

。

帰

舎

し

甲

板

係

か

ら

、

森

田

お

前

、

甲

板

係

付

に

な

れ

と

い

は
（
わ
）

れ

、

な

る

。 

向

ふ

を

二

時

半

に

出

て

班

へ

一

度

も

ど

り

帰

校

。

明

日

の

給

料

を

む

ら

ふ

ひ

か

へ

書

を

は
（
わ
） 

す

ん

で

帰

る

時

、

吉

田

五

期

生

が

食

パ

ン

を

十

枚

も

っ

て

来

て

く

れ

た

。

一

人

二

枚

あ

て

。 

か

れ

た

話

と

豊

橋

空

襲

の

様

子

を

話

し

て

下

さ

る

。

実

習

、

豊

川

倉

庫

へ

行

く

。 

ぶ

り

豊

川

町

市

街

の

絵

は

が

き

を

出

す

。

数

学

、

幾

何

、

羽

田

野

教

員

、

先

生

の

家

の

焼 

給

の

あ

っ

た

代

金

を

集

め

る

と

い

っ

た

。

私

は

ゲ

ー

ト

ル

三

円

九

〇

銭

。

本

日

家

へ

ひ

さ

し 

き

な

手

旗

。

原

画

文

字

ル

ま

で

。

物

理

、

比

熱

（

熱

量

、

熱

容

量

）
。

先

生

よ

り

先

日

配 

前

授

業

が

を

す

る

。

教

練

は

須

知

（

山

下

）
、

海

軍

礼

式

令

抜

萃

。

第

二

時

の

教

練

は

大

す 

で

や

る

。

朝

食

事

も

楽

し

く

す

ま

せ

、

出

勤

を

ま

つ

ば

か

り

。

今

日

か

又

甲

班

は

昼 

  

か

ら

り

と

晴

れ

た

良

い

天

気

だ

。

ま

だ

点

呼

場

は

水

び

た

に

な

っ

て

い

る

の

で

甲

板 

二
十
五 信 受 

  

日 

月 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   

廠
内
実
習
（
豊
川
倉
庫
へ
行
） 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

給
料
日 

午
后
一
時
よ
り 

演
芸
会 

十
四
時
三
十
分
よ
り 

 ゲ
ー
ト
ル
の 

 

代
金
出
ス 

特 
 

記 

六 

 

月 

 

演

芸

会

、

髙

頼

の

オ

ッ

サ

ン

の

姿

面

白

い

の

手

品

、

不

し

ぎ

だ

。

時

計

の

手

品

も

不

し

ぎ

。 

い

る

も

の

を

検

査

。

悪

か

っ

た

者

は

班

長

か

ら

注

意

を

受

け

ら

れ

て

い

る

。 

の

関

係

長

上

で

あ

る

。

点

呼

後

、

き

ち

用

品

の

氏

名

が

書

い

て

あ

る

の

と

出

血

棒

の

つ

い

て 

し

て

校

庭

に

お

い

て

給

料

を

わ

け

ら

れ

た

。

夕

食

事

普

通

よ

り

遅

れ

る

。

給

料

は

た

し 

体

重

□

を

を

計

り

、

後

十

女

子

へ

演

芸

会

観

ら

ん

。

髙

頼

實

の

実

演

。

帰

校 

事

先

生

よ

り

壕

の

中

に

い

る

た

い

ど

が

か

ん

ま

ん

で

あ

る

と

注

意

さ

れ

た

。

食

後

、

校

庭

で

工

員

、 

と

毛

風
（
布
）

を

一

枚

壕

の

近

く

に

持

参

。

解

除

に

な

り

養

成

所

朝

礼

台

前

整

列

。

主 

空

壕

の

中

に

い

て

も

敵

の

Ｂ

２９

が

即

去

中

、

味

方

の

砲

が

な

り

だ

す

。

自

分

達

の

私

物 

絵

を

書

い

て

い

た

ら

警

戒

警

報

並

び

に

空

襲

報

と

な

っ

た

。

総

員

た

い

ひ

、

防 

私

は

当

直

室

に

い

た

ら

、

君

は

山

内

先

生

の

所

で

書

を

か

く

の

だ

と

い

っ

た

の

で

こ

う

た

い

す

る

。 

ら

渡

辺

上

曹

が

三

学

級

は

整

備

作

業

だ

と

い

っ

た

の

で

、

五

班

は

今

日

哨

所

へ

立

つ

の

で

あ

る

。 

を

も

ち

に

行

。

食

後

、

甲

板

係

室

で

少

し

掃

除

を

し

す

ぐ

出

勤

。

朝

礼

に

整

列

し

た 

 

昨

日

の

夜

か

ら

空

襲

報

に

な

っ

た

の

で

、

総

員

起

し

五

時

半

。

点

呼

後

、

甲

板

係

の

食

事 

二
十
六 信 受 

  

日 

火 

出支ノ日本 曜 

日 

  

ゲ
ー
ト
ル 

象 気 

  

三 
 
 
 

円 

晴
曇 

  

九
〇 

演
芸
会
の
つ
合
上
、
取
止 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

敢
斗
精
神 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

じ
ゃ
が
い
も 

下
さ
る 

私
た
ち
が
一
生
懸
命

で
作
っ
た
の
で
味
が

お
い
し
い 

 

学
級
主
任
に 

日
誌
を
持
参 

特 
 

記 

六 

 

月 

   

付

の

五

名

で

今

日

じ

や

が

い

も

□

を

各

部

屋

に

は
（
わ
）

け

る

。

後

一

番

最

後

に

入

浴

を

す

る

。 

だ

が

何

事

も

が

ん

張

っ

た

。
 

 

今

日

点

呼

後

入

浴

。

私

達

甲

板

係

付

や

副

寮

長 

も

の

を

や

れ

る

か

や

っ

て

み

よ

と

い

っ

て

し

て

下

さ

る

。

今

日

は

た

る

く

て

し

か

た

な

し 

 

又

工

員

が

金

辺

の

字

を

か

け

る

だ

け

か

い

て

と

い

っ

た

り

書

取

。

又

幾

何

の

様

な 

の

で

昼

食

事

を

も

ち

に

行

。

実

習

は

書

類

の

を

別

紙

に

書

き

う

つ

し

た

。 

線

や

□

物

線

の

別

法

の

書

き

方

。

今

日

寮

長

、

副

寮

長

甲

板

係

が

休

み

だ 

天

気

で

あ

る

。

物

理

、

進

ん

で

十

の

力

を

せ

る

。

カ

、

カ

の

能

率

、

挺

子

。

数

学

は

幾

何

、

双

曲 

撃

、

立

打

ひ

ざ

打

ち

、

後

休

息

さ

せ

て

下

さ

る

。

少

し

雨

が

小

降

と

な

っ

て

来

た

が

や

ん

だ

。

い

や

な 

行

。

食

事

が

す

む

と

す

ぐ

に

班

長

は

出

勤

し

て

い

く

。

今

日

朝

礼

は

お

こ

な

は
（
わ
）

な

か

っ

た

。

教

練

（

山

下

）
、 

き

ま

る

。

五

分

前

に

な

っ

た

ら

す

ぐ

食

卓

番

開

ケ

。

私

は

甲

板

係

の

食

事

（

叶
（
汁
）

）

を

も

ち

に 

 

又

二

十

三

時

頃

空

襲

警

報

に

な

っ

た

の

で

、

副

舎

監

（

山

下

）

よ

り

朝

の

総

員

起

し

六

時

と 

二
十
七 信 受 

  

日 

水 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

曇 

   

廠
内
実
習
（
書
類
を
別
紙
に
う
つ
す
） 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

情 （

清

□ 潔

） 

 
 

整
頓 

 

 

印 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

本
日
よ
り
機 

器
班
に
代
る 

班
長
野
中
工
手 

  

汁
粉
配
給 

一
杯
一
〇
銭 

特 
 

記 

六 

 

月 

ら

で

せ

れ

る

様

に

さ

せ

て

や

る

よ

と

い

っ

た

。 

物

灌

場

へ

夜

に

な

っ

て

も

ほ

し

は

な

し

で

あ

る

。

そ

ん

な

に

い

っ

て

も

出

来

な

か

っ

た

ら

此

ち 

配

給

。

工

場

の

方

で

も

あ

っ

た

。

う

ま

い

。

一

杯

十

銭

。

点

呼

の

時

、

副

寮

長

よ

り

ま

だ 

豊

川

の

木

材

を

は

こ

み

□

び

に

行

。

電

動

車

で

帰

校

し

た

の

が

四

時

半

。

今

日

汁

粉

の 

長

は

野

中

工

手

。

器

具

整

理

所

で

箱

を

の

板

を

う

ち

つ

け

る

。

後

先

生

、

中

野

、

私

三

名

と

外

四

名

で

西 

す

ん

で

朝

食

事

。

甲

板

班

長

の

食

器

を

洗

い

に

行

。

今

日

実

習

す

る

班

が

機

器

班

に

代

る

。

班 

武

道

、

木

銃

の

先

の

と

が

っ

た

や

つ

て

 
 

 
 

 
 

 

つ

く

。

つ

く

の

は

面

白

い

。

授

業

が 

っ

く

り

し

た

よ

。

物

理

、

化

学

硫

酸

の

検

査

法

。

数

学

、

平

方

ノ

差

、

例

間
（
問
）

を

す

る

。 

度

々

教

務

の

方

が

ま

は
（
わ
）

っ

て

く

る

。

森

下

が

机

上

で

鉛

筆

の

け（
削

つ）

っ

て

い

た

ら

『

コ

ラ

ー

。
』

と

し

か

っ

た

。

び 

大 多

）

あ

る

。

皆

な

も

そ

の

つ

も

り

で

や

れ

。

授

業

、

歴

史

、

小

倉

教

官

が

み

え

な

い

の

で

自

習

。 

〇

日

を

も

っ

て

総

員

総

と

つ

撃

、

よ

く

島

民

協

力

一

致

し

た

。

こ

れ

か

ら

空

襲

も

大 （

多 

朝

食

も

す

ま

せ

も

う

出

勤

を

ま

つ

ば

か

り

。

朝

礼

、

主

事

先

生

よ

り

、

沖

縄

戦

況

〇 

で

す

い

み

ん

不

そ

く

で

あ

る

。

他

人

に

迷

惑

に

な

る

、

と

く

に

階

上

は

注

意

せ

よ

。

甲

板

掃

除

。 

 

点

呼

、

花

井

副

舎

監

よ

り

、

服

装

の

注

意

及

就

寝

後

通

路

を

と

ば

な

い

事

。

夜

空

襲 

二
十
八 信 受 

  

日 

木 

出支ノ日本 曜 

日 

  

汁
粉 

象 気 

  

円 

晴 

  

一
〇 

廠
内
実
習 

西
豊
川
ま
で
材
木
を
は
こ
び
け
り 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

 

特 
 

記 

六 

 

月 

目

上

の

方

方

に

注

意

や

こ

ご

と

を

い

は （

わ

）

れ

な

い

様

に

す

る

様 

 

寮

長

よ

り

も

い

は （
わ

）

れ

た

。 

又

二

寮

段

階

上

か

ら

せ

き

り

が

出

た

と

〇

〇

教

員

よ

り

い

は
（
わ
）

れ

る

。

又

点

呼

の

時

に

副 

じ
か

（

じ

ゃ

が
い
も

が

い

も

）

が

入

っ

て

い

る

。

お

い

し

に
（
い
）

。

又

め

し

の

中

に

の

こ

り

の

ご

ま

塩

を

入

れ

て

食

べ

る

。 

課

は

針

ぬ

き

く

ぎ

ぬ

き

。

後

中

野

春

治

？

君

に

針

を

二

本

も

ら

ふ

。

食

事

 

か

（

お

）

ず

は 

は

我

等

の

正

服

と

同

じ

き

じ

で

あ

る

。

帰

校

し

て

大

外

の

掃

除

は

草

取

。

帰

舎

し

別 

服

を

庁

舎

倉

庫

ま

で

リ

ヤ

カ

ー

で

二

回

、

電

動

車

で

一

回

運

ぶ

。

作

業

服

の

良

い

や

つ 

題

。

材

料

、

鋳

物

が

兵

器

ニ

ナ

ル

迄

。

実

習

は

第

二

倉

庫

よ

り

機

銃

部

女

工

員

の

作

業 

数

学

、

少

し

む

つ

か

し

い

。

二

次

三

項

式

ノ

例

と

問

を

や

る

。

問

の

三

題

や

れ

な

か

っ

た

の

で

宿 

ら

せ

て

下

さ

い

と

た

の

み

に

來

る

の

が

ほ

ん

ど

う

だ

。

授

業

、

物

理

、

力

の

内

の

滑

車

、

動

滑

車

。 

い

、

も

っ

と

進

ん

で

比

ち

ら

か

ら

や

れ

と

い

は
（
わ
）

れ

な

い

前

に

大

外

が

き

た

な

い

か

ら

掃

除

を

や 

た

、

も

っ

と

し

っ

か

り

や

れ

。

又

朝

礼

の

時

、

山

下

上

曹

よ

り

大

外

の

掃

除

は

非

常

に

き

た

な 

 

本

日

出

勤

の

時

、

当

直

副

寮

長

よ

り

お

前

達

の

ど

う

さ

は

非

常

に

か

ん

ま

ん

に

な

っ 

二
十
九 信 受 

  

日 

金 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

曇 

   

廠
内
実
習 

女
工
員
作
業
服
を
は
こ
ぶ 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

だ
ら
け
る
な 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

 

特 
 

記 

六 

 

月 

   

外

出

の

見

回

り

の

整

理

を

す

る

。 

る

と

な

ん

だ

か

ね

む

く

な

る

。

帰

校

し

て

小

雨

が

降

っ

て

い

た

の

で

宿

舎

帰

る

。

明

日 

主

人

公

。

数

学

、

幾

何

。

実

習

に

行

っ

て

も

や

る

事

が

な

い

の

で

腰

掛

に

か

け

た

ま

ゝ

で

い 

工

務

第

一

二

章

。

修

公

、

恭

倹

、

信

実

、

軽

信

、

軽

信

。

真

実

は

水

な

り

、

精

神

は

心

の 

成

所

へ

出

発

。

授

業

、

科

学

、

塩

酸

の

性

質

、

用

途

。

工

場

要

項

、

海

軍

職

員

規

法

、

海

軍 

又

朝

礼

も

寄

宿

舎

内

で

や

る

。

私

達

の

班

長

は

農

繁

期

で

八

日

間

外

伯
（
泊
）

。

朝

礼

後

養 

に

行

。

雨

が

降

っ

て

い

る

の

で

行

。

ぬ

く

い

食

事

後

松

本

甲

板

に

も

ら

っ

た

先

頭

帽

を

少

し

ぬ

う

。 

又

総

員

起

し

は

五

時

半

。

点

呼

は

通

路

で

や

る

。

す

ま

せ

て

甲

板

係

の

食

事

を

も

ち 

か

り

す

る

と

せ

ん

か

い

し

て

南

方

洋

上

を

退

去

。

ま

も

な

く

解

除

に

な

っ

た

の

で

就

寝

。 

思

っ

た

ら

、

雨

が

降

っ

て

い

た

の

で

入

口

に

お

い

て

お

く

。

情

報

は

島
（
志
摩
）

半

島

を

北

上

す

る

や

つ

ば 

 

夜

中

に

空

襲

に

な

っ

た

 

す

ば

や

く

武

装

を

し

甲

板

係

室

の

荷

物

を

用

意

。

外

へ

出

さ

う

と 

三
十 

信 受 

  

日 

土 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

雨 

   

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

晴
れ
の 

外
出
日 

 

 

買
い
物
品  

じ
ゃ
が
い
も  

 
 

三
円 

絵
は
が
き 

四
十
五
銭  

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム 

三
十
銭  

黄
い
水  

十
銭  

計 

三
円
八
十
五
銭 

特 
 

記 

七 

 

月 

    

う

ま

か

っ

た

。

帰

舎

し

た

の

が

四

時

十

分

で

あ

っ

た

。

外

出

で

家

に

帰

れ

な

か

っ

た

の

が

残

念

だ
。 

間

君

、

野

口

君

と

三

人

で

帰

舎

途

中

、

二

工

員

の

所

で

ア

イ

ス

ク

リ

ー

ム

ヲ

一

杯

買

っ

た

。

つ

め

た

く

て 

セ

ン

デ

ン

ビ

ラ

ー

を

見

た

。

少
（
小
）

さ

い

が

日

本

の

新

聞

の

と

う

り

。

雨

が

降

た

り

し

た

の

で

も

う

佐

久 

冊

四

十

五

銭

、

じ

ゃ

が

い

も

は

腹

一

ぱ

い

に

な

る

。

又

空

襲

に

な

っ

た

り

し

て

敵

か

ら

落

し

た 

十

一

時

半

頃

食

事

を

す

ま

せ

、

或

食

堂

で

じ （

か じ

ゃ

が
い
も

が

い

も

）

を

三

円

買

い

、

絵

は

が

き

を

一 

う

と

思

っ

た

の

が

行

け

な

い

の

だ

。

力

が

落

ち

た

。

も

家

は

帰

れ

な

い

の

で

豊

川

の

市

内

で

遊

ぶ

。 

を

か

り

に

行

。

だ

が

自

転

車

は

そ

か

い

し

て

し

ま

っ

た

か

ら

な

い

と

い

っ

た

。

た

□

か

っ

た

。

家

へ

行

こ 

号

令

台

の

前

で

副

舎

監

よ

り

色

々

な

注

意

を

さ

れ

、

勇

ん

で

豊

川

の

宮

地

様

で

自

転

車 

に

つ

く

。

食

事

後

外

出

者

外

出

用

意

。

う

れ

し

や

。

正

服

に

着

か

へ

配

給

の

短

靴

を

は

く

。 

 

晴

れ

の

外

出

日

。

人

員

調

査

後

食

卓

番

は

整

列

し

甲

板

掃

除

も

か

ん

た

ん

に

す

ま

せ

食

事 

一 

信 受 

    

日 

日 

出支ノ日本 曜 

日 

  

外
出
で
つ
か
っ

た
金 

象 気 

  

三 
  

円 

曇 

  

八
十
五 外

出 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

ぼ
う
飲 

ぼ
う
食
し
て 

体
を
こ
は

（
わ
）

す
な 

 

 

（
責
任
尊
重
の
月
） 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

本
日
よ
り 

昼
前
実
習 

午
后
授
業 

 

 教
練 

手
旗
訓
練 

 

渡
辺
上
槽 

特 
 

記 

七 

 

月 

  

又

人

事

の

方

が

よ

り

見

習

工

員

名

簿

を

は
（
わ
）

た

さ

れ

た

。

夕

食

の 

か

（

お

）

ず

、

に

し

ん

と

大

豆

の

に

た

の

う

ま

い

。 

幾

何

は

三

角

形

、

合

同

を

教

は
（
わ
）

る

。

朝

礼

台

前

を

渡

辺

上

曹

が

総

員

数

を

し

ら

べ

た

。 

い

ふ

の

だ

。

後

ま

だ

読

め

な

い

者

は

か

け

あ

し

罰

直

で

あ

ろ

う

。

物

理

、

輪

軸

、

力

の

合

成

分

解

。 

が

か

い

た

の

を

読

ん

で

、

読

ん

だ

者

は

前

へ

出

た

。

私

の

読

ん

だ

の

は

「

僕

ハ

見

習

生

徒

デ

ス

」

と 

曹

が

た

ま

に

は

手

旗

を

や

る

と

い

っ

て

手

旗

の

訓

練

。

原

画

、

イ

ロ

ハ

、

五

十

音

。

そ

れ

か

ら

上

槽 

食

事

お

か

ず

の

う

ま

い

事

。

大

根

の

丸

ぼ

し

を

き

っ

て

と

て

も

う

ま

い

。

教

練

、

渡

辺

上 

や

ら

色

々

な

話

を

し

た

。

帰

校

し

て

報

告

。

雨

が

降

っ

て

い

る

の

で

寄

宿

舎

に

帰

る

。 

掛

け

て

時

間

を

ま

つ

。

皆

ん

な

と

昨

日

の

外

出

の

話

や

う

。

又

セ

ン

デ

ン

ビ

ラ

ー

の

話 

男

の

人

達

は

全

部

そ

か

い

の

方

へ

行

っ

た

そ

う

だ

で

い

た

い

か

ら

。

又

先

月

の

様

に

腰 

内

実

習

で

あ

る

か

ら

、

寄

宿

舎

で

朝

礼

を

す

ま

せ

て

た

ゞ

ち

に

出

発

。

実

習

に

行

っ

て

も 

点

呼

は

通

路

で

す

ま

せ

た

ゞ

ち

に

食

卓

番

は

出

発

し

た

。

今

日

よ

り

昼

前

廠 

 

今

日

は

ど

う

ゆ

う

は
（
わ
）

け

か

し

ら

な

い

が

、

総

員

起

床

は

五

時

半

で

あ

っ

た

。

雨

が

降

っ

て

い

る

の

で 

二 

信 受 

  

日 

月 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

雨
曇 

   

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

昼
食
後 

一
二
一
〇
ヨ
リ

工
廠
長
訓
辞 

特 
 

記 

七 
森
田
ゆ
き
様 

月 

も

っ

と

一

生

懸

命

勉

強

す

る

こ

と 

 

く

巡

検

あ

り

。 

甲

板

係

の

も

と

甲

板

を

ホ

ー

ス

で

洗

ふ

、

自

に

き

れ

い

に

な

る

。

今

日

此

頃

め

づ

ら

し 

武

道

は

練

兵

場

で

十

三

学

級

と

方 （

匍

復
匐 

カ
）

前

を

し

て

と

つ

げ

き

し

て

つ

く

。

帰

舎

し 

問

四

ツ

。

化

学

、

塩

酸

の

製

法

を

あ

は
（
わ
）

て

て

ア

ン

モ

ニ

ア

ノ

製

法

を

や

る

。

又

あ

と

す

る

。

修

公

は

自

習

。 

罰

を

あ

た

へ

る

。

又

道

路

を

歩

く

の

を

も

っ

と

早

く

せ

よ

。

授

業

、

数

学

、

二

次

三

項

式

ノ

異

符

号 

牛

馬

車

又

電

動

車

運

転

士

□

□

に

や

た

ら

に

乗

ら

な

い

事

。

も

し

み

つ

か

っ

た

ら

其

の

場

で 

く

あ

か

を

取

り

さ

る

。

昼

食

後

十

二

時

十

分

よ

り

工

廠

長

訓

辞

あ

り

。

寄

宿

舎

通

路

、

廠

内

で 

体

操

も

や

ら

ず

朝

た

の

ま

れ

た

松

本

甲

板

の

ズ

ボ

ン

、

シ

ャ

ツ

ヲ

洗

ふ

。

大

至

急

洗

ふ

。

よ 

っ

た

ら

班

長

が

一

銃

ま

で

ガ

ス

燈

を

も

ち

に

い

っ

て

く

れ

と

い

っ

た

の

で

取

り

に

行

。

帰

校

し 

又

へ

ん

こ

う

と

み

へ

て

五

時

に

な

る

。

寄

実

習

に

行

。

何

も

す

る

事

は

な

い

。

帰

る

時

刻

に

な 

へ

は

こ

な

く

て

よ

か

っ

た

。

本

日

の

総

員

起

し

は

カ

ク

セ

ー

キ

で

は

五

時

半

と

知

ら

せ

て

下

さ

っ

た

が 

 

夜

警

戒

に

な

り

ラ

ジ

オ

よ

り

情

報

が

多

数

入

っ

た

。

大
（
多
）

く

は

島
（
志
摩
）

半

島

北

上

ば

か

り

、

此

ち

ら 

三 

信 受 

  

日 

火 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

む
だ
話 

す
る
な 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

 

特 
 

記 

七 

 

月 

今
頃
目
上
の
方
方
に
良
く
注
意
さ
れ
る
。
今
後
そ
ん
な
に
注
意
さ
れ
な
い
様
に
す
る
こ
と 

  

も

ち

が

良

く

な

っ

た

。 

し

帰

舎

。

食

事

に

か

ゝ

ら

う

と

し

た

ら

、

夕

立

が

降

り

出

し

た

。

水

曜

日

で

入

浴

あ

り

。

き 

三

角

形

の

分

類

、

△

ノ

合

同

二

、

終

結

ま

で

時

間

来

た

の

で

証

明

は

ぶ

く

。

大

外

の

掃

除

を

す

ま 

物

理

、

宿

題

を

は
（
わ
）

す

れ

た

者

は

白

い

も

の

を

か

ほ
（
お
）

に

ひ

げ

の

ご

と

く

つ

け

ら

れ

た

。

斜

面

を

す

る

。

幾

何

、 

せ

ん

ま

で

電

動

車

に

よ

っ

て

は

こ

ぶ

。

授

業

、

教

練

、

分

隊

編

成

、

散

開

法

を

な

ら

ふ

。 

の

話

を

す

る

特

長

な

の

だ

そ

う

だ

（

五

期

生

い

は
（
わ
）

く

）
。

廠

内

実

習

は

整

理

場

か

ら

工

具

を

そ

く 

が

ま

だ

お

前

達

の

た

い

ど

は

は

な

は

だ

い

か

ん

で

あ

る

と

い

っ

た

。

は

な

は

だ

い

か

ん

で

あ

る

と

い

ふ

事

は

、

主

事 

せ

ら

れ

た

。

又

お

前

達

は

当

廠

へ

入

廠

し

て

か

ら

数

月

に

な

る

。

又

お

そ

い

の

は

半

月

ぐ

ら

い

だ 

 

朝

礼

、

主

事

先

生

よ

り

昨

日

廠

内

か

ら

廠

長

の

訓

辞

あ

っ

た

の

を

又

か

ん

た

ん

に

話 

い

ど

が

非

常

に

悪

い

、

今

後

注

意

せ

ろ

。 

さ

れ

る

。

又

当

直

副

寮

長

（

北

原

寮

長

）

よ

り

此

頃

暑

く

な

っ

た

せ

い

か

廠

内

実

習

の

た 

 

花

井

副

舎

監

よ

り

、

聖

訓

五

ヶ

条

を

は

う

し

ょ

う

す

る

さ

い

頭

が

う

ご

く

と

、

点

呼

の

時

注

意 

四 

信 受 

  

日 

水 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴
後
曇 

   

廠
内
実
習 

整
理
場
か
ら
電
動
車
で
工
具
を
そ
く
せ
ん
ま
で
運
ぶ 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

正
義
の
道
に 進

め 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

  

別
課 

 

私
物
検
査 

特 
 

記 

七 
森
田
泰
彦
君 

月 

  

で

ほ

ま

と

め

て

含（

舎

）

生

に

は （

わ

）

け

た

。 

取

上

げ

ら

れ

な

か

っ

た

。

又

飲

食

物

を

大
（
多
）

く

持

参

し

て

い

る

者

も

多

く

、

甲

板

係

室 

く

。

別

課

に

私

物

検

査

、

名

前

が

書

い

て

な

い

も

の

は

と

り

上

げ

ら

れ

た

。

私

は

な

に

も 

て

す

ま

な

い

の

で

さ

っ

そ

く

手

紙

を

出

す

。

今

日

は

整

備

作

業

。

三

井

君

と

絵

を

書 

泰

彦

君

か

ら

七

月

一

日

の

外

出

で

家

に

こ

な

か

っ

た

、

家

で

は

大

部

ま

っ

て

い

た

ら

し

い

。

家

に

対

し 

時

間

は

あ

る

か

ら

洗

濯

し

て

い

た

ら

、

家

か

ら

手

紙

が

来

た

と

今

田

君

が

い

っ

た

の

で

う

け

と

っ

た

ら

、 

肉

う

ま

い

。

又

豆

が

糖

で

に

た

の

又

う

ま

い

。

体

操

は

警

戒

で

あ

っ

た

の

で

取

止

で

あ

っ

た

の

で

、 

を

一

、

二

時

間

応

接

室

で

す

る

と

い

っ

た

。

明

日

か

ら

帳

面

を

も

っ

て

行

こ

う

。

食

事

 

か

（

お

）

ず

は 

る

。

係

官

が

明

日

か

ら

材

料

班

と

は

ど

う

す 

う

（

い

う

）

も

の

か

と

い

ふ

事

を

を（
教

し）

へ

る

た

め

座

学 

も

っ

て

来

い

と

い

っ

た

の

で

も

ち

に

行

。

又

池

田

班

長

が

帳

面

と

鉛

筆

を

も

っ

て

来

て

下

さ 

班

長

は

外

山

工

手

と

は
（
わ
）

か

っ

た

。

机

も

梯

掛

が

な

か

っ

た

の

で

、

池

田

班

長

が

防

空

壕

あ

る

か

ら 

 

本

日

よ

り

実

習

す

る

班

が

第

一

材

料

班

に

代

る

。

一

寮

の

池

田

班

長

が

い

る

班

だ

。 

五 

信 受 

森
田
泰
彦
君 

 

日 

木 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

道
路
上
に タ

ン
．
．
を
は
く
な 
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信 

発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

 

特 
 

記 

七 

 

月 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令
台
前
へ
整
列
し
た
が
、
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
や
り
出
し
た
の
で 

 

杦
本 

帰

舎

、

外

筏

班

長

は

体

の

ぐ

あ

い

悪

く

一

号

室

で

休

ん

で

い

ら

れ

る

。

別

課

は

一

度

号 

例

ト

問

ヲ

五

題

ス

ル

。

材

料

ハ

先

生

が

い

な

い

の

で

指

導

員

の

も

と

道

路

の

草

取

。 

た

。

と

て

も

だ

し

が

出

て

う

ま

い

。

授

業

、

物

理

、

回

転

の

移

動

。

数

学

、

平

方

式

ヲ

作

ル

コ

ト

、 

後

藤

甲

板

係

よ

り

た

の

ま

れ

た

洗

濯

物

を

洗

ふ

。

め

し

の

中

に

し

い

た

け

が

入

っ

て

い 

下

さ

る

。

又

明

日

係

官

が

私

達

に

教

育

し

て

下

さ

る

と

班

長

が

い

っ

た

。

帰

校

し

朝

、

今

泉

、 

料

班

は

何

を

し

て

い

る

か

を

材

料

班

は

せ

る

所

が

な

い

の

で

二

外

を

か

り

て

話

し

し

て 

用

門

を

利

用

せ

づ

堂

々

と

正

門

を

利

用

し

て

入

っ

て

こ

い

。

実

習

は

班

長

よ

り

、

材 

合

の

時

べ

ち

や
〳
〵
話

を

し

て

い

た

ら

外

へ

つ

ま

み

出

す

。

養

成

所

へ

入

る

時

通 

 

朝

礼

前

、

山

下

上

曹

よ

り

注

意

あ

り

。

一

、

道

路

上

に

た

ん
．

．
を

出

す

な

。

二

、

集 

六 信 

受 

  

日 

金 

出支ノ日

本 
曜 

日    

象 気 

  

円 

晴 

   
廠
内
実
習 

班
長
よ
り
材
料
班
は
ど
う
ゆ
う
仕
事
を
し
て
い 

 
 
 
 

る
か
を
お
し
へ
て
も
ら
ふ 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

つ
ね
に
体
は ■

清
潔
に 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

午
后
、
廠
内
医 

務
部
へ
血
液
を 

調
べ
に
行 

 

私
は
Ａ
型
な
り 

特 
 

記 
七 

 

月 

    

四

時

半

。 

に

む

か

ふ

。

約

一

時

間

廠

内

に

い

た

。

私

は

学

校

で

計

っ

た

通

り

Ａ

型

で

あ

る

。

帰

校

し

た

の

が

十 

ク

を

通

じ

て

話

あ

っ

た

の

で

集

合

。

一

度

教

室

に

入

り

用

紙

に

氏

名

を

書

い

て

廠

内

医

務

部 

宿

舎

事

務

室

の

方

よ

り

、

一

、

三

学

級

は

血

液

を

し

ら

べ

る

か

ら

号

令

台

前

整

例
（
列
）

ト
（
と
）

、

マ

イ 

せ

と

共

に

働

い

て

作

っ

た

じ
が
い
も

（

じ

ゃ

が

い

も

）

に

豚

肉

、

玉

ね

ぎ

。

実

に

う

□

ま

か

っ

た

。

十

二

時

十

分

頃

寄 

頃

解

除

に

な

っ

た

。

体

操

も

元

気

一

杯

で

す

ま

せ

昼

食

に

向

ふ

。

昼

食

の

か
す

（
お
か
ず
）

は

あ 

め

づ

ら

し

く

体

操

を

す

る

。

二

工

員

の

所

ま

で

来

た

ら

警

戒

報

に

な

り

、

体

操

を

や

る

五

分

前 

と

い

っ

て

紙

を

下

さ

っ

た

。

又

係

官

の

方

が

こ

な

か

っ

た

の

で

各

自

が

自

習

。

昼

食

帰

校

。 
さ

つ

を

し

、

我

等

の

先

輩

は

お

早

よ

う

と

。

池

田

班

長

が

紙

を

も

っ

て

来

て

帳

面

を

作

れ 

 

朝

礼

の

時

、

小

雨

が

降

っ

て

来

た

が

今

は

良

い

天

気

に

な

っ

た

。

実

習

に

行

。

班

長

に

あ

い 

七 

信 受 

  

日 

土 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   
廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

明
朗
□
斗 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

大
詔
奉
戴
日 

    

授
業
金
曜
日 

の
科
業
す
る 

夕
食
代
用
食 

 

八
時
―
八
時
半 

夜
間
訓
練 

  

寄
宿
舎 

 

警
戒
当
番 

（
六
直
） 

 

主
事
よ
り
し
か
ら
れ
る 

特 
 

記 
七 

 

月 

 

り

ど

う

さ

は

実

に

よ

い

と

ほ

め

ら

れ

た

。 

寄

宿

舎

警

戒

当

番

（

六

直

） 

 

夕

食

は

代

用

食

。

う

ま

い

。

一

人

三

ツ

。

八

時

―

半

ま

で

夜

間

訓

練

。

神

谷

副

舎

監

よ 

習

工

の

く

づ

と

い

は
（
わ
）

れ

て

し

ま

つ

た

。

数

学

、

一

元

二

次

方

程

式

。

材

料

は

先

生

が

い

な

い

か

ら

自

習

。 

務

の

方

が

怒

っ

て

か

け

足

、

方 （

匍

復
匐 
カ
）

前

。

後

主

事

先

生

よ

り

も

の

す

ご

い

注

意

さ

れ

、

三

学

級

は

今

度

の

見 

務

の

方

か

ら

一

時

間

作

業

す

る

か

ら

出

よ

と

い

っ

た

。

そ

し

た

ら

三

井

、

平

林

の
「

ち

や

。
」

っ

た

言

葉
を

聞

い

た

教 

所

ま

で

来

た

ら

、

夕

食

の

代

用

食

を

一

工

員

が

は

こ

ん

で

い

た

。

授

業

、

物

理

、

先

生

が

い

な

い

の

で

教 

又

一

寮

小

須

田

班

長

（

設

計

）

が

帳

面

を

も

っ

て

来

て

く

れ

る

。

池

田

班

長

が

は
（
わ
）

た

さ

れ

た

哨

所

の 

か

し

て

実

習

は

に

向

ふ

。

式

□

□

を

や

っ

た

の

で

作

業

係

に

つ

い

た

の

が

八

時

十

分

前

で

あ

っ

た

。 

 

大

詔

奉

戴

日

で

あ

る

。

正

門

に

は

国

旗

が

か

ゝ

げ

ら

れ

て

い

る

。

詔

書

奉

戴

式

を

す

ま 

点

呼

に

二

度

出

た

。

皆

と

一

諸 （

緒

）

に

お

き

団

体

生

活

に

な

れ

様

と

努

力

し

て

い

る

。 

前

達

は

そ

ん

な

事

は

し

な

い

様

。

又

長

濱

舎

監

よ

り

副

舎

監

よ

り

話

あ

り

た

る

様

に

又 
又

三

寮

か

ら

何

か

を

ぬ

す

む

者

が

出

た

、

は

ん

人

は

は
（
わ
）

か

っ

て

注

意

を

あ

た

へ

た

が

、

今

後

お 

 

点

呼

の

時

、

花

井

当

直

副

舎

監

よ

り

朝

の

集

合

状

態

は

非

常

に

よ

い

と

ほ

め

ら

れ

た

。 

八 

信 受 

  

日 

日 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   
廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

歩
行
の
速
度
を 早

く
せ
よ 

 

国旗の絵 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

本
日
よ
り
実
習

は
午
后
な
り 

 

 

実
習
整
列 

出
発
し
た
ら
空
襲 

 

総
員
た
い
ひ 

敵
の
や
ろ
う
見
る 

     

特 
 

記 
七 

森
田
周
一
郎
様 

月 

 

こ

ぶ

。

夜

中

お

き

て

い

た

の

で

体

が

ひ

へ
（
え
）

て

寒

い

。

三

時

頃

解

除

。

朝

の

総

員

起

し

五

時

半

。 

を

格

車

に

つ

み

こ

む

。

就

寝

後

（

十

時

半

頃

空

襲

、

後

総

員

た

い

ひ

。

甲

板

係

の

荷

物

を

は 

三

人

で

鋳

造

、

鍛

錬

を

見

学

に

行

。

後

そ

く

線

へ

材

料

班

と

階

上

の

見

習

工

出

身

全

員

材

料 

総

員

た

い

ひ

に

な

っ

た

の

で

、

又

寄

宿

舎

の

防

空

壕

に

と

び

こ

む

。

実

習

に

行

。

池

田

班

長

と

足

立

君

と 

 

か

（

お

）

づ

は

じ（

や
が
い

じ

ゃ

が

い

も
の

も

の

）

に

た

の

。

う

ま

か

っ

た

。

実

習

に

行

。

寄

宿

舎

正

門

を

出

た

ら

空

襲

に

な

り 

 

物

理

、

物

ノ

座

り

、

運

動

法

則

ノ

其

一

。

幾

何

、

三

角

形

合

同

（ⅰ
ⅱ

ⅲ

）

を

す

る

。

昼

食

の

中

に

サ

ケ

。 

先

生

よ

り

三

学

級

は

く

ず

と

い

は （
わ
）

れ

た

が

、

今

日

は

一

番

良

い

と

山

下

上

曹

よ

り

い

は （
わ
）

れ

た

。 

い

も

□

て

た

し

で

た

の

む

と

山

下

上

曹

で

ほ

を

ゆ

う

。

い

つ

も

三

学

級

山

下

上

曹

ほ

め

る

な

。

昨

日

は

主

事 

を

し

て

休

む

。

又

養

成

所

の

ほ

う

す

い

長

が

車

を

ひ

い

て

通

っ

た

の

で

、

三

学

級

め

し

が

少

い

の

で

教

練

や

れ

な 

教

練

は

頭

を

つ

か

ふ

か

ら

陸

戦

術

教

科

書

を

よ

く

読

ん

で

お

く

様

に

と

さ

。

銃 

い

と

い

は
（
わ
）

れ

た

。

又

私

も

穴

を

利

用

し

た

の

で

森

田

は

よ

し

い

□

は

れ

る

。

此

れ

か

ら

の 
撃

を

す

る

。

分

隊

下

士

は

久

野

。

ふ

せ

の

時

、

穴

を

利

用

し

た

の

で

今

の

分

隊

下

士

は

良 

 

教

練

は

一

番

楽

し

い

。

今

日

は

散

開

の

練

習

。

私

は

竿

方

散

開

よ

り

右

に

散

っ

て

突 

九 

信 受 

  

日 

月 

出支ノ日

本 
曜 

日    

象 気 

  

円 

晴 

   
廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

き
び
〳
〵
と
し
た 

た
い
ど
を
と
れ 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

      

特 
 

記 
七 

 

月 

  

い

る

。

又

今

日

の

就

寝

は

八

時

。 

別

課

は

や

め

よ

と

副

寮

長

が

い

っ

た

。

又

他

ノ

者

達

は

各

寮

へ

つ

な

ぐ

。

巡

検

路

を

作

っ

て 

私

達

は

大

は（

は
て

慌
て 

カ
）

に

に

げ

た

。

帰

舎

し

別

課

を

し

よ

う

と

し

た

ら

、

少

し

つ

か

れ

て

い

る

か

ら 

帳

簿

を

う

つ

し

に

行

。

見

学

し

て

い

た

ら

火

の

か

た

ま

り

が

あ

の

う

ご

く

も

の

に

つ

ら

れ

て 

し

机

の

中

に

入

っ

て

い

た

。

実

習

、

又

池

田

班

長

と

足

立

君

と

三

人

で

鋳

造

工

場

へ

何

か

の 

た

ゲ

ー

ト

ル

を

□

□

洗

ふ

。

部

屋

に

入

っ

た

ら

班

長

さ

ん

が

下

さ

っ

た

と

い

っ

て

空

ま

め

が

少 

で

指

導

員

の

方

が

つ

れ

て

い

っ

て

下

さ

っ

て

休

む

。

昼

食

後

、

松

本

班

長

に

朝

た

の

ま

れ 

君

愛

国

の

始
（
初
）

め

を

や

り

か

か

っ

た

ら

授

業

終

っ

た

。

武

道

は

銃

架

の

お

い

て

あ

る

方 

ソ

ー

ダ

、

教

科

書

に

は

出

て

い

な

い

様

だ

。

修

公

、

又

ね

む

く

な

る

ぞ

。

敬

神

宗

祖

を

や

り

忠 

む

つ

か

し

い

。

も

っ

と

努

力

し

て

勉

強

に

励

む

よ

う

に

心

掛

け

よ

。

物

象

化

学

、

炭

酸

ソ

ー

ダ

、

苟

性 
勤

あ

け

の

班

長

の

も

と

に

甲

板

掃

除

す

ん

で

出

勤

。

授

業

、

代

数

、

二

次

方

程

式

、

平

方

式

、

な

か
〳
〵 

 

総

員

起

し

五

時

半

。

た

ゞ

ち

に

食

卓

番

□

ひ

ら

け

、

他

の

者

は

人

員

調

べ

に

出

る

。

出

勤

前

、

夜 

十 

信 受 

  

日 

火 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   
廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

努
力 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

 

夕
食
時 

に
は
汁
粉 

 

つ
く 

 

う
ま
い
〳
〵 

    

特 
 

記 

七 

 

月 

   

巡

検

あ

り

。

早

く

就

寝

す

。 

□
も

ち

も

入

っ

て

い

た

。

米

で

作

っ

た

の

だ

ら

う

。

あ

ん

な

に

う

ま

い

の

は

始 （

初

）

め

て

だ

。 

う

ま

い
〳
〵
大

の

食

器

に

一

ぱ

い

 

う

ま

い

よ

。

先

の

汁

粉

よ

り

も

の

が

ち

が

ふ

。

あ

ま

く

て 

は

汁

粉

が

あ

る

そ

う

だ

。

夕

食

が

ま

ち

ど

し

く

て

た

ま

ら

な

い

。

食

卓

番

整

例
（
列
） 

帳

面

を

も

っ

て

い

っ

て

自

習

を

す

る

。

今

日

は

鋳

造

へ

は

行

か

な

か

っ

た

。

今

日

の

夕

食

事

に 

む

と

良

い

が

な

か
〳
〵
や

み

そ

う

な

い

な

ー

。
数

学

、

幾

何

、

平

行

線

。

実

習

雨

が

降

る

。 

科

書

を

す

る

。

伝

令

及

斥

候

を

主

に

す

る

。

物

理

、

運

動

ノ

第

二

法

則

。

雨

は

早

く

や 

朝

礼

は

寄

宿

舎

で

す

ま

し

各

自

養

成

所

出

発

。

教

練

は

雨

が

降

っ

て

い

た

の

で

陸

戦

術

教 

家

へ

帰

る

。

又

寮

長

、

副

寮

長

も

休

業

で

外

出

す

る

そ

う

で

あ

る

の

で

、

に

ぎ

り

を

作

る

（

階

上

の

□

□

） 
す

ま

せ

る

。

今

日

休

業

の

班

長

も

い

る

。

松

本

班

長

は

福

井

へ

疎

開

す

る

の

で

最

後

の

外

泊

で 

 

今

日

の

総

員

起

し

五

時

半

と

。

少

し

雨

が

降

っ

て

い

る

様

で

あ

る

か

ら

朝

礼

点

呼

は

通

路

で 

十
一 

信 受 

  

日 

水 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

雨 

   
廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

迅
速 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

 

汁
粉
代
金 

 

十
一
銭 

 

 実
習
は 

第
二
材
料
班 

に
代
る 

 

 

班
の
仕
事 

明
日
せ
つ
め
い 

   

特 
 

記 
七 

 

月 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

実

習

に

向

ふ

ラ

ッ

パ

は

勇

ま

し

い

 

和

夫 

頃

ま

で

。 

今

日

、

誤
（
娯
）

楽

室

で

自

習

す

る

（

点

呼

後

）
。

夜

空

襲

で

総

員

起

し

。

十

一

時

頃

か

ら

二

時 

仕

事

を

手

伝

ふ

。

二

材

の

事

な

に

を

し

て

い

る

か

と

い

う

事

は

明

日

お

知
（
し
）

へ

る

か

ら

と

い

っ

た

。 

を

思

っ

て

い

る

と

。

実

習

、

今

日

よ

り

第

二

材

料

班

に

代

る

。

○

○

技

手

に

あ

い

さ

つ

し

班

の 

人

間

に

な

ら

な

い

様

に

話

し

た

り

、

家

へ

出

る

時

な

ん

と

い

っ

て

来

た

。

父

母

は

い

つ

も

お

前

達

の

事 

だ

頭

に

浮

ん

で

来

る

。

式

も

安

く

出

来

る

。

武

道

は

雨

が

降

っ

て

い

る

の

で

指

導

員

の

方

が

悪

い 

+
b

x
+

c
=

○

ト

い

ふ

様

な

公

式

。

高

二

の

時

も

今

後

必

要

だ

か

ら

お

ぼ

へ

て

お

け

と

い

っ

た

の

が

い

ま 

た

か

試

験

す

る

。

そ

の

つ

も

り

で

化

学

、

電

気

分

解

、

電

離

。

数

学

、

高

二

で

習

っ

た

公

式

、

a
x
 

期

と

平

安

朝

時

代

に

お

け

る

外

来

文

化

ノ

醇

化

。

最

後

に

来

週

の

今

日

皆

な

が

ど

ん

な

に

は
（
わ
）

か

っ 

誌

も

ろ

く

に

書

け

な

い

。

養

成

所

教

室

で

書

く

日

が

多

い

。

歴

史

、

万

葉

集

ノ

三

期

四 

時

間

が

長

い

の

で

よ

い

。

雨

の

降

る

日

に

は

寄

宿

舎

で

や

る

の

だ

か

ら

、

今

此

頃

い

そ

が

し

い

の

で

日 
だ

の

か

と

思

っ

た

。

雨

が

降

っ

て

い

る

の

で

暗

い

。

人

員

調

べ

も

通

路

で

や

る

。

出

勤

整

列

は 

 

班

長

が

当

直

で

あ

る

か

ら

不

寝

番

が

三

十

分

前

に

起

し

に

来

た

。

□

い

総

員

起

し 

十
二 

信 受 

  

日 

木 

出支ノ日本 曜 

日 

  

汁
粉 

象 気 

  

円 

雨
曇 

  

十
一 

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

   

一 

  

不
寝
番 

 

二
直 

特 
 

記 
七 

 

月 

  

て

お

い

で

に

な

る

。

不

寝

番

一

直

八

時

二

十

分

よ

り

十

時

ま

で

、

一

時

間

四

十

分

を

す

る

。 

又

、

西

豊

川

北

東

門

へ

丸

田
（
太
）

を

は

こ

び

に

行

。

庁

舎

ま

で

か

つ

ぐ

。

帰

舎

。

松

本

甲

板

家

か

ら

帰

っ 

話

を

さ

れ

る

。

実

習

、

一

倉

庫

へ

釘

を

も

ち

に

行

っ

た

ら

防

火

訓

練

し

て

い

た

の

で

く

れ

な

い

。 

敵

が

上

陸

し

て

来

る

様

に

な

っ

た

ら

お

前

達

が

一

番

と

な

っ

て

働

く

の

で

あ

る

か

ら

と

色

々

な 

先

の

と

が

っ

た

木

銃

を

も

っ

て

戸

澤

指

導

員

の

方

が

銃

架

の

お

い

て

あ

る

西

側

で

、 

四

時

間

目

は

指

導

員

の

方

が

号

令

台

前

へ

集

合

だ

と

い

っ

た

の

で

な

ん

だ

と

思

っ

て

い

っ

た

ら

、 

公

式

で

あ

る

。

良

く

お

ほ

べ （

マ

へ マ

）

よ

う

。

材

料

は

教

務

の

方

よ

り

二

時

間

自

習

せ

よ

と

通

知

あ

り

。 

間

が

は
（
わ
）

か

る

。

約

四

十

五

秒

で

あ

る

。

数

学

、

代

数

。

先

日

は

公

式

ノ

中

第

一

ノ

方

だ

が

今

日

は

第

二

の

方 

ぬ

う

。

授

業

、

物

理

、

打

撃

、

衝

突

。

落

下

運

動

で

Ｂ

29

の

爆

弾

の

一

万

米

で

落

下

速

度

の

時 

ほ

こ

ろ

び

た

先

頭

帽

子

を

修

理

す

る

。

工

廠

へ

来

る

時

、

母

が

ぬ

っ

て

く

れ

た

通

り

に

見

て 

 

舎

号

令

台

前

は

ぐ

ち

や

で

あ

る

の

で

人

員

調

べ

も

通

路

で

ま

ま

す

。

出

勤

前

ま

で 

 

空

襲

が

あ

っ

て

も

な

く

て

も

起

床

は

五

時

半

で

あ

る

。

昨

夜

起

き

た

の

で

ね

む

い

。 

十
三 

信 受 

  

日 

金 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

曇
晴 

   
廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

 

七
月
八
日
の
日 

主
事
先
生
よ
り 

し
か
ら
れ
た
話
を 

総
員
の
前
で
主
事 

放
送 

    

特 
 

記 

七 

 

月 

   

底（
低
）

空

飛

行

を

や

ら

せ

ら

れ

て

し

ま

っ

た

。

今

後

き

を

つ

け

る

。 

仕

事

に

あ

た

れ

と

し

か

ら

れ

た

。

又

点

呼

後

各

班

長

に

此

頃

や

る

き

な

く

だ

ら

け

て

来

た

と 

か
（
ら
）

自

習

し

て

お

れ

と

い

う

。

点

呼

の

時

、

明

日

の

偶

数

班

の

外

出

の

話

し

と

、

そ

っ

せ

ん

し

て 

後

後

藤

甲

板

の

洋

服

を

洗

ふ

。

出

勤

、

実

習

に

行

。

来

て

も

役

長

は

い

ま

い

そ

が

し

い

か 

君

と

山

内

先

生

の

所

へ

い

っ

て

絵

又

字

を

書

く

。

私

は

小

間

物

爆

弾

と

い

ふ

や

つ

を

書

く

。

食 

い

感

じ

は

し

な

い

。

早

く

よ

し

て

く

れ

た

方

が

よ

か

っ

た

。

今

日

は

整

備

作

業

又

三

井 

七

月

八

日

の

日

に

主

事

よ

り

学

級

全

員

一

時

間

の

整

備

作

業

で

し

か

ら

れ

た

話

。

あ

ん

ま

り

良 

だ

ん

か

ら

練

習

し

て

お

け

。
」

朝

礼

の

時

主

事

先

生

よ

り

注

意

あ

る

。

理

由

は

三

学

級

の

こ

と

で

あ

る

。 

よ

り

集

合

の

し

か

た

が

お

そ

い

、

も

し

い

つ

た

い

ひ

命

令

が

出

、

か

け

走

し

て

壕

に

行

用

意

で

の

用

に

ふ 
思

い

飛

起

き

か

や

を

す

ば

や

く

た

た

み

五

分

前

を

ま

つ

。

出

勤

の

時

、

根

木

当

直

副

寮

長 

 

総

員

起

し

十

五

分

前

と

当

直

班

長

が

い

っ

た

。

ね

む

く

て

し

か

た

な

か

っ

た

。

団

体

生

活

と 

十
四 

信 受 

  

日 

土 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   
廠
内
実
習 

自
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

 

偶
数
班
外
出 

私
達
は
作
業 

昼
役 

 

空
襲
警
報 

Ｐ
51
来
襲 

 

養
正

（
成
）

講
堂 

映
画
見
学 

（
見
に
ゆ
か
な
か
っ
た
）

あ
ま
り
良
く
な
い 

ら
し
い 

     

特 
 

記 
七 

 

月 

洗

面

所

で

水

を

か

ぶ

る

。

と

て

も

き

も

ち

よ

い

。 

出

そ

う

だ

。

映

画

も

良

く

な

い

ら

し

い

。

帰

り

に

か

け

あ

し

を

や

っ

た

と

み

へ

て

皆

あ

せ

だ

く
〳
〵
。 

は

見
に

行
か

な
い

。
後
藤

が
外

出
し

家
か

ら
じ
ゃ

が
い

も
持

参
。

か
き
□

も
ち

も
く

れ
た
の
で
腹
一
ぱ

い
。

ま
げ

る

と 

場

内

へ

弾

が

内
（
入
）

っ

て

頭

後

を

ふ

し

ょ

う

さ

れ

た

。

今

日

養

成

講

堂

に

映

画

が

あ

る

か

ら

夕

食

早

し

。

だ

が

私 

せ

よ

と

注

意

さ

れ

て

し

ま

ふ

。

後

、

部

屋

に

入

り

先

の

次

の

整

理

を

す

る

。

私

達

の

班

長

が

銃

架

の

工 

二

寮

号

令

台

前

へ

整

列

し

、

花

井

副

舎

監

よ

り

、

た

い

ひ

の

時

は

靴

を

は

い

て

い

け

、

又

寝

具

を

持

参 

一

機

、

我

等

寄

宿

舎

上

空

を

低

空

で

お

そ

う

。

十

三

粍

□

が

な

り

出

す

。

や

が

て

解

除

に

な

っ

た

。

総

員 

で

あ

る

。

機

銃

砲

台

員

も

配

置

に

つ

い

て

い

る

。

そ

の

中

に

Ｐ

の

爆

音

が

き

こ

へ

る

。

そ

し

た

ら

Ｐ

の

や

つ 

に

取

り

か

ゝ

っ

た

ら

空

襲

報

に

な

っ

た

。

総

員

た

い

ひ

。

情

報

は

Ｐ

51

が

宇

治

山

田

付

近

を

北

上

中 

ト

ル

を

洗

っ

て

い

た

ら

警

戒

報

が

発

令

に

な

っ

て

、

部

屋

に

帰

っ

て

リ
ク
サ
ッ
ク

（

リ

ュ

ッ

ク

サ

ッ

ク

９

を

お

ろ

し

整

理 

懸

命

で

や

る

。

暑

い

の

で

上

着

を

取

っ

て

働

く

。

昼

食

後

は

身

の

回

り

の

整

理

。

毛

の

ゲ

ー 

お

□

ど

け

て

し

ま

っ

た

。

掃

除

終

了

後

、

一

、

二

、

三

寮

は

道

路

の

草

取

は

十

一

時

ま

で

一

生 
行

。

私

達

は

九

時

半

ま

で

各

部

屋

の

大

掃

除

。

畳

の

下

の

綿

ぼ

こ

り

に

は

の

み

が

多

数

。 

 

今

日

は

偶

数

班

の

外

出

で

あ

る

。

う

れ

し

そ

う

だ

。

朝

礼

後

、

寄

宿

舎

正

門

を

勇

し

く

出

て 

十
五 

信 受 

  

日 

日 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   
身
の
回
り
の
整
理
、
作
業
、
大
掃
除 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 

発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

  

昼
後 

空
襲
警
報 

 

今
日
は
そ
う
と
う
来
た 

 

別
課 

 

く
そ
川
の
横
側 

防
空
壕
堀 

 

組
を
作
っ
て
や
る 

   

特 
 

記 
七 

森
田
周
一
郞
様 

月 

   

別

課

は

防

空

壕

□

を

□

作

る

。

組

を

は
（
わ
）

け

各

自

作

っ

て

あ

る

所

す

い

た

所

を

へ
ら

（

選

）

び

き

ょ

う

そ

う

で

作

っ

た

。 

つ

す

。

幾

何

は

先

生

い
（
マ
マ
）

お

い

で

な

い

の

で

自

習

す

る

。

め

づ

ら

し

い

。

夕

食

は

か

ぼ

ち

や

。 

学

と

い

っ

て

出

発

し

た

が

、

取

り

や

め

て

授

業

す

。

□

化

学

、

先

生

が

い

そ

が

し

の

で

掛

図

を

見

て

う 

解

除

が

ま

ち

ど

し

い

。

警

報

解

除

に

な

り

私

達

奇

数

学

級

は

養

成

講

堂

へ

映

画

観

見 

隊

で

来

た

様

だ

。

此

ち

ら

へ

は

き
（
来
）

な

か

っ

た

が

、

小
（
少
）

し

Ｐ

51

が

来

た

様

だ

。

近

く

の

砲

台

が

な

っ

た

よ

。 

て

ほ

し

玄

関

ま

で

来

た

ら

、

空

襲

に

な

っ

た

の

で

洗

濯

物

は

取

り

よ

せ

る

。

総

員

た

い

ひ

。

今

日

は

大

へ

ん 

ふ

本

を

か

し

て

く

れ

た

の

で

分

子

式

を

う

つ

す

。

帰

舎

□

し

体

操

取

止

め

。

食

事

後

ズ

ボ

ン

を

洗

っ 

に

整

列

し

て

出

勤

す

る

。

又

、

庁

舎

に

行

て

も

自

習

し

て

い

る

。

四

期

生

の

人

が

化

学

要

点

の

研

究

と

い 

こ

ろ

び

し

た

の

で

、

か

へ

り

そ

こ

を

そ

ゝ

く

る

。

二

寮

号

令

台

前

は

水

び

た

ゞ

の

で

五

寮

号

令

台

前 

く

。

実

に

偉

い

様

で

あ

る

。

昨

日

、

立

っ

た

り

し

や

ん

が

だ

り

し

て

官

品

ズ

ボ

ン

の

縫

目

の

所

を

ほ 
日

当

直

で

あ

る

。

此

れ

か

ら

二

銃

の

第

一

、

二

分

工

場

の

者

は

班

長

出

勤

と

一

緒

に

出

勤

し

て

い 

 

夜

中

に

風

が

降
（
吹
）

き

雨

が

降

っ

た

の

で

方

々

は

水

た

ま

り

。

点

呼

は

舎

内

で

す

る

。

寮

長

は

今 

十
六 信 

受 

  

日 

月 

出支ノ日

本 
曜 

日    

象 気 

  

円 

晴 

   
廠
内
実
習 

自
習 

 
 

四
期
の
こ
に
化
学
の
本
を
か
り
る 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

体
を
清
潔 

 

106 



 

信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

      

特 
 

記 
七 

 

月 

    

物

を

も

ち

に

行

。 

作

業

を

す

ま

せ

て

帰

舎

す

る

。

又

各

部

屋

一

名

引

出

し

を

持

っ

て

一

寮

倉

庫

へ

配

給 

て

ぐ

ら
〴
〵
し

て

い

る

者

も

あ

っ

た

。

帰

校

し

た

の

が

三

時

五

分

前

。

分

た

ん

区

域

の 

指

揮

、

製

図

、

鍛

錬

、

旋

盤

、

仕

上

と

い

ふ

題

の

で

あ

っ

た

。

中

に

は

ね

む

く 

ま

っ

た

。

昼

後

、

養

成

講

堂

に

お

い

て

映

画

見

学

、

海

軍

艦

政

本

部

や

横

□

廠

の 

場

へ

ほ

し

た

の

も

大 （

台

い ）

な

し

だ

。

帰

舎

し

早

く

洗

濯

物

を

取

り

よ

せ

、

又

服

も

ぬ

れ

て

し 

た

洗

濯

物

を

ま

だ

し

め

っ

て

い

る

の

で

ほ

し

な

ほ

す

。

実

習

し

て

い

た

ら

雨

が

降

り

だ

し

た

。

物

灌 

起

し

は

五

時

四

十

五

分

。

総

員

起

し

五

分

前

で

食

卓

番

は

食

堂

へ

出

発

す

る

。

昨

日

と

り

よ

せ 

毛

風
（
布
）

を

も

っ

て

外

へ

出

、

一

人

で

草

の

上

に

毛

風
（
布
）

を

ひ

い

て

寝

た

。

た

い

ひ

も

と

へ

は

三

時

半

、

総

員 

 

夜

空

襲

に

な

り

総

員

た

い

ひ

。

壕

の

中

で

も

た

い

く

つ

だ

。

寝

た

く

て

も

せ

ま

く

て

寝

れ

な

い

。

私

は 

十
七 

信 受 

  

日 

火 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

雨 

   
自
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

 

空
襲
警
報 

 

総
員
起
し 

身
が
つ
か
れ
る 

 
 教

練 

野
外
教
練 

 

疎
開 

 

石
磠
配
給 

   

八
時
―
八
時
半 

防
火
訓
練 

特 
 

記 
七 

 

月 

 

線

に

第

二

運

動

法

則

、

□

射

線

の

掛

図

先

に

じ

ゆ

ん

備

室

で

私

が

書

い

た

の

だ

。 

削

の

二

つ

。

二

時

は

野

外

教

練

。

小

隊

疎

開

。

養

成

所

南

方

松

林

向

ふ

の

野

原

で

す

る

。

物

理

、

□

射 

武

装

し

た

ら

、

執

務

の

方

が

三

学

級

は

三

校

舎

の

階

上

で

映

画

と

い

っ

た

。

映

画

は

昨

日

見

た

製

図

、

旋 

 

食

後

、

昨

日

ぬ

れ

た

服

、

ズ

ボ

ン

、

シ

ャ

ツ

を

ほ

し

、

外

笩

班

長

の

上

着

を

洗

ふ

。

授

業

教

練 

か

さ

っ

ぱ

り

頭

に

し

み

こ

ま

な

い

。

よ

は

っ

た

よ

。

も

う

養

成

所

へ

帰

る

時

間

に

な

っ

た

。 

に

こ

ま

っ

た

話

な

ど

を

聞

く

。

も

う

材

料

班

も

今

日

で

最

後

だ

。

材

料

班

は

な

に

し

て

る 

は

見

習

工

出

は

小

使

の

用

に

と

り

あ

つ

か

は

れ

る

様

な

話

、

養

成

所

で

ね

む

か

っ

て

試

験 

れ

た

が

、

な

に

が

な

に

や

ら

は
（
わ
）

か

ら

な

か

っ

た

よ

。

そ

し

て

工

場

へ

配

属

さ

れ

て

か

ら

の

こ

と

や

、

作

業 

れ

て

自

習

す

る

。

そ

し

た

ら

四

期

生

の

伊

藤

君

が

材

料

班

は

な

に

を

し

て

い

る

か

を

話

し

て

く 

を

は

い

て

い

る

く

。

実

習

に

来

て

も

又

職

手

係

員

の

方

が

自

習

せ

よ

と

い

っ

□

た

の

で

、

机

に

も

た 

通

路

で

す

ま

せ

、

廠

内

実

習

は

た

ゞ

ち

に

出

発

。

下

駄

も

切

れ

そ

う

で

あ

る

か

ら

、

地

下

足

袋 
路

へ

お

り

、

し

け

を

し

う

と
〳
〵
し

て

い

た

。

□

明

朝

の

総

員

起

し

五

時

半

。

朝

礼

は

寄

宿

舎 

 

又

も

空

襲

。

総

員

起

し

。

い

つ

も

起

る

で

身

が

つ

か

れ

る

。

だ

が

た

い

ひ

は

し

な

か

っ

た

。

通 

十
八 

信 受 

  

日 

水 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   

自
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

実
習
す
る
班
が 

 

施
設
班
に
代
る 

    

六
月
分
食
費 

一
六
円
二
〇
銭 

出
す 

  ○
甲
板
付
や
め 

特 
 

記 

七 

 

月 

い
。 

か

ら

あ

ん

ま

り

急

が

し

い

様

な

い

事

嬉

し

い

。

甲

板

付

は

温

習

な

ん

か

□

ろ

く

に

出

来

な 

甲

板

係

が

よ

ん

で

い

る

と

い

っ

た

の

で

さ

っ

そ

く

い

く

と

甲

板

係

付

を

や

め

さ

せ

ら

れ

た

。

此

れ 

を

運

び

に

行

っ

た

が

運

ば

ず

に

帰

る

。

点

呼

後

、

誤
（
娯
）

楽

室

で

自

習

し

て

い

た

ら

私

を 

武

道

は

松

林

の

方

で

休

む

。

点

呼

後

授

業

後

、

十

女

子

寄

宿

舎

へ

防

空

壕

の

材

料 

お

い

で

に

な

る

。

物

象

、

化

学

、

電

気

説

明

。

電

気

の

応

用

又

メ

ッ

キ

の

し

方

を

お

し

へ

て

く

れ

た

。 

歴

史

、

試

験

す

る

と

い

っ

た

が

や

ら

な

く

自

習

。

途

中

少

佐

又

主

事

先

生

方

の

授

業

の

し

ぶ

り

を

見

に 

帰

る

。

帰

校

舎

し

後

藤

班

長

の

海

軍

ゲ

ー

ト

ル

を

洗

ひ

又

白

い

シ

ャ

ツ

を

洗

ふ

。

授

業

、 

ひ

も

と

へ

ね

む

く

て

し

か

た

な

い

の

で

顔

を

洗

ふ

。

時

計

を

見

た

ら

十

時

。

も

あ

と

二

十

分

や

っ

て 

い

ひ

。

壕

の

中

で

ね

む

く

な

っ

た

の

で

い

ね

む

り

し

た

。

又

皆

と

学

校

時

代

の

事

を

話

し

す

る

。

た

い 

代

っ

た

。

空

襲

警

報

Ｐ

51

が

廠

上

空

を

通

過

す

る

か

も

し

れ

な

い

と

い

っ

た

の

で

、

総

員

た 

が

空

襲

総

員

た

い

ひ

の

時

は

全

員

靴

を

は

い

て

い

く

様

に

。

今

日

よ

り

実

習

す

る

班

が

施

設

班

に 
ぶ

せ

を

や

ら

さ

れ

た

様

で

あ

る

。

出

勤

の

時

、

根

本

副

寮

長

よ

り

何

度

も

い

ふ

様

で

あ

る 

 

人

員

調

べ

の

時

、

山

下

副

舎

監

よ

り

ほ

っ

く

の

は

め

て

な

い

者

は

前

へ

出

て

防

空

壕

の

中

土

か 

十
九 

信 受 

  

日 

木 

出支ノ日本 曜 

日 

  

六
月
分
食
費 象 気 

  

十
六 

円 

曇 

  

二
〇 

施
設
班
に
代
る 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

       

Ｐ
51
当
廠
を 

お
そ
う 

 

油
断
な
ら
ぬ 

 
 

 

 

草
□
り
の 

配
給 

特 
 

記 
七 

 

月 

へ

行

、

鉄

橋

の

所

ま

で

む

か

へ

に

行

と

書

い

て

あ

る

。

ま

ち

ど

し

い

。 

帰

舎

し

た

時

、

□

山

重

兵

が

私

の

所

へ

弟

の

手

紙

を

も

っ

て

来

て

く

れ

る

。

見

れ

ば

、

二

十

九

日

の

日

に

工

廠

内 

時

に

は

就

寝

。

夜

警

戒

報

に

な

っ

た

が

、

空

襲

に

な

ら

な

か

っ

た

の

で

う

れ

し

か

っ

た

。 

帰

舎

草

り

の

配

給

あ

り

。

今

日

は

す

い

み

ん

不

そ

く

で

あ

る

の

で

温

習

時

間

を

ち

ゝ

め

、

八 

と

は

出

来

な

い

。

授

業

、

自

習

。

四

時

間

目

は

教

務

の

方

よ

り

い

ね

む

り

時

間

下

さ

る

。 

の

で

取

り

や

め

。

食

後

空

襲

、

総

員

待

避

Ｐ

51

当

工

廠

を

お

そ

う

。

今

後

油

断

す

る

こ 

ち

ゃ

ん

と

き

ま

っ

た

防

空

壕

へ

入

る

様

志
（
心
）

が

け

よ

。

昼

体

操

整

列

し

た

ら

警

戒

に

な

っ

た 

だ

け

防

火

訓

練

を

す

る

。

主

任

よ

り

何

事

も

か

け

足

で

す

る

。

又

重

用

物

品

を

持

出

す

こ

と

、 

の

時

、

鈴

木

当

直

寮

長

よ

り

、

廠

内

実

習

態

度

が

悪

い

と

注

意

さ

れ

、

実

習

、

□

機

銃

部 

副

寮

長

前

田

春

夫

で

あ

る

。

今

頃

始 （

初

）

め

て

甲

板

掃

除

を

す

る

。

な

か
〳
〵
す

べ

ら

な

い

。

出

勤

そ 

は

五

時

半

。

人

員

調

べ

。

舎

監

よ

り

各

寮

の

寮

長

、

副

寮

長

を

発

表

。

二

寮

長

は

名

倉

次

郎

、 

ら

し

く

照

明

弾

を

落

す

。

先

日

豊

橋

爆

撃

の

様

に

大

空

は

赤

く

染

っ

た

。

総

員

起

し 
で

あ

ん

き

し

た

ら

、

又

空

襲

に

な

り

総

員

待

避

。

敵

は

方

向

岡

崎

方

面

を

爆

撃

し

た 

 

敵

空

襲

。

総

員

起

し

、

通

路

で

お

り

し

け

を

し

て

待

き

し

て

い

た

。

空

襲

が

解

除

に

な

っ

た

の 

二
十 

信 受 

森
田
泰
彦 

 

日 

金 

出支ノ日本 曜 

日 

  

草
り 

象 気 

  

円 

曇 

  

九
十
五 青

写
真
を
色
鉛
筆
で
こ
く
書
く 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

油
断
大
敵 

 

110 



 

信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

       

大
雨
で
こ
ま
る 

 

歴
史
試
験 

特 
 

記 
七 

大
河
原
大
吉
様 

月 

も

っ

と

よ

く

勉

強

し

様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に

は

班

長

の

検

へ

つ

を

受

け

る

こ

と 

就 寝

）

す

る

と

き

は

復
（
腹
）

巻

き

を

ま

い

て

ね

る

こ

と

、

寮

長

よ

り

と

う

ぼ

う

を

し

な

い

事

、

手

紙

を

出

す 

 

温

習

の

時

、

二

寮

の

あ

の

防

空

壕

を

良

く

す

る

の

を

手

伝

に

行

。

点

呼

後

、

又

当

直

班

長

が

寝 （

就 

帰

舎

帽

子

を

少

し

ぬ

っ

て

防

空

壕

の

水

出

し

に

行

。

又

砲

台

の

水

も

つ

い

で

に

出

す

。 

の

し

っ

て

い

る

所

を

書

け

の

二

題

。

四

時

は

幾

何

、

系

の

１

２

３

４

５

６

を

す

る

。 

三

時

は

国

史

の

試

験

。

大

化

の

改

新

の

お

こ

な

は
（
わ
）

れ

た

理

由

と

今

古

古

今

和

歌

集 

て

も

雨

が

も

る

。

一

時

は

自

習

で

あ

る

。

二

時

は

や

っ

と

か

め

で

工

場

要

項

を

す

る

。 

所

へ

出

発

の

時

、

大

雨

大

風

。

と

て

も

た

ま

ら

な

い

。

教

室

に

入

っ

て

も

す

ご

い

こ

と

、

戸

を

し

め 

 

実

習

帰

に

は

雨

が

大

雨

に

な

り

、

ズ

ボ

ン

が

少

し

ゲ

ー

ト

ル

も

ぬ

れ

て

し

ま

ふ

。

養

成 

う
だ
の
で
、
各
班
暗
幕
を
な
を
し
て
い
る
。
け
つ
に
ゐ
ぶ
つ
が
出
来
て
い
た
い
。
よ
は

（
わ
）

っ
た
な
。 

こ

取

れ

て

し

ま

ふ

。

な

に

も

良

い

こ

と

は

な

し

。

紙

く

づ

の

袋

を

整

理

。

部

長

が

回

っ

て

来

る

そ 

に

入

っ

た

。

の

ど

が

い

た

い

。

実

習

に

行

も

だ

る

い

。

雨

が

急

に

降

り

出

す

か

ら

も

り

の

つ

ぎ

が

二

と 
し

。

雨

が

降

り

そ

う

で

あ

る

。

甲

板

掃

除

も

の

す

ご

く

し

ぼ

ら

れ

て

し

ま

っ

た

。

す

ん

で

部

屋 

 

総

員

起

し

十

五

分

前

の

号

令

が

響

き

は

た

る

。

び

っ

く

り

し

て

飛

び

お

き

る

。

天

気

は

悪 

二
十
一 信 受 

  

日 

土 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

雨 

   
廠
内
実
習 

 

紙
く
ず
を
整
理 

自
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

何
事
も ね

ん
を
入
れ
て 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

     

主
事
よ
り 

軍
機
風
紀 

を
み
だ
す
な
と 

 

特 
 

記 

七 

 

月 

 

い

て

注

意

あ

る

。 

野

中

が

各

班

長

に

精

神

棒

を

も

ら

っ

た

。

理

由

は

人

の

物

を

ぬ

す

ん

だ

り

し

た

の

で

。

又

名

札

に

つ 

で

休

む

。

帰

舎

し

別

課

は

防

空

壕

の

石

ひ

ろ

い

と

花

園

の

整

理

。

点

呼

後

、

十

四

号

室

の 

的

性

質

。

数

学

は

二

、

二

次

連

立

方

程

式

、

例

２

間
（
問
）

一

を

す

る

。

武

道

は

七

学

級

と

松

林 

農

園

の

草

取

。

ま

じ

め

で

や

れ

ば

何

も

面

白

い

。

化

学

、

イ

オ

ン

間

の

反

応

、

金

属

元

素

の

一

般 

習

各

工

場

を

回

ら

れ

る

か

ら

実

習

の

態

度

を

よ

く

す

る

様

に

。

第

一

時

間

だ

け

星

記

ろ

く

員

の

も

と

に 

ょ

う

が

悪

い

と

注

意

さ

れ

、

昨

日

か

ら

八

月

四

日

ま

で

軍

機

風

紀

を

乱

さ

な

い

様

に

各

部

長

が

実 

小

笠

原

班

長

の

作

業

服

を

洗

っ

て

号

令

台

前

整

列

。

舎

監

よ

り

、

ま

た

待

避

の

じ

ょ

う

き 

た

ゞ

時

間

を

ま

つ

ば

か

り

。

昼

出

勤

の

時

、

坂

神

地

区

Ｐ

51

多

数

来

襲

し

て

い

る

。

大

至

急 

を

す

る

。

実

習

に

出

発

。

銃

架

の

所

ま

で

来

た

ら

廠

長

と

あ

っ

た

。

実

習

も

何

も

す

る

こ

と

な

し

.

。 

掃

除

は

養

成

所

掃

除

だ

が

、

今

日

め

づ

ら

し

い

部

屋

の

食

卓

番

だ

か

ら

部

屋

の

掃

除 

 
良

い

天

気

だ

が

、

号

令

台

前

は

水

た

ま

り

が

多

い

の

で

舎

内

で

人

員

調

べ

を

す

る

。

今

日

の 

 

灯

下

警

戒

管

制

も

と

い

で

射

へ

い

幕

を

あ

け

た

。

昨

日

□

と

く

ら

べ

も

の

に

な

ら

な

い

ぐ

ら

い 

二
十
二 信 受 

  

日 

日 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

日
本
晴 

   
廠
内
実
習 

自
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

軍
機
風
紀
を 

み
だ
す
な 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

  

本
日
よ
り 

昼
前
授
業 

午
後 

実
習 

   

特 
 

記 

七 

森
田
正
明
様 

都
築
春
二
様 

月 

   

に
な
っ
た
。 

後

シ

ャ

ツ

が

あ

ま

り

く

さ

い

の

で

洗

ふ

。

パ

ン

ツ

と

ど

う

も

天

気

が

悪

く

な

っ

て

い

や

な

天

気 

し

て

も

ら

は

う

と

い

っ

た

ら

、

今

は

布

と

糸

が

な

い

か

ら

も

う

少

し

ま

っ

て

と

い

っ

て

こ

と

は

ら

れ

た

。

食 

定

理

や

系

定

義

等

。

帰

舎

し

食

事

前

、

班

長

の

服

を

寮

母

の

所

へ

も

っ

て

い

っ

て

な

ほ 

人

間

が

電

地
（
池
）

を

発

明

し

た

、

だ

か

ら

ボ

ル

タ

ノ

電

池

と

い

ふ

。

幾

何

、

平

行

四

辺

形

を

す

る

。 

ノ

電

池

。

外

国

人

は

自

分

で

発

明

し

た

も

の

は

す

ぐ

自

分

ノ

名

前

を

と

□

る

。

例

、

□

□

ボ

ル

タ

と

い

ふ 

 

擲

弾

箇

分

の

用

法

、

擲

弾

筒

分

隊

射

撃

を

お

そ

は

る

。

物

象

は

電

池

ボ

ル

タ 

礼

は

舎

内

で

す

ま

す

。

教

練

、

八

九

式

重

擲

弾

筒

、

擲

弾

筒

分

隊

、

散

開

種

類

、 

ば

ん

き

び

が

入

っ

て

い

る

。

た

ま

ら

な

い

。

食

堂

で

も

私

達

を

人

間

と

思

っ

て

い

な

い

様

だ

よ

。

朝 

だ

と

思

っ

た

ら

今

日

は

五

時

半

の

起

床

で

あ

る

。

朝

食

事

と

て

も

こ

は
（
わ
）

い

。

中

に

は

な

ん 

総

員

起

し

一

五

分

前

で

も

雨

が

降

っ

て

い

た

。

そ

し

て

な

か
〳
〵
総

員

起

し

に

な

ら

な

い

。

な

ん 

二
十
三 信 受 

  

日 

月 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

雨
後
晴 

   

廠
内
実
習 

自
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

食
事
は
静
か
に
良
く
か
ん
で 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

  

た
ま
ら
ん 

空
襲 

六
時
十
分
―
十
二
時 

十
二
時
―
一
時 

二
時
―
四
時 

   

特 
 

記 
七 

 

月 

   

い

っ

た

ら

解

除

に

な

っ

た

。 

た

ま

ら

ん

。

後

夕

食

事

ま

で

自

習

す

る

。

食

事

中

又

空

襲

に

な

っ

て

待

避

。

玄

関

ま

で 

が

せ

ん

。

工

場

出

勤

整

列

し

た

ら

、

又

空

襲

に

な

り

総

員

待

避

。

解

除

が

四

時

す

ぎ

、

と

て

も 

二

十

四

時

間

制

爆

撃

の

様

だ

。

解

除

に

な

っ

た

の

が

一

時

五

分

す

ぎ

。

食

事

な

ん

か

食

っ

た

様 

計

を

見

れ

ば

十

二

時

五

分

前

、

部

屋

に

帰

っ

て

や

れ
〳
〵
と

思

っ

た

ら

ま

た

空

襲

が

発

令

。

も

う 

血

け

つ

棒

が

な

い

。

又

壕

へ

ひ

き

か

へ

し

て

た

ら

中

に

あ

っ

た

。

外

出

ど

め

に

な

ら

ず

に

す

ん

だ

。

時 

な

か

っ

た

。

と

て

も

長

い

。

い

や

だ

。

や

っ

と

空

襲

解

除

に

な

っ

た

の

で

急

い

で

飛

び

出

す

。

そ

し

た

ら 

小

型

機

、

大

型

機

す

ご

い

様

だ

。

落

弾

し

た

所

も

あ

る

ら

し

い

。

ま

だ

工

廠

付

近

に

は

来 

っ
た
の
は
始

（
初
）

め
て
。
壕
の
な
か
に
で
も
ね
む
い
。
ぐ
う
〳
〵
寝

た

。

今

日

は

す

ご

い

空

襲

だ

。 
た

。

今

日

は

艦

□

さ

い

機

だ

ら

し

い

。

そ

の

う

ち

に

総

員

待

避

に

な

っ

た

。

朝

待

避

に

な 

 

朝

班

長

出

勤

整

列

少

し

前

警

戒

警

報

に

な

り

、

班

長

出

勤

の

頃

空

襲

に

な

っ 

二
十
四 信 受 

  

日 

火 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

曇 

   
一
日
中
空
襲 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

   

朝
よ
り
空
襲 

 

 

夕
食
汁
粉 

足
立
・
中
野 

両
君

入
院
ス 

赤
痢 

 

特 
 

記 
七 

 

月 

  

 
 
 
 
 
 
 

二

寮

総

員

隔

離

に

な

る

。

外

へ

出

る

こ

と

禁

ズ
。 

署

入

。

足

立

・

中

野

両

君

入

院

。 

は

病

院

へ

行

。

帰

舎

。

た

ゞ

ち

に

食

卓

番

は

出

発

。

お

か

ず

は

汁

粉

め

し

の

中

に

は

馬

鈴 

に

な

っ

た

の

で

や

れ

な

い

と

い

っ

て

帰

っ

て

く

る

。

帰

る

と

き

十

女

子

か

ら

□

□

□

材

料

を

は

こ

ぶ

。

足

立

君

達 

に

行

っ

て

も

空

襲

。

足

立

君

、

中

野

君

身

体

の

ぐ

あ

い

が

悪

い

の

で

病

院

へ

行

っ

た

ら

空

襲 

警

戒

に

な

り

と

て

も

た

ま

ら

な

い

。

食

事

は

空

襲

発

令

中

大

至

急

す

ま

す

。

実

習 

防

空

壕

へ

、

小

さ

い

者

は

寄

宿

舎

草

取

後

防

空

壕

へ

材

料

を

は 

ご 

ふ

（

運

ぶ

）

。

空

襲

に

な

り 

け

と

い

っ

た

の

で

砲

台

へ

行

つ

た

ら

、

寄

宿

舎

へ

行

け

と

い

は

れ

、

寄

宿

舎

に

つ

い

た

ら

大

き

い

者

は 

出

発

。

第

一

時

は

教

練

だ

の

で

武

装

し

た

ら

教

務

の

方

が

山

下

上

曹

の

砲

台

の

所

へ

行 

台

前

へ

整

列

し

た

。

約

八

時

頃

廠

内

実

習

者

は

出

発

、

座

学

の

者

は

養

成

所

へ 
空

襲

に

な

っ

た

の

で

、

大

至

急

食

事

を

す

ま

せ

た

ら

総

員

待

避

。

空

襲

解

除

に

な

り

、

五

寮

号

令 

夜

中

に

も

た

び
〳
〵

警

戒

警

報

に

な

っ

た

ら（
が
）

空

襲

に

な

ら

な

か

っ

て

良

か

っ

た

。

朝

食

の

時 

二
十
五 信 受 

森
田
泰
彦 

 

日 

水 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

曇 

   
廠
内
実
習 

 

書
類
う
つ
す 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

 

隔 離 中 

   

特 
 

記 
七 

森
田
周
一
郎
様 

月 

     

だ

と

い

っ

て

い

る

。 

あ

る

。

又

す

ん

で

休

ん

で

い

る

時

、

井

口

よ

り

き

け

ば

岡

崎

の

別

院

の

付

近

は

め

ち

ゃ
〳
〵 

も

四

寮

の

者

が

は

こ

ん

で

く

れ

た

。

二

時

頃

け

ん

べ

ん

検

査

を

す

る

。

江
（
肛
）

門

を

見

せ

る

の

で 

ん

と

も

な

く

な

く

な

る

。

部

屋

に

ぼ

さ

ー

と

し

て

い

る

の

は

た

る

い

こ

と

だ

。

昼

食 

部

屋

へ

入

っ

て

も

良

い

に（

ほ

い

匂

い

）

は

し

な

い

。

く

さ

く

て

し

か

た

な

い

。

だ

が

だ

ん
〳
〵
な

れ

ふ

と

な 

が

来

て

、

今

げ

り

を

し

て

い

る

者

を

し

ら

べ

た

。

そ

し

て

る

中

部

屋

は

消

毒

さ

れ

た

。 

い

る

の

は

。

そ

の

中

に

二

寮

総

員

二

寮

号

令

台

前

へ

整

列

し

、

医

部

の

方

か

ら

軍

医 
食

堂

へ

め

し

を

も

ら

い

に

行

っ

て

も

ら

ふ

。

又

洗

っ

て

来

て

も

ら

ふ

。

い

や

だ

、

一

日

中

部

屋

に 

 

二

寮

総

員

隔

離

に

な

っ

た

の

で

人

員

調

べ

は

通

路

で

す

ま

す

。

食

卓

番

は

四

寮

の

舎

生

に 

二
十
六 信 受 

  

日 

木 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

曇 

   
隔
離 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

 

隔 離 中 

     

教
練
試
験 

特 
 

記 
七 

 

月 

    

て

良

か

っ

た

。 

 

夜

二

十

三

時

頃

空

襲

警

報

。

総

員

起

し

。

待

避

に

な

ら

な

く

て

解

除

に

な

っ 

 

紙

を

家

に

あ

つ

ら

へ

る

。

家

に

帰

れ

な

い

と

は

つ

ら

い

。 

 

午

后

、

二

十

九

日

の

外

出

日

は

家

へ

い

け

れ

な

い

と

養

成

所

工

務

の

影

山

君

に

手 

し

に

行

く

。

夕

食

事

前

教

練

ノ

試

験

を

二

寮

号

令

台

前

で

す

る

。 

 
昼

前

は

各

自

自

由

温

習

。

午

后

入

浴

場

の

北

側

へ

二

寮

総

員

寝

具

を

ほ 

 

隔

離

中

部

屋

に

て

休

息 

 

二
十
七 信 受 

  

日 

金 

出支ノ日本 曜 

日 

  

汁
粉 

象 気 

  

円 

晴 

  

十 
隔
離
中 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

衛
生
に
注
意 

 

117 



 

信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

  

 

隔 離 中 

    

配
給
品 

鼻
紙 特 

 
記 

七 

 

月 

      

だ
。 

お

こ

し

洗

面

所

の

き
（ 

際

は）

の

電

灯

を

消

す

。

不

寝

番

で

空

襲

に

な

っ

た

の

は

始
（
初
）

め

て 

の

時

、

空

襲

警

報

が

発

令

に

な

っ

た

（

十

一

時

四

十

分

）
。

甲

板

係

、

寮

当

直

班

長

を 

り

す

る

も

の

を

全

部

洗

ふ

。

九

本

日

夜

不

寝

番

三

直

。

ち 

ょ 

う

（

調

 

 

と
度

）

番 

あ

る

。

昼

前

階

下

南

側

の

者

洗

濯

を

し

□

側

は

食

後

す

る

。

私

は

今

着

た

り

は

い

た 

に

な

り

情

報

も

多

く

入

っ

て

く

る

。

又

寄

宿

舎

南

側

の

新

し

い

防

空

壕

へ

入

っ

た

時

も 
少

し

た

る

い

な

あ

。

少

し

リ 

ク 

サ 

ッ 

ク

（

リ

ュ

ッ

ク

サ

ッ

ク

）

を

お

ろ

し

て

身

の

回

り

の

整

理

。

朝

か

ら

空

襲 

 

今

日

も

隔

離

だ

。

人

員

調

べ

も

食

卓

離

レ

だ

。

甲

板

掃

除

も

す

ま

せ

、

食

事

め

し

は 

二
十
八 信 受 

  

日 

土 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   
隔
離
中 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

隔
離
解
除 

 

食
券
買
ふ 

（
十
六
円
二
○
銭
） 

     

特 
 

記 
七 

 

月 

     

っ

つ

い

て

か

ゆ

い

。

浜

名

湖

附

近

艦

砲

撃

を

す

る

。 

夜

空

襲

警

報

。

総

員

起

し

。

あ

は
（
わ
）

て

て

寝

巻

の

ま

ゝ

服

を

き

て

た

い

ひ

し

た

の

で

、

の

み

が

く 

そ

し

た

ら

五

寮

が

き

て

二

寮

と

棒

た

ほ

し

す

る

。

二

寮

優

秀

。

夕

食

め

し

う

ま

い

。 

階

下

勝

ツ

。

又

養

成

所

の

方

で

棒

た

ほ

し

。

階

下

が

一

番

は

負

け

た

が

二

番

戦

は

び

く

と

も

し

な

い

。 

隔

離

解

除

と

放

送

さ

れ

る

。

文

大

外

が

少

し

よ

ご

れ

て

い

た

の

で

掃

除

。

後

、

別

課

ボ

ー

ル

な

げ

。 

円

二

○

銭

を

甲

板

事

務

室

へ

も

っ

て

い

く

。

三

時

頃

寄

宿

舎

事

務

室

の

方

よ

り

二

寮 

金

を

十

四

銭

出

し

、

又

後

、

今

夜

廠

内

で

い

る

食

券

を

買

ふ

。

三

枚

（

三

十

食

分

）

拾

六 
板

掃

除

。

と

て

も

し

ぼ

ら

れ

、

ひ

た

い

に

あ

せ

を

出

す

。

後

、

昨

日

配

給

の

鼻

紙

の

代 

 

今

日

牛

久

保

国

民

学

校

へ

海

軍

志

願

兵

検

査

に

行

者

が

あ

る

の

で

、

食

事

後

甲 

二
十
九 信 受 

  

日 

日 

出支ノ日本 曜 

日 

 

食
券
（
九
十
食
分
） 

鼻
紙 

象 気 

 

十
六 

円 

 

 

二
十 

十
四 

隔
離
中
ナ
リ
隔
離
解
除
ス 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

今
日
よ
り
出
勤 

 

終
末
試
験 

修
公
工
要
の 

 

試
験 

   

特 
 

記 

七 

森
田
周
一
郎
様 

月 

       

工

要

ノ

試

験

、

材

料

の

試

験

が

あ

る

予

定

で

あ

っ

た

が

、

待

避

で

時

間

が

つ

ぶ

れ

た

。 

に

帰

。

帰

校

は

□

か

け

歩

を

も

っ

て

す

る

。

食

事

後

二

時

半

ま

で

待

避

。

修

公

ノ

試

験

、 

思

っ

た

が

よ

か

っ

た

。

又

ふ

た

た

び

も

そ

ん

な

事

あ

り

。

木

工

へ

馬

車

を

お

い

て

、

す

ぐ

庁

舎 

う

だ

め

だ

と

思

ふ

。

敵

機

の

急

行
下

（
降 

下
）

す

ご

い

か

た

翼

か

ら

白

煙

を

ふ

き

我

は

死

ん

だ

と 

は

馬

車

を

木

工

工

場

へ

つ

れ

て

行

。

途

中

Ｐ

３１

当

廠

襲

フ

。

我

れ

は

あ

は
（
わ
）

て

て

ふ

せ

、

も 

寄

宿

舎

を

出

て

行

く

。

隔

離

も

解

除

に

な

っ

た

の

で

出

勤

。

朝

か

ら

空

襲

た

ま

ら

な

い

。

実

習 

 

総

員

起

し

と

ど

う

じ

に

食

卓

番

引

ケ

食

堂

へ

い

そ

ぐ

。

荒

木

は

海

軍

志

願

で

朝

早

く 

三
十 

信 受 

  

日 

月 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   
廠
内
実
習 

馬
車
を
木
工
へ
つ
れ
て
い
く 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

試
験
に
お
ち
い
る
な 

 

本
日
よ
り
六
期
見
習
科
工
員
終
末
試
験
（
三
十
日 

三
十
一
日
） 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

   

終
末
試
験 

材
料 

数
学 

物
象 

    

下
駄
鼻
尾
配
給 

二
そ
く
あ
て 

九
〇
銭 

  

特 
 

記 

七 

 

月 

     

甲

板

掃

除

。

本

日

巡

検

無

し

。 

け

工

廠

歌

を

歌

ひ

、

部

屋

に

入

る

。

そ

し

た

ら

警

戒

警

報

に

な

り

、

ゲ

ー

ト

ル

を

巻

い

た

ら 

優

秀

。

夕

食

後

、

二

寮

号

令

台

前

で

軍

歌

練

習

。

海

行

か

ば

す

ん

で

二

寮

だ 

 

今

日

は

別

課

は

針

ひ

ろ

い

。

各

班

ご

と

き
よ
う
そ
う

（

競

争

）

。

一

人

四

本

。

五

班

は

四

番

で

あ

る

。 

づ

ら

し

い

体

操

を

す

る

。

昼

か

ら

試

験

、

材

料

、

数

学

、

物

象

一

、

二

。 

し

へ

て

も

ら

ふ

。

警

戒

に

入

っ

た

が

空

襲

に

な

ら

ず

に

す

ぐ

解

除

に

な

る

。

帰

校

。

始
（
初
）

め

て

の

め 

も

そ 

く 

せ 

ん

（

側

線

）

の

貨

車

イ

ロ

ハ

ワ

ム

ノ

字

を

数

字

で

よ

む

こ

と

を

い

た

く

ら

一

等

工

員

に

お 

ラ

ッ

パ

の

音

で

び

っ

く

り

し

て

飛

起

き

る

。

廠

内

実

習

、

足

が

い

た

く

て

び

っ

こ

を

し

い

て

行

。

廠

内

で 

 

朝

方

三

時

半

空

襲

警

報

。

部

屋

に

て

た

い

き

す

る

と

解

除

に

な

っ

た

の

で

、

そ

の

ま

ゝ

就

寝

。 

三
十
一 信 受 

  

日 

火 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   

廠
内
実
習 

貨
車 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

頑
張
レ 

も
う
一
い
き 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

     

執
銃
教
練 

試
験 

 

  

下
駄
の
鼻
尾
の
代
金 

出
す 

  

罰
直 特 

 
記 

八 

 

月 

   

る

き

な

し

と

罰

。 

副

舎

監

よ

り

二

寮

灯

下

警

戒

管

制

悪

い

と

し

か

ら

れ

た

の

で

、

寮

長

よ

り

皆

ん

な

や 

ふ

は
（
わ
）

〳
〵
し

て

る

。

二

ツ

半

に

じ

ゃ

が

い

も

つ

く

。

点

呼

の

時

、

警

戒

警

報

に

な

っ

た

。

そ

し

た

ら 

生

が

い

な

い

か

ら

武

道

の

試

験

。

夕

食

は

代

用

食

。

先

の

や

つ

よ

り

は

少

し

や

は
（
わ
）

ら

か

く

、 

理

は

乾

電

地
（
池
）

、

電

地
（
池
）

連

結

方

法

、

並

列

連

結

、

オ

ー

ム

の

法

則

。

次

に

幾

何

は

先 

 

授

業

、

教

練

、

不

動

の

姿

勢

、

行

進

、

ひ

ざ

う

ち

の

姿

勢

、

各

五

名

づ

つ

。

す

ん

で

休

む

。

物 

て

帰

校

す

。

食

事

前

、

家

と

平

尾

さ

ん

の

手

紙

を

か

き

明

日

出

す

。 

人

が

作

業

係

へ

帰

っ

て

来

た

。

行

く

班

が

な

い

。

そ

し

た

ら

空

襲

に

な

る

。

十

時

〇

分

に

や

め 

い

か

ら

あ

そ

こ

で

休

ん

で

お

れ

と

い

っ

た

の

で

休

む

。

海

兵

団

か

ら

帰

っ

て

来

た

三

期

の 

 

実

習

各

班

は

全

部

ま

は
（
わ
）

っ

た

の

で

那

須

職

手

に

聞

き

に

行

っ

た

ら

、

長

谷

川

書

記

が

い

な 

点

呼

。

舎

監

よ

り

、

健

康

を

す

る

に

は

精

神

力

を

も

て

と

話

し

て

下

さ

る

。 

一 

信 受 

  

日 

水 

出支ノ日本 曜 

日 

  

は
な
を 

象 気 

  

円 

晴 

  

九
〇 

廠
内
実
習 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

精
神
力
を
も
て 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

     

整
備
作
業 

薬
品
の
整
理 

 

せ
ん
べ
い
の
配
給 

一
袋
二
〇
銭 

特 
 

記 

八 
森
田
周
一
郎
様 

平
尾
美
智
子
様 

月 

  

べ

い

の

配

給

。

め

づ

ら

し

い

。 

 

別

課

は

棒

た

ほ

し

。

私

は

足

が

い

た

く

て

、

大

外

の

掃

除

を

す

る

。

食

事

後

せ

ん 

と

れ

さ

う

う

な

の

、

と

れ

て

は（
わ
）

か

ら

ん

の

を

か

き

な

を

し

て

は

る

仕

事

。 

壕

を

ほ

り

な

ほ

し

を

し

、

私

、

今

田

、

佐

々

木

君

三

人

は

山

内

先

生

の

も

と

薬

品

の

名

札

の 

る

。

授

業

は

整

備

作

業

。

皆

ん

な

は

一

校

舎

南

側

の

つ

ぶ

れ

た

防

空 

避

。

家

か

ら

送

っ

て

く

れ

た

本

を

、

た

い

く

つ

だ

の

で

壕

の

中

で

見

る

様

も

っ

て

い

っ

て

み 

た

。

そ

し

て

少

し

た

っ

□

た

ら

待

避

も

と

へ

。

又

そ

し

て

部

屋

に

一

度

帰

っ

た

ら

又

待 

警

報

に

な

る

。

事

務

室

の

方

よ

り

、

食

事

の

す

み

し

だ

い

待

避

せ

よ

と

放

送

さ

れ

。 

て

い

た

ら

警

戒

警

報

発

令

に

な

り

、

体

操

は

取

り

止

め

。

昼

食

事

中

空

襲 

釘

を

ひ

ろ

う

。

十

時

頃

や

め

て

庁

舎

に

帰

る

。

帰

校

し

体

操

を

し

よ

う

と

ま

つ 

し

て

は

く

れ

な

い

の

で

、

一

工

具

を

く （

た 

い 

て

砕

い

て

）

い

る

所

や

二

銃

の

こ（  

は 

い 

て

壊

し

て

）

い

る

所

へ

行

っ

て

て 

 

実

習

は

私

達

が

行

っ

て

も

か

へ

っ

て

じ

ゃ

ま

に

な

る

ぐ

ら

い

。

又

い

そ

が

し

い

の

で

あ

い

て

に 

二 

信 受 

  

日 

木 

出支ノ日本 曜 

日 

  

せ
ん
べ
い 

象 気 

  

円 

晴 

  

二
〇 

廠
内
実
習 

釘
□
□
ひ
ろ
い 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

健
康
な
る
こ
と 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

           

天
野
、
小
笠
原
、 

河
合
班
長
よ 

り
罰
を
受
け
る 

特 
 

記 

八 

 

月 

 

思

ふ

と

泣

け

し

て

か

た

な

い

。 

つ

も

ら

っ

た

。

こ

れ

か

ら

き

を

つ

け

る

と

し

み

じ

み

感

ず

る

よ

。

そ

う

ゆ

う

時

母

の

家

の

事

を 

室

お

そ

い

為

、

天

野

班

長

に

精

神

棒

三

本

、

班

長

に

二

本

、

河

合

班

長

に

び

ん

た

一 

 

点

呼

後

灯

□

し

て

か

ら

防

空

服

装

を

し

て

通

路

に

整

列

□

と

号

令

か

か

る

。

七

号 

化

合

物

ノ

用

途

、

数

学

。 

一

工

具

の

所

□

□

□

□

□

□

□

ひ

ろ

い

時

間

に

な

っ

て

帰

る

。

物

象

、

化

学

、

金

属 

つ

か

っ

て

く

れ

な

い

と

い

っ

た

ら

、

班

長

に

い

っ

て

釘

を

ひ

ろ

い

に

い

け

と

や

さ

し

く

い

っ

て

く

れ

た

。 

が

来

て

お

前

達

は

な

ん

だ

と

い

っ

た

の

で

、

実

習

に

来

た

ら

一

企

画

の

人

が

そ

こ

に

お

れ

と

い

っ

て 

の

で

、

昨

日

の

様

に

食

事

を

よ

そ

う

台

の

所

で

ま

っ

て

い

た

。

す

る

と

ど

こ

か

の

検

査

官 

 

実

習

は

一

企

画

に

代

る

。

又

各

班

二

日

こ

う

代

で

代

る

の

だ

。

だ

か

か

へ

っ

て

じ

ゃ

ま

だ 

員

よ

り

、

雨

が

降

っ

て

も

降

ら

な

く

て

も

も

っ

と

集

合

を

早

く

せ

よ

と

注

意

さ

れ

た

。 
し

た

。

雨

が

降

る

の

で

朝

礼

は

寄

宿

舎

の

通

路

で

す

ま

せ

、

出

勤

の

時

森

田

指

導 

 

食

卓

番

で

食

器

を

洗

ひ

に

い

っ

て

帰

る

頃

に

な

っ

た

ら

、

糸

の

様

な

雨

が

降

り

出 

三 

信 受 

  

日 

金 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

雨
後
晴 

   
廠
内
実
習 

釘
ひ
ろ
い 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

      

特 
 

記 

八 

 

月 

    

幾

何

、

定

理

、

四

辺

形

を

し

、

平

行

四

辺

形

の

問

題

を

終

る

。 

則

、

一

章

総

則

、

二

章

身

分

、

三

章

採

用

及

解

用

。

修

身

、

忠

君

愛

国

、

協

同

と

秩

序

。 

傾

向

、

金

属

の

読

方

を

は
（
わ
）

か

り

や

す

く

お

し

へ

て

も

ら

ふ

。

工

場

要

項

、

戦

時

海

軍

工

員

規 

「

か

な

ま

あ

る

、

あ

て

に

は

す

ゞ

な

、

水

銅

水

、

銀

白

金

ぞ

と

け

が

た

く

な

る

。
」

山

内

先

生

作

の

イ

オ

ン

化 

お

い

て

と

た

の

む

。

帰

校

し

ぱ

ん

つ

又

地

下

足

袋

を

洗

ふ

。

授

業

、

化

学

、

イ

オ

ン

化

傾

向 

沼

と

い

ふ

女

工

員

の

方

が

あ

つ

ら

へ

も

の

を

も

っ

て

来

た

の

で

、

明

日

家

へ

帰

る

と

い

っ

て 

分

前

頃

庁

舎

に

帰

り

、

時

間

が

く

る

ま

で

ま

つ

。

そ

し

た

ら

又

足

立

君

の

所

へ

管 

班

長

は

も

っ

と

も

だ

。

暑

い

。

か

な

づ

ち

で

板

を

た

ゝ

き

一

生

懸

命

で

ぬ

く

。

十

時

十 
ん

で

い

る

。

か

へ

っ

て

じ

や

ま

で

あ

る

か

ら

だ

い

た

い

あ

い

て

に

し

て

は

く

れ

な

い

。

一

企

画

の 

 

今

日

も

実

習

は

二

銃

一

具

へ

行

っ

て

釘

ぬ

き

。

班

長

も

私

達

が

出

て

行

の

を

嬉 

四 

信 受 

  

日 

土 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   
廠
内
実
習 

釘
ぬ
き 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

外
出 

    

外
出
で
つ
か
っ
た 

金 は
し 

五
五 

赤
水 

二
〇 

薬 

五
〇 

ほ
う
た
い
止 

五 

一
円
三
〇
銭 

特 
 

記 
八 

 

月 

 

歌

練

習

、

点

呼

後

、

誤 （

娯

）

楽

室

□

□

へ

か

つ

げ

る

画

を

か

く

。 

い

。

家

へ

も

っ

て

帰

ら

う

と

思

っ

て

と

っ

て

お

い

た

せ

ん

べ

い

を

全

員

た

べ

て

し

ま

ふ

。

別

課

は

軍 

河

合

が

黄

い

水

を

く

れ

た

の

で

の

ん

だ

ら

し

ぶ

い

様

。

う

す

め

て

の

ん

だ

ら

な

い

ん

だ

か

良 

の

き（
際

は）

で

赤

い

水

を

二

杯

、

薬

屋

で

ね

ぶ

つ

の

薬

を

買

ふ

。

た

る

い

の

で

も

う

寄

宿

舎

に

帰

る

。 

か

た

□

か

い

で

家

を

く

だ

い

て

い

る

。

或

店

で

は

し

を

買

ふ

。

そ

し

て

牛

久

保

へ

む

か

ふ

。

駅 

か

ゝ

っ

た

昼

食

で

あ

る

。

外

出

は

夏

目

八

郎

君

と

豊

川

へ

歩

く

。

駅

通

り

の

家

は

あ

ら 

も

う

八

時

頃

、

外

出

か

ら

帰

っ

て

来

た

者

も

い

る

。

そ

の

中

に

食

卓

番

整

列

に 

所

を

読

み

、

又

家

か

ら

又

方

々

か

ら

来

た

手

紙

受

取

帳

を

作

る

。

計

二

十

一

通

あ

り

。 

除

に

か

か

る

。

す

ん

で

身

の

回

り

の

整

理

。

少

し

勉

強

し

後

海

軍

の

お

も

な

る 

班

は

外

出

し

て

い

く

。

私

達

は

か

べ

の

と

れ

て

い

る

所

を

紙

で

は

り

、

□

部

屋

の

大

掃 

よ

。

又

農

園

の

い

も

を

ほ

じ

っ

て

る

者

が

あ

る

と

注

意

さ

れ

た

。

食

事

後

遇
（
偶
）

数 

 
 

人

員

調

の

時

、

花

井

副

舎

監

よ

り

、

各

寮

を

美

し

く

き

も

ち

が

良

く

せ

る

様

に

務
（
努
）

め 

 

本

日

の

外

出

は

総

員

遇（

偶

）

数

班

は

昼

前

、

奇

数

班

は

昼

後

で

あ

る

。 

五 

信 受 

  

日 

日 

出支ノ日本 曜 

日 薬 赤
水 

は
し 

象 気 

  

円 

晴 

五
〇 

二
〇 

五
五 

（
大
掃
除
） 

昼
前
身
の
回
り
の
整
理 

午
後
外
出 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

 

 

ほ
う
た
い 

                

五 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

 

見
習
科
卒
業 

 

教
練  

野
外
訓
練 

伝
令 

    

特 
 

記 
八 

 

月 

   

帰

る

。

今

日

あ

る

映

画

は

中

止

に

な

っ

た

。 

途

中

、

十

一

女

子

の

所

で

く

ぎ

を

三

十

本

以

上

ぬ

き

、

砲

台

に

つ

か

ふ

材

料

を

は

こ

ん

で 

つ
し
よ

（

緒

）

に

来

た

。

休

み

の

と

き

か

た

ぱ

ん

を

一

つ

下

さ

る

。

三

時

二

十

分

庁

舎

に

帰

。

帰

校 

 

実

習

は

一

外

註
（
注
）

に

代

り

下

山

五

期

生

と

一

工

具

の

方

へ

釘

ぬ

き

に

行

。

中

野

君

も

他

の

人

と

一 

ヤ

ツ

靴

下

が

黒

く

な

っ

た

の

で

洗

ふ

。 

日

誌

を

お

と

し

お

き

は
（
わ
）

す

れ

て

こ

ま

っ

た

が

、

部

屋

に

あ

っ

て

良

か

っ

た

。

昨

日

き

た

シ 

物

理

は

電

磁

石

ヲ

利

用

し

た

書

を

書

く

。

幾

何

、

円

と

い

ふ

新

し

い

科

目

。 

を

し

て

た

。

そ

の

時

は

休

息

の

時

間

。

教

練

は

休

息

時

間

が

長

い

で

よ

い

。

す

き

。 

業

。

教

練

、

野

外

訓

練

、

伝

令

。

堀

の

所

で

或

二

曹

と

山

下

上

曹

と

面

白

い

話 
寮

に

ち

よ

い 

〳
〵 

頭

の

う

ご

く

の

が

あ

る

。

今

後

注

意

し

ろ

。

本

日

よ

り

昼

前

授 

 

神

谷

副

舎

監

よ

り

、

集

合

の

能

度

は

入

廠

以

来

良

く

出

来

る

様

に

な

っ

た

。

又

各 

六 

信 受 

  

日 

月 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   
釘
ぬ
き 

帰
る
時
十
一
女
子
よ
り
材
料
運
ぶ 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

集
合
は
び
ん
そ
く
に 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

       

豊
川
工
廠
並
ニ 

付
近
民
家 

爆
撃
サ
ル 

特 
 

記 
八 

 

月 

て
あ
る
。
後
寄
宿
舎
も
収
容
所
と
な
り
我
等
が
就
寝
す
る
所
な
い
の
で
、
養
成
所
教
室
を
掃
除
し
て
寝
れ
る
様
に
す
る
。 

い
っ
た
ら
な
つ
か
し
い
み
ね
子
姉
さ
ん
に
合

（
会
）

っ
た
。
今
市
役
所
に
収
容
所
と
し
て
い
る
そ
う
だ
。
同
期
生
も
二
名
松
林
の
中
に
お
い 

付
近
の
死
体
を
運
び
に
行
。
新
城
警
護
団
長
と

合
（
会
）

ふ
。
豊
川
郵
便
局
の
所
で
あ
ま
り
重
か
っ
た
の
で
休
む
。
水
を
の
み
に 

ば

、

黒

煙

が

も

う
〳
〵
と
工
廠
付
近
民
家
か
ら
で
て
い
る
。
少
し
た
っ
て
私
達
は
重
傷
者
を
戸
板
で
は
こ
ぶ
。
昼
食
後
、
正
門 

に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
。
爆
弾
投
下
、
づ
し
ん
、
又
敵
機
ひ
ゆ
ー
。
何
度
も
〳
〵
も
そ
ん
な
こ
と
を
く
り
か
へ
す
。
爆
弾
撃
□
終
り
外
を
見
れ 

正
門
の
所
ま
で
来
た
ら
Ｂ

２９

四
十
五
度
一
機
白
煙
を
は
い
て
い
る
。
壕
の
そ
ば
ま
で
来
た
ら
ひ
ゆ
ー
と
音
が
し
た
。
あ
は

（
わ
）

て
て
壕 

 

修

公

の

途

中

空

襲

警

報

。

授

業

が

す

ん

で

武

道

に

か

ゝ

ろ

う

と

し

た

ら

見

習

工

員

総

員

待

避

。

寄

宿

舎 

皇

御

製

お

の

が

身

は

か

へ

り

み

づ

し

て

人

の

為

つ

く

す

ぞ

人

の

務

め

な

り

け

る

。

□

任

に

つ

い

て

。 

殺

虫

剤

、

消

毒

剤

、

防

腐

剤

。

修

身

、

秩

序

に

つ

い

て

て
（
マ
マ
）

、

又

九

責

任

に

入

る

。
『

明

治

天 

て

る

。

物

象

化

学

、

酸

化

還

元

、

イ

オ

ン

化

傾

向

ト

化

学

□

□

□

。

□

□

□

□

所

在 

集

合

は

何

分

か

か

っ

て

る

と

い

は
（
わ
）

れ

た

。

授

業

、

数

学

は

自

習

だ

が

皆

ん

な

い

ね

む

り

し 

 

出

勤

整

列

も

北

原

寮

長

だ

か

ら

び

ん

そ

く

に

や

っ

た

。

だ

が

注

意

に

は

お

前

達

の 
者

が

多

い

。

こ

れ

か

ら

そ

ん

な

事

が

あ

っ

た

ら

、

そ

れ

そ

う

と

う

の

せ

い

さ

い

を

く

は
（
わ
）

へ

る

。 

 

今

日

人

員

調

べ

の

時

、

北

原

当

直

寮

長

よ

り

総

員

起

し

十

五

分

前

に

服

を

着

て

い

る 

七 

信 受 

  

日 

火 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   
廠
内
実
習
空
襲
の
為
中
止 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

総
員
起
し
十
五
分
前
に 

服
を
着
る
な 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

 

大
詔
奉
載
日 

     

父
叔
父
祖
母 

 

面
会 

特 
 

記 

八 

 

月 

   

達

と

面

会

し

た

ら

、

家

に

帰

り

た

く

な

っ

た

よ

。 

と

あ

い

さ

つ

を

し

て

は
（
わ
）

か

れ

た

。

祖

母

も

我

の

後

を

見

送

る

。

後

同

期

生

の

死

体

を

運

ぶ

。

く

さ

い

。

お

父

さ

ん 

を
し
て

は
（
わ
）

か
れ
る
。
後
祖
母
さ
ん
と
み
ね
子
姉
さ
ん
話
し
て
い
た
の
で
そ
こ
へ
行
っ
た
ら
面
会
や
め
に
な
り
、
さ
よ
う
な
ら 

し

く

か

け

足

で

父

、

叔

父

の

所

ま

で

い

っ

て

合
（
会
）

ふ

。

祖

母

は

み

ね

子

姉

さ

ん

の

所

へ

行

っ

た

そ

う

だ

。

色

々

な

話 

見

て

嬉

し

が

っ

た

。

そ

し

た

ら

総

員

五

寮

号

令

台

前

整

列

し

、

人

員

調

べ

後

面

会

人

を

よ

ぶ

。

ま

ち

ど 

た
ら
父
、
叔
父
、
岡
崎
の
祖
母
が
来
て
い
た
。
祖
母
も
良
か
っ
た
〳
〵
と

体

を

た

ゝ

い

て

、

我

の

丈

夫

な

体

を 

事

だ

か

ら

一

度

は
（
わ
）

か

れ

る

。

又

後

一

二

〇

〇

よ

り

面

会

を

ゆ

る

す

そ

う

だ

。

食

事

後

、

正

門

の

所

ま

で

い

っ

て

見 

丈

夫

で

良

か

っ

た

、

新

城

の

者

は

全

部

ぶ

じ

だ

と

い

っ

て

話

し

て

い

た

ら

、

食

卓

番

整

列

に

な

り

食 

得

避

も

と

へ

で

又

正

門

付

近

の

松

林

し

て

休

ん

で

い

た

ら

、

お

父

さ

ん

が

自

転

車

に

乗

っ

て

私

の

方

に

来

る

。 

面
会
人
が

多
（
多
）

ぜ
い
来
て
い
る
。
し
じ
の
あ
る
ま
で
松
林
の
中
で
得
い
き
。
警
戒
に
な
り
総
員
た
い
ひ
。
松
林
の
方
で
寝
た
。 

 

総
員
起
し
は
五
時
半
。
寝
具
を
た
ゝ
み
五
寮
号
令
台
前
で
人
員
調
べ
。
食
事
後
、
少
し
休
み
朝
礼
に
出
る
。
朝
か

ら 

八 

信 受 

  

日 

水 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   
死
者
の
あ
と
か
た
づ
け 

お
父
さ
ん
、
叔
父
さ
ん
、
祖
母
さ
ん
の
面
会 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

戦
友
を
助
け
よ 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

  

死
体
の
整
理 

   

特 
 

記 

八 

 

月 

    

は

ら

ま

き

を

し

、

は

だ

か

で

寝

た

。 

総

員

寝

具

お

さ

め

ろ

せ

、

だ

ん
〴
〵
と

暗

く

な

っ

て

来

た

の

で

就

寝

。

暑

く

て

し

か

た

な

い

の

で 

消

毒

も

医

務

の

方

か

ら

し

て

下

さ

る

。

今

日

か

ら

部

屋

に

寝

る

の

だ

。

食

事

も

早

く

す

み 

昼

後

寄

宿

舎

が

あ

い

た

の

で

大

掃

除

。

階

上

を

掃

除

し

畳

を

し

き

、

又

階

下

も

や

る

。 

っ

た

が

い

か

な

か

っ

た

の

で

寄

宿

舎

事

務

所

の

方

に

あ

る

の

で

も

ち

に

行

。 （ 

か
お

）

ず

は

な

し

。

う

め

ぼ

し

一

つ

。 

る

。

食

卓

番

は

食

事

。

三

学

級

は

な

い

と

い

っ

て

い

る

。

わ

け

は

、

朝

三

学

級

赤

塚

山

へ

行

予

定

で

あ 

行

と

い

っ

て

整

列

。

焼

け

た

り

ふ

っ

と

ん

だ

り

し

た

病

院

の

所

で

材

木

を

一

本

し

よ

っ

て

養

成

所

に

帰 

が

は
（
わ
）

た

っ

て

赤

塚

山

へ

穴

を

掘

り

に

行

の

だ

が

や

め

た

。

そ

し

て

松

林

で

休

ん

で

い

た

ら

は

い

材

を

運

び

に 

を

聞

て

、

三

学

級

は

松

林

の

中

で

た

い

き

。

其

の

中

に

三

学

級

は

養

成

所

工

務

の

所

で

し

じ

を

受

け

る

。

水

筒 

 

五

寮

号

令

台

前

で

人

員

調

。

食

事

も

す

ま

せ

朝

礼

に

出

る

。

山

下

上

曹

よ

り

今

日

の

仕

事

□

□ 

九 

信 受 

  

日 

木 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   
寄
宿
舎 

死
者
の
整
理 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

      

特 
 

記 

八 

 

月 

      

ど

っ

か

の

収

容

所

に

い

っ

た

。

昼

か

ら

四

時

十

五

分

ま

で

三

通

同

じ

も

の

を

書

く

。 

が

行

方

不

明

と

な

っ

て

書

い

て

あ

る

。

先

日

四

寮

は

は

や

の

所

で

足

を

傷

し

て

た

ん

か

に

い

た

。 

兵

隊

、

□

実

に

多

い

。

私

は

一

信

を

書

く

中

に

学

校

時

代

同

級

生

の

山

口

良

夫

君 

部

の

技

師

の

方

よ

り

、

先

日

空

襲

で

戦

死

、

行

方

不

明

者

の

者

の

名

簿

、

工

員

又

ハ

学

徒

、 

っ

た

と

話

し

さ

れ

た

。

神

谷

教

官

が

字

の

う

ま

い

者

十

名

出

よ

と

い

っ

た

の

で

出

た

ら

、

火

工 

お

し

へ

て

も

ら

ふ

。

朝

礼

、

主

事

先

生

よ

り

、

九

日

を

も

っ

て

ソ

連

は

我

国

と

戦

闘

状

態

に

入 

数

班

は

甲

板

掃

除

。

根

木

寮

長

よ

り

、

養

成

所

に

お

い

て

海

軍

体

操

後

、

智
（
知
）

能

運

動

を 

 

部

屋

で

総

員

起

し

も

な

つ

か

し

い

。

五

寮

号

令

台

前

で

人

員

調

。

奇

数

班

は

体

操

、

偶 

十 

信 受 

  

日 

金 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

日 

   
火
工
部
戦
死
者
行
方
不
明
者
の
名
簿
か
く 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

      

特 
 

記 

八 

 

月 

     

夕

食

後

、

死

体

収

容

所

の

整

理

を

し

、

お

礼

と

し

て

に

ぎ

り

め

し

を

一

つ

下

さ

る

。 

こ

の

頃

め

し

の

中

に

先

の

よ

う

に

糸

こ

ん

に

や

く

み

た

い

な

も

の

が

入

っ

て

い

る

。 

操

で

あ

る

。

整

列

し

た

ら

私

は

食

卓

番

で

□

食

堂

に

向

ふ

。

ト

マ

ト

う

ま

さ

う

だ

。 

れ

て

、

舎

内

外

の

草

取

。

食

卓

番

が

ま

ち

ど

し

い

。

総

員

朝

礼

前

へ

整

列

、

体 

二

寮

号

令

台

前

へ

整

列

。

二

寮

の

階

下

は

寮

の

身

の

回

り

の

整

理

。

用

水

に

水

を

入 

よ

い

と

話

し

さ

せ

ら

れ

た

。

作

業

員

は

き

め

ら

れ

、

三

学

級

は

の

こ

っ

た

の

で

寄

宿

舎 

飛

ん

で

、

体

に

あ

た

る

と

、

あ

た

っ

た

所

だ

け

や

け

ど

す

る

。

だ

か

ら

□

と

防

空

ず

き

ん

が 

た

そ

う

だ

。

地

上

爆

発

三

百

米

ぐ

ら

い

の

所

で

は

れ

つ

し

、

つ

よ

い

光

を

出

し

て

熱

し

た

も

の

が 

 

朝

礼

、

主

事

先

生

よ

り

、

敵

は

又

新

し

い

哨

焼

し

ょ

う

い

弾

を

広

島

□

へ

始
（
初
）

め

て

落

し 

十
一 

信 受 

  

日 

土 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   
舎
内
外
の
清
掃 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

      

特 
 

記 

八 

 

月 

    

夜

、

何

度

も

頭

を

ひ

や

し

に

行

。 

体

が

ほ

と

っ

て

し

か

た

な

し

。 

整

列

し

て

五

時

よ

り

入

浴

。

私

は

頭

が

い

た

い

の

で

□

や

め

る

。

ど

う

も 

員

洗

濯

。

官

品

服

、

ズ

ボ

ン

、

ゲ

ト

ル

を

洗

ふ

。

五

四

時

半

に

食

卓

番 

ま

く

な

い

。

午

后

少

し

整

理

。

三

学

級

四

学

級

は

穴

掘

。

三

時

に

は

終

っ

て

総 

服

、

ゲ

ー

ト

ル

に

死

体

の

血

が

さ

さ

に

つ

い

て

い

る

の

を

つ

く

の

で

く

さ

く

な

る

。

昼

食

も

う 

所

へ

運

ぶ

。

く

さ

い

。

頭

が

い

た

く

な

っ

て

き

た

。

後

、

草

原

の

所

へ

火

を

つ

け

て

も

や

す

。

ズ

ボ

ン

や 

整

理

。

と

た

ん

板

を

整

理

、

壕

の

中

に

入

れ

る

。

そ

し

た

ら

又

今

度

は

死

体

を

穴

の

掘

っ

て

あ

る 
か

で

あ

る

と

、

総

務

部

の

或

技

師

が

い

っ

て

い

た

と

聞

か

せ

て

下

さ

る

。

今

日

は

死

体

収

容

所

の 

 

人

員

調

べ

の

時

、

山

下

副

舎

監

よ

り

、

昨

日

の

死

体

所

整

理

の

ど

う

さ

が

良

い

、

こ

れ

は

訓

練

の

け

っ 

十
二 

信 受 

  

日 

日 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   
死
体
収
容
所
の
整
理 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

      

特 
 

記 

八 

 

月 

   

づ

き

ん

す

る

。 

総

員

た

い

ひ

。

待

避

も

と

へ

で

部

屋

に

入

る

。

頭

の

い

た

い

の

は

な

ほ

っ

た

が

、

と

ぶ

と

頭

が

づ

き

ん 

 

昼

食

は

だ

ん

じ

き

。

食

事

前

、

石

野

に

頭

を

か

っ

て

も

ら

ふ

。

食

後

空

襲

警

報

。 

立

林

副

舎

監

が

部

屋

に

入

っ

て

た

い

き

と

い

っ

て

、

そ

の

ば

に

き

へ

て

な

く

な

れ

、

と

い

っ

て

い

っ

た

。 

に

帰

す

つ

も

り

だ

と

話

あ

り

。

作

業

員

も

き

ま

り

、

の

こ

り

は

二

寮

号

令

台

前

へ

整

列

。 

る

の

だ

が

、

色

々

の

つ

ご

う

上

少

し

養

成

所

で

し

つ

け

教

育

す

る

。

又

何

日

か

の

休

業

を

や

り

、

家 

見

習

科

卒

業

は

六

日

と

し

、

十

五

日

に

卒

業

式

を

す

る

。

又

卒

業

後

、

各

部

へ

配

属

さ

れ 

っ

て

整

理

も

一

段

ら

く

し

た

か

ら

、

卒

業

式

は

十

五

日

に

き

ま

る

。

又

同

期

生

で

戦

死

し

た

者

が

い

る

の

で

、 

だ

。

朝

礼

、

主

事

先

生

よ

り

、

死

体

整

理

の

為

卒

業

十

五

日

が

の

び

る

と

思

っ

た

が

昨

日

を

も 
が

頭

が

ふ

ら
〳
〵
す

る

と

い

っ

て

寮

休

。

食

事

も

少

し

た

べ

な

ん

だ

か

胸

ぶ

く

れ

す

る

様 

頭

が

い

た

い

の

は

な

ほ

っ

た

。

だ

が

少

し

ふ

ら
〳
〵
す

る

。

此

頃

病

人

が

多

い

。

今

朝

、

杉

田 

十
三 

信 受 

  

日 

月 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   
部
屋
に
入
っ
て 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

      

特 
 

記 

八 

 

月 

     

夜

、

警

戒

警

報

に

な

っ

た

が

、

空

襲

に

な

ら

な

か

っ

て

良

か

っ

た

。 

っ

た

。

ご

ろ
〴
〵
と

雷

が

な

っ

た

ら

電

気

が

き

へ

て

し

ま

っ

た

。

ヒ

ュ

ー

ズ

が

き

れ

た

だ

ら

う

。 

直

寮

長

が

い

っ

た

。

夕

方

、

空

が

曇

り

夕

立

の

様

に

な

っ

た

。

就

寝

後

、

良

く

雨

が

降 

地

の

道

路

を

作

っ

た

者

は

部

屋

に

て

身

の

回

り

の

整

理

、

又

理

髪

し

よ

と

鈴

木

当 

ま

せ

て

少

し

た

っ

て

も

又

待

避

。

ね

む

く

た

る

い

の

で

寝

た

り

し

た

。

解

除

に

な

っ

て

昼

前

、

墓 

を

昼

前

や

る

。

昼

近

く

な

っ

た

ら

空

襲

警

報

に

な

り

総

員

待

避

。

食

事

を

す 

る

。

朝

礼

も

養

成

所

で

す

ま

せ

、

一

学

級

よ

り

八

学

級

ま

で

戦

死

者

墓

地

へ

行

。

道

路 
る

事

。

今

日

、

不

寝

番

で

朝

の

六

時

よ

り

少

し

出

勤

ま

で

や

っ

た

ら

、

こ

う

た

い

が

来

た

の

で

、

す 

 

神

谷

副

舎

監

よ

り

、

原

子

爆

弾

を

利

用

す

る

様

に

な

っ

た

か

ら

各

自

良

く

注

意

す 

十
四 

信 受 

  

日 

火 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   
昼
前
戦
死
者
墓
地
の
道
路
作
り 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

第
六
期 

見
習
科 

晴
レ
ノ 

卒
業
式 

    

終
戦 

     

特 
 

記 

八 

 

月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○印

 

和

夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

卒

業

で

嬉

し

く

思

へ

ば

敗

戦

な

り 

 
 
 
 
 
 
 
 

敗

戦

は 

 

場

で

騎

馬

戦

。 

 

夕

食

も

早

く

す

ま

せ

、

空

襲

で

戦

死

し

た

同

期

の

者

を

送

る

。

別

課

は

養

成

所

広 

こ

と

。

無

□

じ

ょ

う

け

ん

の

じ

ょ

う

た

い

に

あ

る

と

き

く

。

な

ん

と

な

さ

け

な

い

こ

と

だ

ら

う

。 

少

し

や

り

、

係

の

人

が

四

時

に

な

っ

た

ら

帰

れ

と

い

っ

た

。

長

く

休

む

。

話

に

聞

け

ば

、

日

本

も

ほ

し

い 

服

に

見

習

工

の

ボ

タ

ン

を

つ

け

ボ

タ

ン

が

出

る

様

に

す

る

。

昼

か

ら

廠

内

電

気

工

場

へ

仕

事

に

い

く

。 

っ

て

用

意

を

す

る

。

卒

業

式

も

す

ん

だ

。

卒

業

証

書

を

い

た

だ

き

、

寄

宿

舎

に

帰

り

正 

行

。

朝

礼

後

、

渡

辺

教

員

よ

り

卒

業

式

に

行

服

□

装

を

聞

き

寄

宿

舎

に

帰 

食

器

を

洗

っ

て

帰

っ

て

く

る

と

、

総

員

出

勤

で

二

寮

前

に

整

列

し

、

朝

礼

を

や

り

に 
で

食

堂

に

出

発

。

用

意

が

出

来

な

く

て

そ

う

と

う

ま

た

せ

た

。

食

事

を

す

ま

せ 

 

今

日

の

総

員

起

し

は

五

時

半

と

□

□

当

直

班

長

が

い

ふ

。

人

員

調

べ

後

、

私

は

食

事

当

番 

十
五 

信 受 

  

日 

水 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   
卒
業
式 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 
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信 発 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 

本
日
ノ
反
省 

本
日
ノ
善
行 

  

詔
書
を 

聞
く 

 

鈴
木
首
相 

   

特 
 

記 

八 

 

月 

       

験

問

題

集

を

か

り

て

う

つ

す

。 

ず

ー

と

部

屋

に

い

る

。

た

い

く

つ

だ

の

で

、

荒

木

か

ら

海

軍

志

願

兵

の

試 

部

屋

に

て

休

む

。

昼

か

ら

の

作

業

員

ら

し

い

だ

が

、

昼

か

ら

も

作

業

員

は

出

さ

ず

。 

紙

上

で

ー

渡

辺

上

曹

が

四

寮

、

五

寮

の

者

は

作

業

員

と

し

て

は
（
わ
）

き

に

出

、

其

ノ

他

ノ

者

は 

を

聞

き

、

平

和

・

・

・

詔

書

を

聞

き

、

鈴

木

首

相

の

話

も

聞

く

。

主

事

よ

り

新

聞 
主

事

先

生

よ

り

、

日

本

は

無

じ

ょ

う

け

ん

こ

う

ふ

く

の

じ

ょ

う

た

い

に

入

っ

た

と

い

ふ

話 

 

起

床

し

て

も

部

屋

の

中

も

黒

い

様

だ

。

食

事

も

す

ま

せ

養

成

所

へ

朝

礼

に

出

発

。 

十
六 

信 受 

  

日 

木 

出支ノ日本 曜 

日 

   

象 気 

  

円 

晴 

   
部
屋
に
て
休
む 

本
日
ノ
実
習 

戒  訓 

力
ヲ
落
ス
ナ 
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